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　　　０




　真っ暗だった。


　辺り一面夜を溶とかしたかのような暗くら闇やみで、見える場所はどこもかしこも深海の底のような深い黒に包まれている。


　光を通さない絶対的な闇。


　心の芯しんまで侵してしまいそうな暗黒。


　そんな果てしない常闇の中で、シャルロットは一人たたずんでいた。


「……」


　どうして自分がこんなところにいるのかは分からない。


　どうしてこんな暗くて寂さびしい場所に一人きりにされているのかは分からない。


　だけど……一つだけ分かっていることがある。


　それは──


　……許せない……


　分かっているのは自分の中にある暗い感情。


　白い猫ねこに対する……純粋な嫉しつ妬との念。


　自分から大事な人を奪っていった雪のように真っ白な猫。


　あの時と──初めてあの人と出会った時と同じように、また猫は自分の目の前で大切な人を連れ去っていった。


　こんな暗闇の中で一人きりにされた自分をヨソに、きっと猫は今頃あの人といっしょに楽しげに笑い合っているんだろう。


「…………」


　そんなのは……許せない。


　自分だけこんなに寂しくて孤独で一人なのに、猫だけがいい思いをするなんて……許せるはずがない。


　──だったら、全部壊こわしてしまえばいい。


　どこからかそんな声が聞こえた。


　周囲を覆おおう闇よりも暗くて深い声。


　──今ある世界が気に入らないのなら、全部壊して何もかもなかったことにしてしまえばいい。壊して、もう一度最初からやり直せばいい。


　その声は少し怖こわかったけど、でも同時にどこか優しげでとても親しみ深いもので……


「……こわ、す……？」


　シャルロットは思わずそう反応していた。


　──そう、壊こわす。全部壊してなかったことにしてしまう。そうして何もかもなくなれば……きっとあの人だって戻ってくる。私には、私たちにはその力がある。


「ひろが……もどって……？」


　その言葉はシャルロットにとって魅み力りよく的てきだった。


　弘ひろ司し──シャルロットにとって何ものにも代えられない大切な存在。


　弘司が自分のもとへと戻ってくるのなら、再びいっしょに穏おだやかな時間を過ごすことができるのなら、シャルロットはどんなことだってするだろう。


　だから、


「……こわし……ちゃえば……いい……の？」


　暗くら闇やみの中で、シャルロットはそうつぶやいていた。


　──そう、壊せばいい。何もかも全すべて壊して、現在も、過去も、未来も、育はぐくんできた時間も破は壊かいする。そうすれば……あの人は戻ってくる。


「でも……こわすって、どうやって……？　わたしは……そんなの、しらないよ……？」


　──私に全て任せればいい。お前は何も考えずに私に任せて眠ねむっていれば、起きた時には全て終わっている。私は、私たちはそもそもそのための存在なのだから。


「うん……わかった……じゃあ、わたしはねるね……」


　そう答えてゆっくりと目をつむる。


　そして、


　その瞬しゆん間かん、シャルロットの意識の中と外で夜の闇よりも暗い光が爆ばく発はつした。








　　　１




　遊園地の中は、少し前までと比べてすっかり様変わりしてしまっていた。


　さっきまで──『妃きさき』が目覚めて、絢あやが弘司たちを迎えにくるまではライトに照らされて明るく光っていたレストハウスへと続く道。


　それが今は辺り一面に真っ黒なドロのようなものが噴ふき出していて、どこぞの地じ獄ごく谷だにを彷ほう彿ふつとさせる溶岩地帯のようになってしまっている。道を覆おおい尽くして一部のアトラクションにまで侵食しているそれらのドロの表面からはさらに黒い霧きりのようなものがもわもわと漂ただよっていて、辺りの空気を真っ黒に染めている。


　いったいこれらは何なんだろう……と弘司が少し近づいてみようとして、


「──それらに触ふれないように気を付けてください、お兄にい様」


「え？」


　と、絢あやが注意を促うながすように言った。


「それらは魔ま界かいの有機農法用の堆たい肥ひ。生身の身体からだで触ふれればたちまちお肌はだの水分を奪われてホオジロザメのような乾燥肌になってしまうでしょう」


「そ、そうなの？」


「はい。『妃きさき』の発する瘴しよう気きが原因で、この辺り一帯の魔ま素そが濃くなっています。そのせいでこの遊園地が局地的に魔界の田園地帯と重なりつつあるのです」


　深刻な声で言う。


「ふ～ん、そうなんだ～。見た感じはチョコ味のそふとくり～むみたいでちょっとおいしそ～なんだけどな～」


「アホネコめ、見た目で判断するな。外観は大したことなくともこれは確かに魔界のモノ。儂わしらにとっては肌の大たい敵てきじゃ」


「逆泥どろパックのような感じですね～」


　そんなことを言い合う美み亜あとさくらと千ち鶴づる。


「……相変わらず、あなたたちはお気楽でいいですね」


「うにゃ？」


「こんな時に呑気のんきだと言ったのです。まったく、脳天気な……」


「待て、儂らをネコといっしょにするな。頭の中が年がら年中快晴なのはネコだけじゃ」


「ええ～、一年中西高東低の気圧配置とでもいいますか～」


「む、む～、もしかしてなんか悪口言われてる～？」


　美亜がぴくりとネコミミを立てて反応する。


「ああ、気にするな。ネコには少しばかり難しい皮肉であったか。もう少しかみ砕くだいて言うべきじゃったの」


「知らぬが鎌かま倉くらの大だい仏ぶつというやつですか～」


「や、やっぱりなんかばかにされてる～。な、なにさ、さくらなんてすんたらずでちんちくりんなのに～」


「な、なんじゃと！」


「あらあら～、それもまた真実をついていますね～。神しん霊れい界かいのコロポックル、ですか～？」


「エ、エロヅル！　どさくさにまぎれて何を言いおる！」


　いつものごとく言い合いを始める三人（一匹ぴきと一羽わと一ひと柱はしら）。何というか、この場に及んである意味見上げるレベルのマイペースっぷりです。


「さ、さくらのあほっ、え、えーと……ち、ちんちくりんっ」


「な、き、貴き様さま、ただの魚ぎよ介かい類るい好きな四し足そく歩行哺ほ乳にゆう類るいの分際で……」


「ふ、ふんっ、それでもさくらよりも背は高いもんっ！」


「あらあら～、ドングリの背比べですね～」


　しばしそんな感じにプチ諍いさかいを続けて、


　何かを諦あきらめたかのようにさくらが咳せき払ばらいをした。


「──ま、まあネコが阿あ呆ほでツルがエロなのは何も今に始まったことではない。なのでそれは置いておくとして……問題はあのイヌコロじゃ。まさか魔ま界かいと現世とを繫つなぐとは、生意気な真ま似ねを……」


「ええ～、局部同士の連結は高等技術ですよね～。さすがは『妃きさき』といったところでしょうか～」


「よく分かんないけど、なんかヤな感じがするよ……」


　それらのさくらたちの言葉に、


「シャルロット……」


　それまで黙だまっていた奈な々なが顔を曇らせた。


　重苦しく沈ちん鬱うつな表情。やっぱりシャルロットのことが心配なんだろう。それは弘ひろ司しとしても同じ気持ちだけれども……


「……奈々さんとお兄にい様の気持ちは分かります」


「絢あや……」


「絢ちゃん……」


「私にとってもシャルロットは幼おさない頃から接していた、いわば家族の一員です。心配なことは変わりありません。ですがここで悩んでいても残念ながら事態は好転しません」


「それは……」


「……」


「ですから今はとにかく少しでも早くレストハウスにまで戻るべきです。戻って善後策を検討するしか──」


　真まっ直すぐに弘司と奈々の顔を見ながらそう言いかけて、


　と、その時だった。


「！」


　ゴゴゴゴゴ──!!


　何かが爆ばく発はつするような音と衝しよう撃げきとともに、崩くずれ落ちた観かん覧らん車しやの方から今までとは違う一ひと際きわ暗く黒い光が立ち昇るのが見えた。


　まるで真っ黒なオーロラのような闇やみの奔ほん流りゆう。


「い、今のは……？」


　明らかに普通ではない様子だった。


　もしかしてまたシャルロットに何かあったのだろうか……と不安になる弘司に、


「……もう、あまり時間がないようですね」


「え？」


「『妃きさき』の支配率が格段に上がってきています。急いでください、お兄にい様。早く手を打たないと本当に手遅れになります」


「え、あ、うん」


　絢あやに手を引かれて走り出す。


「あ～、アヤずる～い！　ヒロと手をつないでいくのはわたしなの～」


「あらあら～、ご主人様をエスコートするのは侍じ女じよの役目と決まっていましてね～」


「何を言っておるか！　弘ひろ司しと並んで歩いていくのは儂わしを除いておるまい！」


　やっぱりどこまでもマイペースな美み亜あたち。


　何というかそれは明らかにこの場の空気にはそぐわないものだったけど……それでもその変わらなさがこの状況下で少しだけ救いになっているような気がした。








「あらん、弘司くん、いらっしゃ～い♪」


「……お待ちしておりました」


　レストハウスに到着するなり弘司たちを迎えてくれたのは、管理人さんのそんな緊張感のない言葉と瑞みず葉はの冷静な突っ込みだった。


「え、二人とも、どうして……」


　ここにいるんだろう。


　予想外に現れた大人おとなコンビの姿すがたに思わず声を上げる弘司に、


「絢ちゃんといっしょに結けつ界かいが閉じる直前にぬるっと滑すべり込んだのよん。もうほんとに閉店直前の銀行のＡＴＭくらいにぎりぎりで、あと少し遅かったら締め出しをくらうところだったんだけどね～」


「……朝陽あさひさんがギリギリまで夕食のタヌキウドンを食べていたのが原因なのですけれどね」


　ため息を吐つきながら言う。


　どうやらそういうことのようです。


「で、ほんとはまずそのまま弘司くんたちと合流しようと思ったんだけど、弘司くんたちはどうしても絢ちゃんが迎えに行くって聞かなかったから、その間に私たちは園内にいた他ほかの人たちを助け出してこのレストハウスに運んできたのよ～」


「……普通の人間は、周囲にある瘴しよう気きに触ふれているだけで劇げき烈れつな目のかゆみ、鼻水、鼻づまり、くしゃみなどの症状を発してしまいます。もっとも色々と事情を詮せん索さくされると少々面倒なので眠ねむっていただきましたが」


　見てみればレストハウスの中にはたくさんの人たちが寝かされていた。


　佐さ藤とうさんやパーティーで給仕をしていたボーイさんに遊園地の従業員さん、エビにやたらとご執しゆう心しんだったあの占うらない師しの人までもがいる。言葉の通り、みんなすやすやと眠っていて意識はないようだった。


「ここの周りにはいちおう魔ま除よけのお札ふだを張ったから安全だと思うわ～」


「……少なくとも瘴しよう気きの侵入だけは防げるはずです」


　落ち着いた口調でそう言う。


　状況は割と深刻みたいだけどそれならひとまずは安心かな……とほっと一息吐つきかけて、


「──あれ、そういえば黒くろ崎さきさんたちは……？」


　色々な意味で賑にぎやかなクラスメイト二人のことを思い出した。


　改めてもう一度レストハウスの中を見回してみたところ、見覚えのある取り巻き二人は確認できたものの、寝ている人たちの中にあの二人の姿すがたが見当たらない。


「あの、管理人さん、園内にいた人たちって……」


「ん～？　これで全部よん。捜さがせるところはいちおうトイレとかまで捜したけど、他ほかには人はいなかったわね～」


「え……」


　そんなはずはないんだけれど……


　確か二人は山やま岡おかの（ほとんど一方的な）エスコートで観かん覧らん車しやに行っていたはずだ。弘ひろ司したちがやって来た時にもまだいたのかは不明だが、でももしそうだとしたら当の観覧車はシャルロットの巨大化の影響であの惨さん状じよう（木こっ端ぱみじんに全ぜん壊かい）なわけで……


「……」


　……これは、もしかしてかなりマズイ事態なんじゃないでしょうか。


「た、助けに行かないと！」


「？　弘司くん？」


「まだ避ひ難なんしていない人がいるんです！　僕たちの友達で──」


　管理人さんに詰め寄りながらそう言いかけた時のことだった。


「な、何ですの、あの巨大生物は！」


　バタン！　と。


　レストハウスのドアを叩たたき付けるように乱暴に開いて、二つの人影が飛び込んできた。


「ま、まったく、ムリヤリ観覧車にまで連れて行かれたと思ったら急にその観覧車が倒とう壊かいするわヘンな生き物は出てくるわで……今日は厄やく日びで仏ぶつ滅めつで十三日の金曜日なんじゃないですの？」


「まあまあ沙さ耶や香かさん、こういうのもスリリングで面白いじゃないですか！　試練が二人の愛に火を点つけるというか……」


「な、何をワケの分からないことを言ってますの！　だいたいあなたはいつもいつも──」


「く、黒崎さん、山岡！」


　沙耶香と山岡だった。


　二人ともホコリまみれになっていて服がところどころ破れたりしてはいたが、見たところ特にケガなどはなさそうである。


「二人とも、無事だったの!?」


　急いで駆かけ寄ると、


「水みな上かみさん！　え、ええ、ちょうど観かん覧らん車しやが地面に戻ろうとしていたところいきなり大きな衝しよう撃げきが来て……。驚きましたけど、大した高さじゃなかったので何とか飛び降りて脱出することに成功したんです。でもその後に瓦が礫れきに埋うもれてしまって……けっこう重かったので抜け出すまで少し時間がかかってしまいましたわ」


　髪かみのホコリを払はらい落としながらそう説明する。


　どうやらあの混乱に巻き込まれながらも自力で脱出して事なきを得たらしい。何というか実にパワフルです。


「で、ですがあれは一体何なんですの？　あの三本首のゴヅラみたいなものは……」


「え、あれも僕と沙さ耶や香かさんのランデヴーを祝福したサプライズイベントの一環なんじゃないんですか？　僕はずっとそうだと思ってたんですけど……」


　横から山やま岡おかがそんなことを言う。


「だ、だからそんなわけないでしょう！　あんな非常識なイベントなんてありえませんし、だ、だいたいだれがあなたなんかとそんな……」


　と、そこで沙耶香は何かに気付いたかのようなはっとした表情になって、


「と、というかこういう場合この遊園地のリースの支払金はどうなるのかしら……？　ほ、保険とかかけていないですし、もしや賠ばい償しようとか……」


　青ざめた顔でそうぶつぶつとつぶやいたかと思うと、


「ど、どうしましょう……ここを貸し切るのに貯金は全部使い果たしてしまいましたし、まさか多重債さい務むでサラ金巡めぐりとか……？　それどころか闇やみ金きんに手を付けさせられるハメになって挙げ句の果てには借金のカタに外国に売り払われて……い、いやあああ！」


　最後には半ば絶叫しながらその場にへたり込んだ。


　どこぞの絵画のタイトルになっていそうな、心からの叫びだった。


「ん～、なんかサヤカも大変なんだね～」


　それを見た美み亜あがノンキにそうつぶやいていた。


「──さてお兄にい様。探し人も見つかったようですし、そろそろお話を始めたいと思うのですが、よろしいでしょうか？」


　絢あやがおもむろに言ってくる。


「え、あ、う、うん」


「そこの絶叫している方も含めて、みなさんも聞いてください。これから私たちがどうすべきかをお話しいたしますので」


「儂わしらがどうするか、じゃと？」


「あらあら～」


「？　どうするにゃん？」


　さくらたちのそんな言葉を受けて、


「まずは現状の説明からさせてもらいたいと思います──」








「現在の状況は……今分かっている限りでは、はっきり言ってあまり芳かんばしいものではありません」


　絢あやが周囲を見渡しながらそう言った。


「みなさんもご覧らんの通り、『妃きさき』はすでに現げん界かいを果たしています。その力は先ほど見たように強大で絶大……。私たちだけで真まっ向こうから対抗しようとしてもどうにかなるものでもないでしょう」


「……」


「また遊園地の周囲には半径およそ一キロにわたって結けつ界かいが張られ、人の出入りは完全に遮しや断だんされています。これはチカラのある術者や人じん外がいのモノであっても変わりません」


「つまりは援軍とかは当分期待できそうにないってことね～」


「……結界の外では木この葉はや他ほかの術者が待たい機きしていますが、助力を得るのは難しいでしょう」


　管理人さんと瑞みず葉はがそう付け加える。


　弘ひろ司しには専門的なことはよく分からないけれど、でもそれらの声こわ音ねからひとまず今の事態が相当に厳しそうってことだけは理解できた。


「ふむ、要するに孤こ立りつ無む援えんということか」


「私たちだけで独ひとり勃だちしなければならないということですね～」


「えっと、ひとりぼっちってこと？」


　さくらたちがそう口にする。


「理解が早くて助かります。──だけど問題はそれだけではありません。それだけであればまだ救いがあります。遠距離から分散してゲリラ戦をしかけたり持久戦に持ち込み少しずつチカラを削けずっていくという手も使えるでしょう。しかし──ああ、来ましたね」


　と、そこで絢は一度言葉を切って窓から外を仰あおぎ見た。


　同時に白っぽい何かが絢の肩かたに舞い降りる。


　それは紙で折られた小鳥のようなモノだった。


「先ほど瑞葉さんに放ってもらった式しき神がみです。これを通して少し前からずっと『妃』の動向を調べていたのですが……。……っ、これは!?」


　絢の顔色が変わる。


「？　どうしたの？」


「……悪い報しらせです。先ほどから決していいとは言えなかった状況がさらに悪化しました。『妃きさき』のもとに異常な量の瘴しよう気きが集中しているのが確認されています。特一級警戒レベル──ほとんど天てん災さいレベルの、凄すさまじい収しゆう束そく具合です」


「え？」


　それって……


「……間違いなく、チカラを溜ためているのでしょう。おそらくは未み曾ぞ有うの魔ま力りよくの爆ばく発はつ……『大だい崩ほう壊かい』を引き起こすために」


「！」


　そんなことになったら大変なんじゃ……


　慌あわてる弘ひろ司しに、


「……急がなければなりません。『大崩壊』が発動されればいったい何が起こるのか、正直私たちにも予想がつかない……。そうなる前に何としてでも『妃』を止める。それが私たちがやらなければならないことです。リスクは大きいですが、やるしかないでしょう」


　絢あやが厳しい表情でそう言う。


「で、でも止めるって、どうやって……？」


　あんなワンパクを通り越してたくましく育ちすぎてしまったようなシャルロットを、自分たちでどうこうできるんだろうか。


　弘司には有効な手段が浮かばない。


「それですが……そのために考えていた案が一つあります」


　と、絢がおもむろにそう言った。


「案……？」


「はい。実現困難ではありますが不可能ではない案です。今の式しき神がみの報告を聞いて確信しました。おそらくは、これを除のぞいて他ほかに手段はないかと」


「ほう、自信があるようじゃの」


　さくらがそう問いかける。


「自信というほどではありません。ですが現在ではそれが最適だと私は信じています」


「絢ちゃんの話なら聞く価値はあるんじゃないかしらん」


「……彼女の明めい晰せきさは周知の事実ですから」


「ふむ、なら話してみるがよい」


　うなずくさくらに、


「……案自体は非常に簡単です。私たちで『妃』を──倒します」


「なっ……」


　その言葉にレストハウス内はざわついた空気になった。


　周りからの助力を得ずに自分たちだけで『妃きさき』を倒す。


　確かにそれができれば当然『大だい崩ほう壊かい』も止めることができるだろう。


　でもそれはほとんど豪ごう雨うを止めたければ雨雲を吹き飛ばせ的な話であって──


「何を言っておる。それは難しいとさっきお主ぬし自身が言ったじゃろう」


　みんなの気持ちを代表するようにさくらが言った。


「そんな単純な手段が使えるのなら最初から苦労などせん。お主、本気でそんなことを考えておるのか？」


　訝いぶかしむようなさくらの言葉に、


「話は最後まで聞いてください。もちろん真っ正面から馬鹿正直に戦いを挑いどめば高い確率で私たちが負けるでしょう。あの『妃』を相手に普通のやり方で勝利することはまず不可能といってもいい。ですが──」


　そこで一度言葉を切って、


「ですが今の状況で──いえ今の状況だからこそ『妃』を打ち倒すための唯一の手段があります。現在この場において顕けん現げんしている三本の首。あれらのうち左右の二本は単なる補助体にしてチカラの発現体にすぎないことが判明しています。そして本体──中央の一本は『大崩壊』の発動に専念して現在は休眠状態にあるのです」


「それは、つまり……」


「はい。本来ならば倒せないはずの巨大なチカラを誇る『妃』の本体。それが現在……極めて無防備な状態になっているのです」


「！」


　その言葉は再びレストハウス内をざわめかせた。


「もちろんそれは口で言うほど簡単ではありません。現在『妃』本体の周囲には左右の二本の首により強力な障しよう壁へきが張られています。おそらくは防ぼう御ぎよ能力だけで見れば絶対防御級の障壁……破ることは相当に難しいでしょう。ですが逆に言えばこれさえ何とかしてしまえば、『妃』本体を打ち倒せる可能性が出て来るというわけです」


　みんなの顔を見回しながら言う。


「ふむ、つまりは障壁の要かなめとなる二つの首を各個撃破した後に、チカラを溜ためることに専念して無防備な状態にある本体を抑おさえ込むというわけじゃな。なるほど、戦術としては悪くない」


「どの道三つのモノを同時に相手にするのはしんどいですからね～」


「う～ん、要するにかたっぱしからいっこずつ片付けていくってことだよね？」


　うんうんとうなずく美み亜あたちに、


「これにはまだ続きがあります。実はそれらの役割を──お兄にい様たちにやっていただきたいのです」


「え……？」


　それは思わぬ言葉だった。


「私としてはもちろんお兄にい様にはそんな危険なことはやってほしくないのですが……それでも『統ま神と者め』としてのお兄様を含めたこのネコたち三人は、私たちの中で最大の戦力です。何やらこの前に会った時よりもチカラが上がっていますし……。ゆえに作戦の中心はお兄様たちにお願いして、私たちはサポートに回るべきだというのが私の結論です。本当に不本意ですが……」


「相手が『妃きさき』でこっちの戦力がこれだけだと、確かにそれしか手がないわよねん……」


「……現状ではそれが一番成功確率が高い方法でしょう……」


　管理人さんと瑞みず葉はもそう付け加える。


「僕たち……が」


「やって……いただけますでしょうか？　もちろん、私たちの全力をかけてお兄様たちが無事に作戦を遂すい行こうできるようサポートいたします」


　真剣な目で絢あやが見つめてくる。


「……」


　自分たちが──シャルロットと、『妃』と対たい峙じする。


　それは唐とう突とつな申し出ではあったけれど、不思議とそれほど抵抗は感じなかった。そもそもシャルロットを何とかする手助けができるのなら弘ひろ司しだって何かをしたいと思っていたわけだし……


　そんなことを思っていると、


「で、でも、それって危ないことなんでしょ……」


　と、そこで奈な々ながそう言ってきた。


「奈々……？」


「そ、それは弘司に何か不思議なチカラがあるっていうのは分かってるよ？　詳くわしくは分からないけど、美み亜あちゃんたちといっしょにいることでそのチカラが発はつ揮きされるっていうのも……。で、でも弘司自体は普通の人間じゃない。お人好しで少しだけ優ゆう柔じゆう不断で運動とかだってあんまり得意じゃない、普通の男の子……。そ、その弘司が、あんなになったシャルロットと戦うだなんて……」


　声を小さく震ふるわせながら弘司の服の袖そでをきゅっと握にぎりしめて、「そ、そんなの……そんなの……無茶だよ……」


　絞しぼり出すようにそう言ってくる。


「……」


　奈々の言うことはもっともではあった。


　いくら『統神者』のチカラがあるからといって弘司自身はそういった荒あら事ごと（？）とは今まで無縁だったし、出来うる限り避さけてきた事態である。正直危険な目に遭あうかもしれない。


　でも『妃』になってしまったシャルロットを元に戻すことができるなら、この事態を打開してみんなを助けることができるなら……やっぱり自分にできることは、何であれやっておきたかった。


　だから、


「……分かった」


「え？」


「うん、僕たちでやるよ。シャルロットのところに行ってくる」


「ひ、弘ひろ司し……？」


「ごめん、奈な々な。奈々が心配してくれてるのは分かってるし、嬉うれしい。でも、きっとこれは僕がやらなきゃいけないことなんだ」


　暴走してしまったシャルロットを元に戻してみんなを助ける。


　難しいかもしれないし危ないことかもしれないけど、それは今この場で弘司がやるべきことで……弘司にしかできないことだ。
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「弘司……」


　なおも心配そうな顔を向ける奈々に、


「だいじょぶだよナナ、ヒロはわたしたちがちゃんと守るからっ！」


「鶴つる女めの誇りに懸かけてご主人様を危険にさらすような真ま似ねはさせませんよ～」


「ふん、ネコとツルはともかく神たるこの儂わしが付いておるのじゃ。心配など無用と言えよう」


「美み亜あちゃん、千ち鶴づるさん、さくらちゃん……」


　美亜たちのその言葉に奈な々なはしばらく口をつぐんでいたが、


　やがて何かを決めたかのように顔を上げて、


「……うん、分かった。美亜ちゃんたちを……信じる」


　大きくうなずきながらそう言った。


「きちんと事態を解決して、みんなでちゃんと帰ってくるって。──それに、弘ひろ司しも……」


　くるりと弘司の方を振り向くと、


「ぜ、絶対シャルロットを連れて無事に戻ってきなさいよ。も、戻ってこなかったら、一週間くらい足腰こしが立たなくなるくらいに、キャメルクラッチをくらわせてやるんだから……っ」


「奈々……うん、分かった」


　奈々の顔を真まっ直すぐに見て弘司はそううなずき返した。


　その言葉から奈々の気持ちは痛いほど伝わってきたし、絶対にそのつもりだった。


「お兄にい様、よろしいですか？　それでは観かん覧らん車しやへと向かいましょう。もう一刻の猶ゆう予よもありません」


「そうだね。うん、行こう──」


　そう言って弘司が出口に足を向けようとしたまさにその時だった。


　ガシャン！


「！」


　そんな音とともに、レストハウスの窓ガラスが粉々に砕くだけ散った。


「？　何が……？」


　強風でガラスが割れでもしたんだろうか？


　怪け訝げんな表情になる弘司に、


「これは……どうやら遅かったみたいですね」


「え……？」


　絢あやが苦々しげにつぶやいた。


「は～、できればこうなる前に次の手を打っておきたかったのよねん……」


「……少しばかり時間が足りませんでしたか」


　絢たちの視線が窓の外に注がれる。


　真っ黒なドロと黒い霧きりとに覆おおわれ一面暗黒の世界になっていたレストハウスの外。


「!?」


　そこに群がっていたのは──








　　　２




「こ、これって……」


　窓の外に広がる光景を見て、弘ひろ司しは息を呑のんだ。


　光に集まる夜の虫たちのように群がっていたのは無数の生き物たち。


　いやこれを生き物と言っていいのか。


　昔話の中に出てくる入にゆう道どうやろくろ首のようなモノや、いつだったか学園で馬うま岡おか先生が変へん化げした鬼おにのようなモノ。全身を金色の毛で覆おおわれた巨大な豹ひようのようなモノ、首が二ふた股またに分かれた蛇へびのようなモノまでいる。


　まるで化け物の見本市。


　どこもかしこもそういったエキセントリックな生き物でいっぱいである。


　そのあまりの異様さに言葉を失っていると、


「これらは……『妃きさき』の瘴しよう気きに惹ひき付けられてやって来た魔まの眷けん属ぞくたちです」


「え……？」


「魔のモノたちの頂点に立つ存在である『妃』。それの目覚めに呼応して魔ま界かいから這はい出てきた生きつ粋すいの魔ま物もの。邪じや魔まな私たちを排はい除じよするために集まってきたのでしょう。どれも一ひと筋すじ縄なわではいかない強力なチカラを持った高等眷属です。できればこうなる前に何とかしたかったのですが……」


　絢あやがそう説明してくれる。


「ふん、いわば精せい鋭えい中ちゆうの精鋭というわけか。確かに並々ならぬ妖よう気きじゃの」


「お腹なかの奥にまでびんびんと伝わってきますね～」


「にゃ、シッポがふるふるする……」


　さくらたちもその様相に困こん惑わくしていた。


「こんなの、どうすれば……」


「倒す──しかありません。ですが……」


「？」


　そこで絢は一歩前に出て、


「……お兄にい様、ここは私たちに任せて行ってください」


「え？」


「この魔物たちを相手にすることでお兄様たちが足止めをくらうのは得策ではありません。大元である『妃』を何とかしなければその数は増える一方です。なのでこの魔物たちはこの場で私たちが引き付けます。その隙すきにお兄様たちは『妃』を」


「で、でも……」


　レストハウスの周りを取り囲んでいるのは相当な数の怪かい異いである。ぱっと見ただけで五十から百はいるだろう。それに絢あや自身がこの魔ま物ものたちは一ひと筋すじ縄なわではいかないと言っていた。管理人さんたちが只ただ者ものじゃないっていうのは分かっているけれど、そんな中に絢たちだけを残していくのは……


「いいから行っちゃいなさいな～。このくらいの数、美人で若いおねいさんたちにかかればな～んてことないんだから」


「か、管理人さん？」


「……朝陽あさひさんの言う通りです。美人で若い、という部分に関しては疑問ですが」


「瑞みず葉はさんも……」


　弘ひろ司したちをかばうように前に出てそう言う。


　その背中からは一歩も引かないという決意が表れていて……さすがにそれを見たら、弘司としてもこれ以上渋しぶることはできなかった。


「……分かりました」


「お兄にい様？」


「……僕たちは行きます。一秒でも早くシャルロットを元に戻して帰ってきますから、それまで無事でいてください」


「そうこなくっちゃね～。それじゃ今から私たちで道を拓ひらくから、その隙すきに行っちゃいなさいね～」


「はい。──あの、奈な々なたちを頼みます」


「だいじょうぶよ、おねいさんたちに任せときなさいな。それじゃいくわよ～。──どっこいしょっと！」


　微び妙みようにダメな方向に年ねん齢れいを感じさせるそんな声とともに、管理人さんが手を振るった。


　次の瞬しゆん間かん、こちらの様子を窺うかがいながらジリジリと近づきはじめていた妖よう怪かいたちの間で真まっ赤かな炎ほのおが爆発する。


「今よ、弘司くん！」


「は、はい！」


　その隙すきを見て、弘司は一いち目もく散さんに走り出した。


「行こう、美み亜あ、千ち鶴づるさん、さくら！」


「うんっ！」


「弘司さまの仰おおせのままに～」


「さっさと片付けてしまうぞ」


　美亜たちがその後に続く。


「き、気を付けてよ、弘司！」


「うん、奈な々なも！」


　背中にかかってくる奈々の声にそう返して進もうとする。


　その弘ひろ司したちに再度魔ま物ものたちがピラニアのように群がってくるものの、


「……ですから、お兄にい様たちには近寄らせません！」


　そう声を上げて、絢あやが割って入った。


「お兄様、早く！」


「う、うん、分かった！」


　絢の声に慌あわててそう答えて、


　弘司たちは黒いオーロラが立ち昇る観かん覧らん車しや跡あと地ちへと向かったのだった。





　　　◇





「さてさて、弘司くんたちにはああは言ったけど、この数はちょ～っときついかもねん」


「……今さらそんなことを言ってもしかたないでしょう」


　ため息を吐つきながら瑞みず葉はが言う。


「ま、そうなんだけさ～。そういえば瑞葉といっしょに戦うのもずいぶん久しぶりよね～。腕うで、なまったりしてない～？」


「……それはこっちの台詞せりふです。あなたこそ昼間からごろごろして昼ドラなどを見ていたせいでメタボリック的な運動不足なのでは？」


「う……それは、まあ、否定できないけどん……」


　苦笑いを浮かべる管理人さん。


「と、とにかく当たって砕くだけろよん。戦力的には十分とはとても言えないけど、ああまで弘司くんたちに言い切った以上は大人おとなの意地を見せないとね～」


「……当然です」


「私がいるのも忘れないでください」


　絢が控えめに手を上げる。


「できることは防ぼう御ぎよのみとはいえ、その一点に関しては絶対の自信があります」


「あ、あたしにも何かできることないかな？　戻ってくる途と中ちゆうにバッティングセンターで拾ってきた金属バットとかならあるけど……」


「よ、よく分かりませんが……これはアトラクションではないようですわね。緊急事態でしたら協力いたしますわ。あの化け物たちを追い払えばいいのですよね？　やっちゃってくださいな、山やま岡おかさん」


「ははは、沙さ耶や香かさんのお言葉とあれば！」


　奈々が金属バットを振りかぶって、沙耶香と山岡も手近にあったパイプイスを手に持つ。


「奈な々なちゃんにそのお友達も～。うん、そうね、これだけの戦力があれば何とかなりそうな気がしてきたわ～」


　うんうんとうなずいて、


「さ、それじゃみんな心の準備はいいかしら～？　──来るわよ」


　管理人さんのそんな言葉とともに、


　次の瞬しゆん間かん、


　レストハウスの入り口を突き破って、妖よう怪かいたちが侵入してきたのだった。





　　　◇





　観かん覧らん車しやへと向かう道にも、あちこちに妖怪たちの姿すがたが見られた。


「うわ、ヘンなのがいっぱいだにゃ……」


「う～ん、まるで地上に上がった深海魚の群れのようですね～」


「静かにせい。あんな下げ郎ろうどもやろうと思えば片付けるのは簡単だが、ここでは余計な戦いは避さけるのが賢明じゃ」


　真っ黒な魔ま素そが立ちこめる中を歩き回る異い形ぎようたち。


　その数はけして少ないものではなかったけれど、ほとんどの妖怪はレストハウスの方に集まってきていたようで、弘司たちは何とか遭そう遇ぐうを避けて進むことができていた。


　とはいえまったくの未遭遇であったわけではなく、


「ぬ、ぬおっ!?」


　道脇で泥どろ田た坊ぼうのような妖怪に足を摑つかまれてさくらが顔面から地面に倒れ込んだり、


「の、のおっ!?」


　烏い賊か男おとこ（としか形容しようのない生き物）に触しよく手しゆで巻き付かれてさくらが粘ねん液えきまみれになったり、


「ぐ、ぐわっ!?」


　馬うま面づらをした雄おす馬うま人間に押し倒されてさくらが服を脱ぬがされそうになったりで、多少アクシデントがあったりもした。


「お、おのれ……なぜ儂わしばかり……」


「ん～、髪かみの毛がピンク色で目立つからじゃない？」


「さくらさん、こういった不細工なキワモノさんたちには大人気ですね～」


「お、お主ぬしら、好き勝手言いおって……」


　乱れた髪を押さえながら拳こぶしを握にぎりしめるさくら。


　弘ひろ司しとしては何となくさくらがこの中で一番妖怪たちに反発するチカラを持ってるから（いちおう神様だし）狙ねらわれたんじゃないかなーとは思ったけれど、今はそれどころじゃないし、とりあえずは言わないでおいた。


　そして──


「もどって……きたにゃ」


「ういあ～ばっくですね～」


「うむ、そうじゃな」


「……」


　弘ひろ司したちから百メートルほど離れた観かん覧らん車しや跡あと。


　そこには、全身に深い闇やみを纏まとう巨大なシャルロット──『妃きさき』の姿すがたがあった。


　さっきまでとまったく変わらずに圧倒的な存在感と威圧感とを伴って屹きつ立りつする巨大な三本首の獣けもの。左右の二本首からは黒いオーロラのようなものが立ち昇っていて、その全身を包み込んでいる。きっとこれが障しよう壁へきなんだろう。そしてその中央には……眠ねむるようにして双そう眸ぼうを閉じる巨大な頭が見えた。


　他ほかの二つに比べて二回り以上は大きな首。


　そういったものを感じるチカラに鈍にぶい弘司だけど、その巨大な首に何か禍まが々まがしいチカラが集中しているのを感じることができた。絢あやの言っていた『大だい崩ほう壊かい』。あれだけのチカラが一度に解放されたらきっととんでもないことになる。実際にその様子を見て、それだけは心の底から分からされた。


「さて……どうするかの」


　さくらがぽつりとつぶやいた。


「まずは左右二本の首を無能化して勃たたないようにするのですよね～」


「うん、それでそのあとに真ん中の首だねっ」


「それは分かっておる。じゃが……」


　口元に手を当てて考え込むさくら。


　手順としては美み亜あたちの言う通りで間違っていない。


　だけど問題は、それができるかである。


　いかに中央の本体が休眠状態であるとはいえ、自分を攻こう撃げきしようとする者たちを黙だまって見ているとも思えない。きっと他ほかの二本首が何かしらの妨ぼう害がいをしてくるだろう。それらをかいくぐって果たして無事に首を抑おさえ込むことができるのか……


　懸け念ねん事項はたくさんある。


　だけど、


「──とにかく、やれるだけのことはやってみよう。管理人さんたちも心配だし、もうあんまり時間はないよ」


「うんっ、分かった～」


「案ずるよりも産うむが易やすしですね～」


「そうじゃな。あのイヌコロが何をやって来るにせよ、儂わしらは前に進むしかない」


　そううなずき合って観かん覧らん車しや跡あとへと近づいていこうとして、


「……ん？」


　何か様子がおかしいことに気が付いた。


　眼前にそびえるシャルロット。


　その全身から放たれる威圧感や存在感はそのままなんだけれど……どこか、違和感があった。


　何がおかしいのかと言うと──


「にゃんか……動かないね」


　美み亜あがぽつりとつぶやく。


　──それだった。


　ネコマタ娘むすめの言葉通り、シャルロットにはついさっきからまったく動きが見えないのである。


　休眠状態に入っているという中央の首はともかくとして、他ほかの二本首さえもピクリとも動かない。まるで五時間ほど放置した紙粘ねん土どが固まってしまったかのように、完全に停止してしまっている。


「どうしたのでしょう～、乾燥してしまった海綿のように強こわばっている感じです～」


「……妙みようじゃな」


　千ち鶴づるとさくらも首を傾ける。


「もしかしてお昼寝でもしてるのかな？」


「馬鹿な、ネコではあるまいし……」


「ですが全然動いていないです～。ただ勃たっているだけといいますか～」


「う、うーん……」


　まさか美亜の言うように本当に昼寝をしているとは思えないけれど、思わずそう勘かん違ちがいしてしまうくらいの静止っぷりだった。


　これはどう考えるべきなんだろう。何か原因があって動けないのか、それとも障しよう壁へきを張ったことで安心しきっているのか……


「──理由は分からんがとにかくこれは好機じゃ」


「え？」


「どういうことなのかは知らんがやつが動いていないというのは事実。この隙すきに一気に強きよう襲しゆうしてあれらの首をつぶしてしまうぞ」


　さくらが顔を上げて言った。


「そうですね～。それがいいかもしれません～」


「うん、やっちゃおう！」


　千鶴と美亜も賛成し、


「では決まりじゃな。今から儂と弘ひろ司しの〝らぶらぶかっぷりんぐ〟であのイヌコロを駆く逐ちくする！　ネコとツルは儂わしをフォローするがよい！」


　勢い込んでさくらが弘ひろ司しの腕うでを取って前に出ようとして、


「え、何言ってるの？　ヒロとらぶらぶするのはわたしだよ？」


　美み亜あがそんなことを言い出した。


「そうゆうのはお嫁よめさんの役目ってゆうか、さくらたちはおまけってゆうか～」


「む、何を言っておる。こういった場で主導権を握にぎるのは妻たる儂に決まっておろう。お主ぬしらは大人おとなしく裏方に徹しておれば──」


「あらあら～、弘司さまといっしょに行くのはお二人ではなくて侍じ女じよの私ですよ～。露つゆ払はらいをするのは美亜さんとさくらさんたちです～」


　千ち鶴づるまでもがそんなことを言い出す。


「ツルまでワケの分からんことを言い出すな！　話がややこしくなる！」


「ワケが分からないのはさくらさんですよ～。さくらさんみたいなコロポックルに弘司さまのお相手は似つかわしくありません～」


「な、なんじゃと！」


「そうだよ～。みにちゅあさいずのちんちくりん～」


「こ、この動物どもが……」


　とうとう再び言い争いを始める。


　いかに基本は休眠状態とはいえ目の前にはどでかいシャルロットが鎮ちん座ざしているっていうのに、相変わらずゴーイングマイウェイです。


「だいたいネコはこういった〝しりあす〟な場にふさわしくなかろう！　鰹かつお節ぶしでも握にぎって部屋の隅すみにでも転がっているのがお似合いじゃ！」


「な、なにさ、さくらの方こそぶら下がり健康器でぶらぶらでもしてればい～んだよっ」


「あらあら～、どちらもどちらな争いですね～」


　で、しばし口争いを繰り返して、


「──よ、よかろう。こうなったらここは公平に決めようではないか」


　はあはあと息を切らしながら、さくらが言った。


「こうへいにって？」


「どうするのですか～？」


「ふん、決まっておる。こういう時に雌し雄ゆうを決するのは古いにしえからの正統にして唯一の事柄決定手段──」


「うんうん」


「なんでしょう～」


「──そう、〝じゃんけん〟じゃ！」


　高らかに声を上げてそう言った。


「じゃんけん？　ふふん、い～よ。〝最初はぐ～の美み亜あちゃん〟って言われたわたしを相手にして、後悔しても知らないんだからっ」


「じゃんけんといえば侍じ女じよの嗜たしなみですね～」


　それに千ち鶴づると美亜も同意して、


「よかろう、ではいくぞ」


「じゃんけ～ん～」


「ぽいっ」


　そんなこの場に極めてそぐわない声とともにそれぞれの手が突き出されました。


　出された手はさくらがチョキ、千鶴がチョキ、そして……美亜は、グー。


「やった～、わたしの勝ち～！」


「ば、ばかな……」


「あらら～」


　美亜がぴょんぴょんと飛び跳はねて、さくらと千鶴がその場でがっくりとうなだれた。


「これで決まりだねっ。わたしとヒロとが主役で、さくらとチヅルはおてつだい～♪」


「ぐ……」


「あらあら～」


　悔くやしげに声を上げるさくらと千鶴。


　だがすぐに顔を上げて、


「……いいだろう。この上なく業ごう腹はらだが、負けた以上は認めざるをえまい。しかし選ばれたからにはネコといえど責任は持て。万が一にでも弘ひろ司しを危険な目に遭あわせでもしたらその三本のシッポを蝶ちよう々ちよう結びにしてやるからな」


「ここは美亜さんに花道を譲ゆずるとしましょう～」


　仕方ないって表情でそう言った。


「それでは今から儂わしとツルとであれら二本の首を攻こう撃げきして障しよう壁へきを除去する。その隙すきにネコは弘司とともに速やかに本体を何とかせよ。ツル、準備はいいか？」


「おっけ～です～」


　千鶴がの～んびりとそう答えて、


「ではやるとするか！　出いでよ、『土ど左ざ衛え門もん』！」


「行きますよ～」


　そう声をかけ合うとさくらは呪じゆ文もんのような言葉とともに地面から巨大な桜さくらの木（土左衛門というらしい）のようなものを生はやして、千鶴は背中から白い羽をはためかせて、それぞれ一気に首の高さにまで上昇した。


「すごい、二人ともこんなことができたんだ……」


　思わずため息が漏もれる。


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんに羽があるのは知っていたけど実際に飛べるとは思っていなかったし、そもそも神様幼よう女じよに至ってはこんなどこぞの童話の豆の木ライクなこと（土ど左ざ衛え門もん）ができるなんてことすら知らなかった。さすがは神しん霊れいと霊鳥というか……


「ふっ、これが神の御力というやつよ。本来ならばこれ（土左衛門）に弘ひろ司しと二人で乗り颯さつ爽そうと勝負を決めたかったのだが……まあいい。──さて、それでは一気につぶしてしまうぞ」


「了解です～」


「あ、二人とも、気を付けて！」


「大だい丈じよう夫ぶじゃ、任せておけ」


「弘司さまは屋や形かた船ぶねに乗ったつもりでいてください～」


　二人してそう返事をすると、


「イヌコロよ、悪く思うなよ。なに、まずは三つの首が一つになるだけじゃ、さして問題はなかろう」


「初めての体験だとは思いますが、痛いのは最初だけですから～」


　それぞれがそんなことを言いながら左右の首に向けて手をかざして、


「喰らうがよいっ！」


「優しくしてあげますから～」


　さくらの手には蒼あおい火の塊かたまりのようなもの、千ち鶴づるの手には白い光の玉のようなものが収しゆう束そくしていく。


　だけどそれらがまさに放たれようとした瞬しゆん間かん、


　ピクリ。


　それまでスリープ状態を続けていた首が唐とう突とつに反応を見せた。


「む？」


「あら～？」


　何の前触ぶれもないサプライズな挙動。


　周囲に漂ただよっていた霧きりのような魔ま素そを急速に吸収したかと思うと、それだけでロゼッタストーンはあろうかという頭を二人の方に向けた。


「なっ……」


「あらあら～」


　突然のリアクションに面食らうさくらと千鶴。


　とっさに反応ができない。


「二人とも、危ない！」


「ぬおっ」


「あらあらあら～」


　弘司が叫ぶも、


　その僅わずかな空白時間で首はそれぞれその巨大な口を開き、


　カッ！


　そこから真っ黒な光の渦うずを放った。


「ぐわっ……!?」


「あらあらあらあらあら～!?」


「さくら、千ち鶴づるさん！」


　次の瞬しゆん間かん、


　さくらと千鶴は黒い光の渦に巻き込まれたのだった。





　　　＊





　──あと少しだ。


　どこまでも続く深い深い暗くら闇やみの中で、『妃きさき』は一人そうつぶやいていた。


　長きにわたって自分の代わりに顕けん在ざいしていたシャルロットが眠ねむりに就ついた今、もう間もなくこの身体からだの支配権は自分に戻る。『妃』としての記き憶おくとチカラとを封じられ、ずっと意識の奥底で眠っているしかなかった自分に。そうすれば全すべては『妃』のものだ……


「……」


　外では何やらネコマタたちが小こ賢ざかしい細工をやろうしているようだが、その程度はさして問題でもない。


　いくら身体は動かないとはいえ、周りには事前に張った障しよう壁へきがある。これはいかにネコマタ、霊れい鳥ちよう、神しん霊れいといえどもそう簡単に破れるものではないし、そもそも攻こう撃げきを加えようとするモノには自動的に迎げい撃げきするように術式も組んである。防ぼう御ぎよは万ばん全ぜんだ。


「……」


　そんなことに構っている余よ裕ゆうがあるのなら、少しでも早く身体を取り戻したかった。


　身体を取り戻し、『妃』としての存在を取り戻す。


　それこそが自らの『妃』たる存在としての悲願。


　魔まを統すべるモノとしての義務であり責任である。


　だがそれ以上に、『妃』には望むべきことがあった。


　身体を取り戻した自分が心から望むこと。比類なきチカラと能力とを誇る自分が唯一求めるモノ。


　世界の破壊と魔の眷けん属ぞくの繁栄など、しょせんはその副産物に過ぎない。


　──弘ひろ司し……


　その願望を心に思い浮かべる。


『妃』である以前の、個としての自分にとって何よりも大切なもの。


　忌いま々いましい白いネコの手により十年前に奪われたもの。


　それがようやく自らのもとに戻ってくるのだ。


「……」


　──何であれ、あと少しだ。


　全身に魔ま力りよくが巡めぐり、真にチカラを開放できるまであと一刻も要しないだろう。


　それがこの下らない十年の終わりであり、全すべての始まりの時である。


　──待っておれ、弘ひろ司し……


　ひそやかな想いを胸に、


『妃きさき』は最後の瞑めい想そうに入ったのだった。








　　　３




「ふう……これで何匹びき目だったかしら？」


　足下でごろりと横たわりながら白目を剝むいた河童かつぱモドキの姿すがたを見て、管理人さんがそうつぶやいた。


「もうずいぶん倒したと思ったけど、百匹くらいかしら～」


「……長く続くメタボ生活で目と頭まで悪くなったのですか。今ので二十二匹目です」


「あら、そうだったっけ？　三匹目辺りまではちゃんと数えてたんだけどねん」


「あなたの頭はニワトリ並みですか……」


　瑞みず葉はが深いため息を吐つく。


　その隣となりでは、


「三人とも、私の傍そばからは離れないようにしてください」


「あ、う、うん」


「私の近くにいれば安全です。少なくとも半径三メートル以内には、魔ま物ものたちは近づいてこられないですから」


「わ、分かった、頼りにしてるよ、絢あやちゃん」


「よく分かりませんが天然虫除よけ機みたいなものですわね。──ちょっと山やま岡おかさん、あなたはあまり近づかないでくださる？　というかもっときばってあのヘンなのを殺やってしまいなさいな」


「ハハハ、沙さ耶や香かさんは相変わらず照れ屋さんだなあ。イヤよイヤよも好きのうちですか？」


　絢と奈な々な、沙耶香と山岡がそんなやり取りをしていた。


　激しい戦闘の影響でメチャクチャになったレストハウス内。


　物理的損害はそれなりにあったけれど、今のところこの場所に魔物たちを引き付けるのには成功していると言えた。


「はいはい、邪じや魔まよ～」


「……消えなさい」


　息の合ったコンビネーションを見せながら確実に魔ま物ものを仕留めていく管理人さん、瑞みず葉は。


「汚い手で触さわらないでください。私に近づいていいのはお兄にい様だけです」


　近づく魔物たちを片っ端ぱしからアレルギー状態にする絢あや。


「え、えい、えいっ！」


　金属バットを振り回して一生懸けん命めいに応戦する奈な々な。


「ハハハ、沙さ耶や香かさんのためなら撲ぼく殺さつでも何でも……。──と、おやパイプイスの先に何かが引っかかって……」


「ちょ、ちょっと、何をやっておりますの!?　それは私のドレスの裾すそですわ！」


「おお、これは失礼──ん、また情熱の赤に再会できましたな！」
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「こ、この変態！　し、死んでしまえばいいわ！」


　そして限りなくいつものようにそんなやり取りをする沙耶香と山やま岡おか。


　決して状況は有利とは言えなかったけれど、この人数とメンバーでは善戦しているといえた。


「あ～、でもそろそろしんどいわねん。倒しても倒してもきりがないし～……」


「愚ぐ痴ちを言っている場合ではないでしょう。無む駄だ口ぐちを叩たたいているヒマがあったら手を動かしてください」


「はいは～い」


　いいかげんな感じにうなずき返して、


「弘ひろ司しくんたちはうまくやってくれてるかしら～。とにかく今は適当に捌さばきながら待つしかないわね～」





　　　▽





「む……ここは……？」


　暗くら闇やみの中でさくらは目を覚ました。


　周囲をすっぽりと覆おおい尽くす深い暗闇。


　頭を振りながら記き憶おくを辿たどる。


「そうじゃ、確かイヌコロの首を叩たたこうとしたところで……」


　シャルロットの思わぬ反はん撃げき（？）を受けて一いつ瞬しゆん目をつむったのだ。


　そして墨すみを幾いく重えにも重ねたかのような黒い光を浴びたかと思うと辺りの景色けしきが反転し、気が付けばこの場所に飛ばされていたのだった。


「ここは……どこじゃ？」


　きょろきょろと辺りを見回す。


　少なくともさっきまでいた遊園地とやらの中ではない。


　どこか別の異い界かいか結けつ界かいの中か。それどころか現世でない可能性すらもある。あの『妃きさき』ならそれくらいの芸当はやってのけるだろう。


「ふん、だがこの程度で儂わしを拘こう束そくしたつもりか？　術式もなしに瞬しゆん間かん的に転移術を行使したのは小こ癪しやくじゃが、異界に隔かく離りしたくらいで神たる儂を御ぎよすることができるとでも思っているのなら、ずいぶんと甘あまく見られたものよ」


　実際こういった具合に妙みような場所に送られたことなど今までの退たい魔ま遍へん歴れきの中では何度もある。いきなりヘンな感じにハイテンションになった百ひやつ鬼き夜や行こうの中に堕おとされたなんてこともあった。それに比べればここは見たところただの暗闇。そのくらいでうろたえるさくらではなかった。


「さて、どうしてくれよう……」


　次第に目が闇に慣れてくる。


　わざわざさくらを転移させたからにはおそらくこの場所は『妃』に有利な空間なのだろう。とすればまずはここから何とか脱出するのが優先か。いや逆にこの状況を利用して内部から攻こう勢せいに出るという手もある。


　いずれにせよまずは周囲の状況を把は握あくしなければなるまい。


　脱出か反撃かどちらを選ぶにせよそれが必ひつ須す条件だ。


　そう考え周りの景色に目を向けようとして──ふと、この場が見慣れた場所であることに気が付いた。


「こ、ここは……」


　二十畳じようほどの広さの空間、一面に敷かれた畳たたみ、古びた木製の机と書しよ棚だな。そして……全すべてを押し込めるかのように周りを覆おおっている、鉄てつ格ごう子し。


　それ自体はそこまで珍しくはない光景。


　ありふれているかといえばそうではないけれど、テレビや映画などではそれなりに見かけるものである。


　だが──


「あ……」


　さくらにとっては、それは他ほかに二つとない光景だった。


　確認するまでもなかった。


　改めて見直すまでもなかった。


「あ……あ……」


　そこは座ざ敷しき牢ろう。


　瑞みず葉はの進言により自由を得るまでの間、さくらが永年にわたって閉じ込められていた……忌いまわしい記き憶おくの場所だった。








　身体からだの奥底から震ふるえがわき出てくるのを感じた。


　知らず知らずの内に四し肢しが強こわばり、額ひたいからイヤな汗あせが噴ふき出してくる。


　それは理性的な思考のもたらしたものではなく、ほとんど本能に根ざした恐怖。


「ば、ばかな……」


　ここがあの場所であるはずがない。


　冷たく暗く寂さびしい、思い出すのも心が拒絶するあの座敷牢であるはず……


　ぶんぶんと首を振る。


　頭ではそう分かってはいるものの、だが視覚から入ってくる映像は否いや応おうなしに疎うとましい記憶を呼び起こす。


　幽ゆう閉へいされ、管理され、道具のように扱われていたあの過去を。


「はあ、はあ……」


　息が苦しかった。


　胸の奥から何か熱いモノがこみ上げてきて、思わずその場に倒れ込んでしまいそうになる。


「違う……ここは違う……」


　ほとんど自分に言い聞かせるようにそう繰り返す。


　そうしなければ自分が保たもてない。


　心がバラバラになって、精神が壊こわれてしまう。


　胸を押さえながら懸けん命めいに耐えようとするさくらに、


　──憎にくいだろう？


「!?」


　ふいに声が響ひびいた。


　周囲を覆おおう鉄てつ格ごう子しよりも冷たく無機質な、声。


　──お前をこんなところに閉じ込めていいように利用した人間が、それを許容していた世界が憎いだろう？　それがお前の本当の感情のはずだ。


「だ、だれじゃ!?」


　半ば叫ぶように周りを見渡す。


　だが声の主ぬしの姿すがたは見当たらない。


　──隠かくしていても、表面上は取り繕つくろって忘れたふりをしていても私には分かる。いや私にだけは分かる。本当はお前は人間など嫌きらいなはずだ。


「わ、儂わしは……」


　──嫌いで、憎んで……全すべてなくなってしまえばいいと思っている。何もかも消えてしまえばいいと思っている。そうだろう？


「そ、そんなこと……」


　あるはずがない。


　自分は神しん霊れいだ。


　自らのその身を楯たてにして、人間たちをあらゆる怪かい異いから護まもる存在。


　その神霊が、人間を憎むなんてことは、あってはいけないことだ。


　だが反論しようとする言葉には、もう力がない。


　いかに偏かたよっているとはいえ、聞こえてくるその言葉に少しなりとも真実が含まれていることに──気付いてしまったから。


　声は続ける。


　──だったら自らの心に素直になればいい。


「……やめろ……」


　──全てを開放して、思うがままに蹂じゆう躙りんすればいい。己の心に忠実に、破壊と憎しみとを振りまけばいい。


「やめて……くれ……」


　暗く重苦しい声は池に流された墨すみのようにさくらの心の奥に無む造ぞう作さに踏み入ってくる。


「儂は……儂は……」


　両手で頭を抱かかえてその場にしゃがみ込む。


　その姿はもはや桜さくらと退たい魔まとを司つかさどる神霊のものではなく……見た目通りのただの小さな子供のようだった。


　そんなさくらの身体からだに、黒い蛇へびのような光が絡からみ付いていったのだった。





　　　▽





「あらあら～、ここは～……？」


　目を開けた千ち鶴づるの目に飛び込んできたのは、真っ白な風景だった。


　一面に雪が降り積もった純白の風景。


　どこまでも続くような白い山と木々に囲まれたそれらの景色けしきは、千鶴にとって何よりも懐なつかしいものでもあった。


「ええと～、どうして私はこんなところにいるのでしょう～」


　きょろきょろと辺りを見回しながらのんびりと首をひねる。記き憶おくが確かなら確か自分は遊園地にいたはずなのだけれど……


　だが周囲にあるのは数ヶ月前の修学旅行でたまたま一度帰き還かんした、そして子供の頃からの数年間を過ごした北海道の故郷であった。


「もしかして先ほどのはシャルロットさんのクシャミか何かだったのでしょうか～？　それでここまで飛ばされてしまったとか～」


　いまいち緊張感のない声でそうつぶやく。


「う～ん、事情は分かりませんが、とりあえず進んでみましょうかね～」


　首をひねりながら足を踏ふみ出そうとして。


　と、その時だった。


「──千鶴」


「？」


　ふとどこからか声がかけられた。


「そこにいるのは千鶴だろう？」


　それはずいぶんと久ひさ方かたぶりに聞く声だけど、決して忘れることのない大好きな声。


「え……」


　驚きとともに振り返る。


　その先にあったのは──


「お、お父とうさま……お母かあさま……？」


　雪の上に並んで立つ──両親の姿すがただった。


　事業失敗による債さい務む整理とそのゴタゴタから数年間行方ゆくえ不明になっているはずの、父と母。


　その懐かしい姿が、そこにあった。


「久しぶりだね、千鶴」


「変わっていないみたいですね。安心しました」


　にこやかな笑みを浮かべながら千ち鶴づるに向かって手を振ってくる。


「お、お父とうさま、お母かあさま～！」


　その姿すがたに千鶴は一いち目もく散さんに駆かけ寄ると、


「ど、どこに行ってらしたのですか～。私たち、ずっと捜さがしていたのですよ～。連絡の一つもなくて～……」


「すまないな。こちらも色々とあったのだよ」


「あなたたちのことは忘れたわけではなかったのよ。でも連絡をするわけにはいかない事情があって」


　すまなそうに目を伏せてそう言ってくる。


「ええ～、でもいいです～。二人とも、こうして戻ってきてくれたのですから～」


　瞳ひとみの端はしに雫しずくを浮かべながら抱だきつく。


　両親が無事に戻ってきてくれた。


　それだけで千鶴には十分だった。


「本当に長かったです～。心細くて寂さびしくて～……もうどこにも行かないでくださいね～」


　涙なみだをこぼしながらその胸に顔を埋うずめていると、


「──実はそのことなんだがね、千鶴。今日こうしてお前に会いに来たのは、お前に言っておきたいことがあったからなんだよ」


　千鶴父がおもむろにそう言った。


「言っておきたいこと……ですか～？　はい、何でしょう～？」


　ちょこんと首をかたむける。


　すると千鶴父は、


「──なに、簡単なことだよ。私たちが鶴つる女めの村を出たのはね……お前たちが邪じや魔まだったからなんだよ」


「え……？」


　思わず顔を上げる。


　一いつ瞬しゆん何かの聞き間違えかと思った。そうでなければ何かの取り違えかと。


　だけど──


「だってそうだろう？　せっかく借金から逃れて晴れてキレイな身になったというのに、お前たちのような足手まといがいたのではやり直すこともままならない。だからこれを機にお前たちとの関係をきれいさっぱりなかったことにしてしまおうと思ってね」


「心配しなくてもいいのよ。あなたたちがいなくなったおかげで、私たちは自由にのびのびと暮らせているのだから」


　千鶴母までもそんなことを言ってくる。


「お、お父とうさま、お母かあさま？」


「まあ債さい権けん者しやたちの目をくらませる隠かくれ蓑みのに、お前たちの存在はちょうどよかった。それだけは唯ゆい一いつ感謝するべきことといったところか」


「後はあなたたちの好きなようにしてちょうだい。私たちに関わらなければどう生きてくれてもいいですから」


「そ、そんな、お父さま、お母さま～」


「そういうわけで、さらばだ」


「さようなら」


　立ち去ろうとする両親。


「ま、待ってください～」
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　その背中に懸けん命めいに縋すがり付くも、


「離せ。鬱うつ陶とうしい」


「だいたいあなたは昔から鼻に付いたのよ。子供のくせに物分かりのいい顔で訳知りなことばかり言って……」


「そ、それは～……」


「何でも笑顔ではいはいと返事をしていればいいとでも思ったのか？　ふん、我が儘ままの一つも言わない子供なんぞ気持ち悪いだけだ」


「それともその笑顔は、あなたたちのことを顧かえりみなかった私たちへの皮肉だったのかしら？」


「そ、そういうわけでは……」


「そんなお前のもとにだれが残るというのだ。だれもお前のことなど愛していなかった。真まな鶴づるたちだってそうだ。きっと皆、お前のことなど疎うとましく思っていたことだろう」


「これ以上は目め障ざわりだわ。早く私たちの前から消えてちょうだい」


「や、やめてください～、お父とうさま、お母かあさま……」


　頭を振って拒きよ絶ぜつする。


　だけど心を直接突き刺さす刃やいばのような言葉は止まらずに──


「お前はいらない子なんだよ、千ち鶴づる」


「だれからも必要とされていないの」


「二度と私たちの前に姿すがたを現すな」


「どこへなりとも行ってちょうだい」


「…………」


　耐えきれずに千鶴はその場にしゃがみ込んだ。


　そんな言葉は聞きたくなかった。


　やっと会えたはずの懐なつかしい両親。


　その二人の口から出た言葉。


　自分はいらない存在だなんて、そんなこと……


　打ちひしがれる千鶴に、


　──憎にくいだろう？


「!?」


　そんな声が響ひびいた。


　──お前を否定した両親が憎いのではないか？　懸けん命めいに笑っていたにも関わらず、一人で家族の世話をしていたのにも関わらず、自分のことを捨てて出て行ってしまった両親が……


「お、お父とうさまとお母かあさまは私たちを捨てたわけでは～……」


　──だったらどうして一度も連絡を寄越さなかった？　安あん否ぴを知らせようとしなかった？　それに今も見ただろう。両親はお前のことなど何も気に懸かけていない。それどころかお前のことを疎うとましく思っていた。


「あ、あれは～、何かの間違いで……」


　──間違い？　違うだろう。結局お前はだれからも愛されていなかった。両親からは存在価値を否定され、妹たちからも疎まれる。お前を分かってくれる者などだれもいない。そんな世界に何の意味がある？


「わ、私は～……」


　──いいや、意味なんてない。どんなに頑がん張ばろうとも結局お前のもとにはだれも残らない。皆お前のことを捨てて去って行くだけだ。そんな世界……なくなってしまえばいいと思わないか？


「そ、そんなこと……」


　──ないと言えるか？　お前は思っているはずだ。自分は世界から必要とされていないと。ならばそんな世界にはお前から見切りを付けてしまえばいい。お前を認めてくれない世界などこちらから見限って、何もかもなくしてしまえばいいだろう。


「や、やめてください～……聞きたくありません……」


　──全すべてを見限ってしまえ……全てを憎にくみ、嫌きらい、壊こわしてしまえ……


「い、いやです……いや……」


　耳をふさいで頭を振る千ち鶴づるにも容よう赦しやなく鋭い言葉が降り注ぐ。


　そんな千鶴の身体からだに、黒い蛇へびのような光が絡からみ付いていったのだった。





　　　▽





「さくら、千鶴さん……」


　黒いオーロラが渦うず巻まく空を見上げながら弘ひろ司しはその場に立ち尽くしていた。


　さくらと千鶴が黒い光に飲み込まれて姿すがたを消してから、すでに五分ほどの時間が経過している。


　少しの間様子を窺うかがっていたもののあれから二人が現れる様子はまったくなかった。


「二人とも、どうしちゃったんだ……」


　思わずそんな言葉が口をついて出る。


　まったくもって二人の行方ゆくえは知れなかった。


　どこに行ってしまったのか、また何があったのか……


　またシャルロットの方もあれ以来目立った動きを見せていない。相変わらず眠ねむっているかのように身動き一つせずにその場にたたずんでいるだけである。


「…………」


　どうしたらいいのか分からない。


　隣となりの美み亜あも、


「ど、どうなっちゃったの……」


　鴨かも川がわでトンビにトンカツ弁当をさらわれたような顔でそう目をぱちぱちとさせるだけである。


「ど、どうしよう、ヒロ……？」


「ど、どうって言われても……」


　それは弘司が訊ききたいくらいである。


　目の前で消えてしまったさくらと千鶴。いったい二人はどうしてしまったのか……


「美亜……何か分からない？」


「え？」


「さくらと千ち鶴づるさんがどうしちゃったのかとか、何が起こってるのとか……」


「にゃ……わたしはそういうせんもんてきな知識はよく分からなくて……」


　ネコミミをへたらせてしょんぼりと顔を横に向ける。


「そっか……」


「ごめんね、役に立たなくて」


「あ、う、ううん、美み亜あを責めてるわけじゃなくて……。ただ美亜ならネコマタだから僕よりも何か分かるかと思っただけだから……」


　だけどその言葉にも美亜は首を振って、


「わたし、あんまりお勉強をしてなかったから……。でもさくらの匂においも千鶴の匂いも感じないの。だからきっと、二人ともこことは違う世界にいるんだと思う」


「違う、世界……」


「うん、うまく言えないんだけど……」


　それはどこかに隔かく離りされているってことだろうか。


　美亜同様にそういった知識に疎うとい弘ひろ司しにはよく分からないけれど……


「とにかくもう少しだけ……近づいてみよう」


　そう美亜に提案する。


　いずれにせよ、こうしてこの場で立ち尽くしていてもラチがあかない。


　弘司たちだけで不用意にシャルロットに近づくのは危険だけど、さくらたちが消えた場所を調べてみればもしかしたら何か分かるかもしれない。


「う、うんっ、そだね！」


　うなずく美亜といっしょに歩き出そうとして、


　ゴゴ……！


「！」


　異変が起こった。


　唐とう突とつに上空で瞬またたいた黒い光と振動。


　シャルロットの左右の二本の首の前、さくらと千鶴が黒い光に飲み込まれた空間に……再び二つの黒い光の渦うずが生じたのだった。


「あ、あれは……」


　つい先ほどさくらと千鶴とを飲み込んだのと同じような黒い渦。


　まるで小さなブラックホールのようなそれは瞬しゆん間かん的てきに膨ぼう張ちようして一いつ瞬しゆんで弾はじけた。


「こ、これって……」


　渦の破は裂れつの影響で黒い霧きりが辺りに立ちこめる。


　そして霧が消えた後には……そこにさくらと千鶴の姿すがたがあった。


「さ、さくら、千ち鶴づるさん！」


　思わず大声で呼びかける。


　よく分からないけれど、無事に戻ってこられたんだろうか。


　だが何か様子が変だった。


　虚うつろな目で宙ちゆうをぼんやりと見つめたまま、弘ひろ司しの呼びかけに対して振り向こうともしない。


「さくら？　千鶴さん？」


「……」


「……」


　再度呼びかけてみるも、やはり反応はない。


　まるで感情がすっぽりと抜けてしまっているかのような無表情だった。


「一体何か……」


　さっぱり分からない。


　と、そこで、


「ヒロ、下がって……」


「え？」


「だめ、ヒロ……あれは……違うよ」


　美み亜あがめったに見せない真剣な表情でそう言った。


「？　違う？」


「うん、あれは見た感じは確かにさくらとチヅルだけど……なんか、違うの。いつものさくらたちじゃない……」


「違うって……」


「わたしにもよく分かんない。でも感じるの。危ない、よ……」


「そんなこと──」


　だけど弘司はその先を続けられなかった。


　なぜなら、


「……」


「……」


「──っ!?」


　その直後に、


　蒼あおい炎ほのおと白い光の玉とをこっちに向かって投げつけて……さくらと千鶴が襲おそいかかってきたのだから。








　　　４




「さ、さくら!?　ち、千ち鶴づるさん!?」


　まったくもって状況が分からなかった。


　突然振って湧わいた不可解な今の状況。


　どうして二本の首を倒しにいったはずのさくらと千鶴が逆に弘ひろ司したちに襲おそいかかってくるのか……そんな予想もしていなかった事態に直面して、弘司は困こん惑わくしていた。


「ど、どうしちゃったんですか、二人とも!?」


　必死になって呼びかける。


　だけどそんな弘司の言葉になど二人はまったく耳を傾けようとしない。能面のような無表情でこちらに向かって攻こう撃げきしてくる。


「い、一体何が──」


「ヒ、ヒロ、あぶないっ！」


　美み亜あが飛びつくように覆おおい被かぶさってくる。


　そのすぐ頭上を、蒼あおい炎ほのおの塊かたまりと白い光の玉が通過していった。


「さ、さくら、千鶴さん……」


　一体何がどうしてしまったのか。


　黒い光に飲み込まれて消え、再び現れた神様幼よう女じよと霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


　その間に何かがあったのは間違いないだろうけれど、それが何かさっぱり分からない。まさか今流は行やりのキレる中高年とかじゃあるまいし……


　混乱する弘司の耳に、


『……憎にくい……』


「え……？」


『……憎い……憎いぞ……』


　そんな声が聞こえてきた。


『……儂わしをあんなところに閉じ込めていいように利用した人間どもめ……憎い……憎くてたまらん……』


「さ、さくら？」


『……儂を否定するこんな世界……全部壊こわしてしまおう……』


　虚うつろな目でつぶやきながらふらふらとこっちへと近づいてくる。


　さらに、


『……私を見捨てたお父とうさまお母かあさま……そして認めてくれない世界……みんな嫌きらいです。憎くて、疎うとましい……だから全部壊こわれてしまえばいいんです……』


「ち、千ち鶴づるさん？」


　その口から発せられていたのは憎にくしみの言葉だった。


　世界を憎み、人を憎む呪のろいの言葉。これじゃあまるであの時のシャルロットみたいな……


「！」


　と、そこで気付いた。


　あの時の……『妃きさき』に支配されたシャルロットが発していた言葉。


『……憎め……呪え…………壊してしまえ……』


　そのシャルロットと同じ言葉を口にする二人。


　これは、もしかして……


「『妃』に……支配されてる？」


　それはあくまで推測に過ぎなかったけれど……そう考えてみれば二人のこの急変ぶりもうなずけた。あの姿すがたを消していた間に、もしも何らかのカタチで二人が『妃』の影響下に入ってしまっていたのだとしたら……


　そんな弘ひろ司しの考えを裏付けるかのように、


「！　あれは……」


　ふと動かした視線の先。


　見るとそこには──何やら奇き妙みようなものがあった。


　二人の身体からだにゾワゾワと蠢うごめきながら蛇へびのようにまとわりつく黒い光。あれはまさか……


「……っ」


　上空を見る。


　絡からみ付く黒い光は、シャルロットの周囲に立ち昇る黒いオーロラから糸のようになって伸びてきていた。


「……」


　きっとあれが原因だ。


　直感的にだけど、弘司にはそう確信できた。


　さくらと千鶴が豹ひよう変へんしてしまった原因。たぶんだけど、さくらたちはあの黒い糸のようなものを介かいして支配されているんだろう。


　おそらくは何とかしてあの糸を切ることができれば、二人は元に戻るはずだ。


「美み亜あ、あれだよ！」


「え？」


「あそこにある糸みたいなもの。あれを何とかすればきっとさくらと千鶴さんは正気に返るはずだ！」


　美亜に向かって言う。


　だけど、


「糸？　糸ってなんのこと……？」


「え？」


「そんなものどこにあるの？　わたしには分かんないよ？」


　ぽかんとした表情とともに戻ってきたのはそんな返事だった。


「どこって、二人の身体からだに……」


　指で指し示すものの美み亜あはさらに首をかたむけて、


「二人って、さくらたちの？　どこから？」


　本当に分かってないって顔でそう不思議そうな目を向けてくる。


　──もしかしてあの糸は弘ひろ司しにしか見えていないのだろうか。


　何となくそう思った。


　もともと美亜はあんまり冗じよう談だんを言うようなキャラじゃないし、こんな時に言うとも思えない。


　だとしたらそう考えるのが自然というか……。そういえばあの糸はどこかぼんやりとして現実味がない感じだし、ひょっとしたら『統ま神と者め』のチカラが何か関係して……？


「……」


　とすれば、あの糸を何とかできるのも弘司しかいないのかもしれない。


　他ほかのだれかには見えなくて、弘司にだけは見える黒い糸。


　その事実は、この場において事態を打開できるのは弘司だけだということの暗示のように思えた。


　──だったら、やるしかない。


　二人に近づいて、あの黒い糸を切る。


　それは今の状況だと極めて危険な行為だけど、さくらと千ち鶴づるを元に戻すためには多少のリスクくらいは気にしていられない。


　弘司は思い切って前に出て、


「美亜──頼みがあるんだ」


「？　頼み？」


「うん、ちょっと無茶なことなんだけど……頼まれてくれるかな？」


「え、う、うん、それはヒロの頼みならまたたびプレイだって何だって聞くけど、でもこんな時になにを……？」


「うん、実は……」


　そこで弘司は真まっ直すぐに美亜の顔を見て、


「僕を……さくらと千鶴さんに向かって投げてほしいんだ」





　　　◇





「……はあ……はあ……瑞みず葉は、生きてる？」


「……ええ、今のところは何とか」


　管理人さんのそんな言葉に瑞葉が額ひたいの汗あせをぬぐいながら答えた。


「絢あやちゃんは～？　奈な々なちゃんと、そのお友達も元気～？」


「──大だい丈じよう夫ぶです。少しばかり、疲れましたが」


「は、はい、まだやれます！」


　絢と奈々がそう応こたえて、


「な、なぜこの小豆あずき洗いみたいなのは私にばかりまとわりついてきますの！　リ、リースしたドレスが修復不能になって……ああっ」


「ハハハ、それだけあなたが魅み力りよく的だということですよ、沙さ耶や香かさん！」


　沙耶香と山やま岡おか（なぜか一人元気）もそんなやり取りで返す。


　弘ひろ司したちを逃がすために魔ま物ものたちを引き付けてからおよそ三十分。


　レストハウス内の状況は次第に悪化していた。


「今ので何匹びき目だったかしら……まったく、数ばっかりはたくさんいるわねん……」


「四十九匹目です。だからあなたは数もまともに数えられないのかと……」


　倒しても倒してもなかなか魔物の数は減らなかった。


　それどころか次第に集まってくる魔物たちの量が増えてきているような……


　単純に絶対数が多いのか主あるじである『妃きさき』の支配率の上昇に呼応しているのかは分からないが、どちらにせよ段々と不利な状況になりつつあるのは変わりなかった。


「まずいわねん……このままいくと押し倒されちゃうかも」


「思った以上に、私たちの腕うでもなまっていたということでしょうか……」


　そう言い合う。


　魔物たちは基本的にどれも厄やつ介かいだったけれど、中でも手強てごわいのが三体ほどいた。


　体長五メートルはあろうかという二つ尾のヘビが二匹。そしてそれらの中央で紅あかい目を輝かせる──巨大な豹ひようのような魔物。立ち位置からも全身から放たれる強烈な妖よう気きからも、他ほかの魔物たちとは明らかに格が違う様子だった。


「あのヘンなチーターみたいなのを何とかしないとだめね～。どうもあれが周りに指示を出してるみたいだし……」


「……あれは豹です。チーターではありません」


　瑞葉の突っ込みに、


「そうなのん？　ていうかチーターと豹って何が違うんだっけ？」


「そこまでは知りません。ただあれは豹ひようです。それは間違いありません」


「え～、でもあの柄がらはチーターだと思ったけどな～」


　そんな実に不毛なやり取りをしていると、


「……モウスグダ……」


　と、目の前の豹（管理人さん視点：チーター）からふいにそんな声が漏もれた。


「あら、喋しやべれたのね、あのチーター」


「……だからあれは豹だと」


　なおも続く突っ込み合いを無視して、


「……モウマモナク『妃きさき』ハカクセイシテ、ソノチカラヲトリモドス。ソウスレバモウスベテハワレワレノモノダ。ソシテ『妃』ハ『統ま神と者め』ヲメトリコノセカイヲワレラマノモノノラクエントスルダロウ……」


「なんか……勝手なこと言ってるわね～」


「……まったくです。私たちなど眼中にないってことでしょうか」


　その言葉にそう文句を言う。


　だけどさらに管理人さんたちよりもその言葉に敏感に反応していたのは、


「…………。……娶めとると言いましたか？　今、お兄にい様を娶る、と。……いかにシャルロットが相手とはいっても、お兄様は渡しません」


「ね、ねえ、娶るって……どういうことなの？」


「あら白しら瀬せさん、意外にモノを知らないんですわね。めとるというのは男女が夫婦になることを意味して──」


「そ、そんなことは分かってるって！　そうじゃなくて、シャルロットが弘ひろ司しを娶るっていうのは……」


　奈な々なが驚いたような顔でさらに追及しようとして、


「あ～、奈々ちゃん。悪いんだけど、のんびりお喋りしてる余よ裕ゆうはないみたいよん」


「え？」


「う～ん、やっぱりあのチーターを放っておいたのはまずかったみたいね～。……一いつ斉せい攻こう撃げきが来る予感」


　ものすごくイヤそうな顔で言う。


　見ればレストハウスの前では金色の豹（管理人さん視点：チーター）の指示のもとに、魔ま物ものたちが隊列を作りつつあった。


「こ、これって……」


「……フレキシブルな朝陽あさひさんとは違って、敵てきも少しは考えているということみたいですね」


「何よ～、それってまるで私が考えなしみたいじゃない。失礼ね～」


「そう言っているのですが」


　瑞みず葉はが冷たくそう突っ込む。


「あ～、もう！　とにかくここは弘ひろ司しくんたちを信じて最後のひとふんばりをするしかないわね～。ラストスパートよ～」


　ぶんぶんと頭を振りながら、管理人さんがそう言ったのだった。





　　　◇





「ヒロを……投げる？」


「うん、さくらと千ち鶴づるさんに向かって。できるかな？」


　うなずき返すと美み亜あが驚いたような顔になって、


「そ、それはできると思うけど……で、でも何で？」


　そんなことを……って目で弘司の方を見てくる。


「詳くわしい説明はちょっとうまく言えないんだけど、とにかくあの二人の近くにまで行きたいんだ。それこそ触ふれられるくらいまで近くに」


「さくらとチヅルの近くに……？」


「うん、それができればもしかしたら二人を元に戻せるかもしれなくて……。だけど普通に突っ込んでいっても絶対に無理だし、だから美亜に投げてもらえば何とかなるかと思って」


　現在の状況では真っ正面から近づこうとしても炎ほのおと光の玉に阻はばまれて失敗するだけだろう。


　だったら一か八ばちかということで弘司が考えたのがそれ（投げてもらう）だった。


「そ、それはそうかもしれないけど……。で、でも、そんなことしたらヒロが攻こう撃げきされちゃうよ？　それによけられちゃうこともあると思うし……」


「それは分かってる。でも……やらなきゃいけないんだ」


　もしかしたら他ほかにも何か手段はあるのかもしれないけれど、今は時間がない。


「だから頼めるかな。大変だとは思うんだけど……」


「だ、だけど……」


　少しの間美亜は迷っているようだったが、


　やがて、


「……分かった。やるにゃ」


「美亜」


「ヒロがそう言うんなら、ヒロを信じる。だってわたしはヒロのお嫁よめさんだもん」


「美亜……」


　力強くうなずきながらそう言った。


「それじゃいくよ、ヒロ？」


「うん」


　抱だきかかえるように弘ひろ司しの身体からだを持ち上げて、


「ケガしちゃだめだからね、いっくよ～、ネコマタパワ～ふるすろっとる～！」


「！」


「えいやっ！」


　ブオンッ！


　そのままぶんぶんと回転運動を加えると、こちらの様子をうかがっているさくらと千ち鶴づるに向かって思いっきり弘司の身体を投とう擲てきした。


　推定三百馬ば力りき（猫ねこ力りき？）なネコマタパワー。


　砲ほう丸がん投げの砲丸のように一直線に飛んでいく。


　そのすぐ横を蒼あおい炎ほのおと白い光がギリギリのところを掠かすめていくものの、


「う、うわっ!?」


　身体を丸めることで何とか当たらずに進んでいき。


　そしてあと少しでさくらと千鶴へと到達する寸前で、


「……」「……」


　二人がこっちを見た。


　明らかにこちらの動きを捕ほ捉そくしている視線。


　このままじゃ避さけられてその勢いでそのまま後ろにある観かん覧らん車しやの残ざん骸がいに頭から突っ込んでしまうかと思いきや──


「え……？」


　ふわり。


　柔やわらかな感かん触しよくが弘司の身体を包んだ。


　さくらと千ち鶴づるの二人が、抱だきとめてくれていたのだった。


「さくら、千鶴さん……」


　今のタイミングなら避けることもできたはずなのに……さくらと千鶴の二人は、弘司の身体を受け止めてくれた。


「……」


　やっぱりまだどこかで支配される前の心が残っているんだろうか。


　その表情は相変わらず人形のような無表情のままだったけれど、それは少しだけ弘司にとって救いになった。


「ありがとう。絶対に……助けてみせるから」


　そのまま二人の身体をがっしりと摑つかむ。


　チャンスは今しかない。


　二人の身体から上空のオーロラに向かって伸びる黒い糸。


　これを切ってしまえばきっと二人は元に戻るはず──と二人の黒い糸に同時に手を伸ばしたその瞬しゆん間かん。


「!?」


　全身に、電気ナマズ（アマゾン産）を巻き付けた時のような衝しよう撃げきが奔はしった。


　まるで弘ひろ司しの存在自体を拒絶するかのようなショック。


「う、うわっ!?」


　こ、これは……!?


　あまりの衝撃に意識が遠くなっていく。


「ヒ、ヒロっ！」


　美み亜あの叫ぶような声を背中に受けながら、


　弘司の意識は光に包まれたのだった。








　　　５




　気が付けば、そこは何もないところだった。


　一面が暗くら闇やみに覆おおわれていて、時折どこからか舞い散るピンク色の桜さくらの花びら以外に色の付いたものはない。


「ここは……？」


　キョロキョロと辺りを見回す。


　黒と細かなピンク色の空間。


　その中にぼんやりと浮かび上がっているのは……三メートル四方ほどの狭せまいスペースだった。


　全面畳たたみ敷じきの和室のような造りで、周りは錆さびた金属製の鉄てつ格ごう子しに覆おおわれている。


「これ、って……」


　いわゆる座ざ敷しき牢ろうというやつだろうか。


　実際に見るのは初めてだったけれど、テレビや映画などで見たものはこんな感じだった気がする。でもどうしてこんなものが……


　と、そこで気付いた。


　狭苦しい座敷牢の中。


　その隅すみっこで……泣いている少女がいた。


　限られた狭い空間の中で、ヒザを抱かかえるようにして泣いている一人の少女。


　さくら、だった。


「さくら！」


　どうしてこんなところにさくらが。


　思わず近づきそう大声で呼びかける。


　だが、


「…………」


　さくらからの反応はない。


　ヒザの間に顔を埋うずめたまま、ただ小さな嗚咽おえつをもらし続けるだけである。


「さくら！」


　鉄てつ格ごう子しの傍そばまで駆かけ寄りもう一度叫ぶも、


「…………」


　やはり返事はない。


　まるで弘ひろ司しの声が聞こえていないかのようである。


　とにかくこのまま放っておくわけにはいかない。何とかしてもっと近づこうとして、


「どうやって中に入ったらいいんだ……」


　頑がん強きような鉄格子が弘司の行く手を阻はばんでいた。


　太さ二十センチほどある鉄格子は弘司の力ではビクともしないし、どういう構造になっているのか見たところ出入り口らしきものは見当たらない。ただそこにあって、弘司の行く手を塞ふさいでいるだけである。


「く……」


　思わず声が出てしまう。ここは一体何なんだ……


「……」


　と、そこでふとあることが頭に浮かんだ。


　それはいつかさくらが言っていた言葉。


　たしかあれは……


『来る日も来る日も、やることと言えば修行と学問、儀ぎ式しきと祭事。出来が悪いと懲ちよう罰ばつとしてこの『蔵くら』に閉じ込められた……儂わしにとって世界はこの『社やしろ』の中が全すべてで、それ以上でもそれ以下でもなかった』


　少し前に、さくらの故郷である『社』の中にある蔵に閉じ込められた際に聞いたさくらの過去の話。


　もしかしてこれがかつて閉じ込められていたという蔵なのだろうか。


　分からないけれど、その可能性は高いような気がする。


　そんなものがここにあるということは……


「……」


　もしかして、ここはさくらの心の中……みたいなものなのだろうか。


　黒い糸に触ふれたせいなのかはたまた弘司の『統ま神と者め』としてのチカラが働いた結果なのかは不明だが、その影響でお互いの心が繫つながってしまったとか……？


　それならばこのよく分からない状況にも説明がつく。


　というか、ここまで来たらもう大たい抵ていのことは受け入れる気になっていた。


「……」


　とにかく、今はそんな状況分析よりも何とか目の前のさくらに接せつ触しよくすることが優先だ。


　座ざ敷しき牢ろうの中で泣き崩くずれているさくら。


　そんな彼女をそのままにしておくわけにはいかない。


「さくら！」


　何とか近づこうとするが、やはり鉄てつ格ごう子しに阻はばまれる。


　叩たたいたり力を加えたりしてみたが、頑がん丈じような鉄の棒ぼうは弘ひろ司しの手でどうにかなるものでもなかった。


「どうしたら……」


　考える。


　とにかくさくらに触ふれて安心させてあげたい。


　あんな風に一人で震ふるえているさくらをそのままにしておくことなんてできない。


　格子の隙すき間まから必死に手を伸ばす。


「う……ん……っ」


　半ば関節が外れそうなほどの無理な伸しん張ちよう。


　微び妙みようにコンドロイチン摂せつ取しゆが足りない弘司の腕うでは悲鳴を上げたけど……おかげでかろうじてさくらの肩かたに手が届いた。


「さくら！」


　再び呼びかける。


　その瞬しゆん間かん、


　弘司の頭の中に突然映像が流れ込んできた。


「!?」


　それは記き憶おくだった。


　心の奥底に眠ねむっている、さくらの記憶。


　毎日が決まり切った冷たい日々の繰り返し。


　修行と勉強、退たい魔まとその後始末とで、自由なんてほとんどない。


　言われた通りにやらなければ叱しつ責せきを受ける。不満を口にすれば懲ちよう罰ばつにさらされる。


　毎日一人で泣いていた。


　ほとんどモノとして扱われて、まともに会話すらさせてもらえない日々、


　ここよりもさらに狭くて暗いほとんど牢ろう屋やのような場所に閉じ込められて、何日もそこで一人きりの孤独に耐える姿すがたもあった。


「こんな……」


　初めて触れたさくらの記憶。


　だけどそれはあまりにも悲痛なもので……


「……」


　これでは人間を嫌きらいになってしまうのも無理はないのかもしれない。


　心を閉ざして憎にくんでしまうのも……当然なのかもしれない。


　でも、


「さくら……人間はみんなそんなじゃない」


　弘ひろ司しは思わずそう口走っていた。
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「僕なんかが偉そうに言えることじゃないかもしれないけど……そんな風には思ってほしくない。それは確かに自分勝手で冷たい人間もいるけど、そうじゃなくて優しくて温かい人たちはそれよりももっとたくさんいる。瑞みず葉はさんたちは、きっとさくらにとってそういう人たちなんじゃないかって思う」


「……」


　ぴくり、と。


　さくらの身体からだが震ふるえたような気がした。


「その、できれば僕たちもそういう範はん疇ちゆうに含まれてたらいいな、とも思うし……。それに僕は、さくらに人間を嫌いになってほしくない。人間全すべてに対して心を閉ざしてほしくない。それはきっと悲しいことだし、それにやっぱり……僕はさくらのことが好きだから」


　それは弘ひろ司しの願いだった。


　最初はあまり心を開かずにどちらかと言えば頑かたくなだったさくら。


　だけど夕ゆう凪なぎ荘そうでみんなといっしょに暮らす内に、学園でクラスメイトたちと同じ時間を過ごす内に、段々と柔やわらかくなってきた。


　美み亜あと言い争いをし合ったり、千ち鶴づると皮肉を言い合ったり、シャルロットと口喧げん嘩かをし合ったりはしょっちゅうしていたけれど、その顔はどこか楽しそうだった。


　そんなさくらの表情が、弘司にはとても好ましいものだった。


「……」


　その言葉に、再びさくらの身体からだが反応したように見えた。


「だから……戻ってきて、さくら。こんな暗くて寂さびしいところにもういる必要はない。こんなだれもいないところで一人で泣いている必要なんてないんだ……」


「……」


「さくら！」


　その肩かたと髪かみとに触ふれながら必死に叫ぶ。


「……もう……閉じ込められなくても……いい……？」


「!?　う、うん、そうだよ！　閉じ込められないでいいんだ！」


「……ひろ……し……？」


　その瞬しゆん間かん、


　目の前を覆おおっていた鉄てつ格ごう子しが煙けむりのように消えた。


　遮さえぎるものが消えて、一直線に神様幼よう女じよへの道が開かれる。


「さくら！」


「……」


「さくら、大だい丈じよう夫ぶ!?」


「……弘司……か……？」


　さくらは身体を任せるようにして力なくもたれかかってきた。


「何だか悪い夢を見ていたようじゃ……とてつもなく長く、苦しい悪夢を……」


「もう、大丈夫だから……」


　その小さな身体を支えながらそう言った。


（さくらはずっと一人で耐えてきてたんだ……）


　深く刻み込まれた心の傷。きっと長い間、それをだれにも言うことなく我が慢まんしてきたんだろう。でもこれからは、もう一人で抱かかえ込まないでほしかった。


「……」


　安あん堵どとともにもう一度強くさくらの身体を抱だきしめる。


　その時だった。


　～～～！


「な、なに……？」


　再び意識の周辺に白い光がまとわりついてくる。


　ほとんど意識自体を直接どこかへ引っ張り込むような強いチカラ。


　そして、


「う、うわっ!?」


　真っ白な光に包まれて、


　再び弘ひろ司しの意識は遠くなっていった。





　　　△▽△▽△▽△▽





　目を開けた時、周りは真っ白な雪景色げしきになっていた。


　シンシンと冷え切っていて、雪と氷とに覆おおわれた純白な世界。


「ここは……？」


　頭を振りながら周囲を見渡す。


　つい今までさくらといっしょに座ざ敷しき牢ろうがある暗くら闇やみの中にいたはずなのに、何で急に……


　半ばキタキツネにつままれたような気分で再び周りの風景を確認する。


　どこまでも続く白く冷たい光景。


　吹雪ふぶきに覆われた見通しの悪い雪野原。


　その真まっ直ただ中なかに……千ち鶴づるが一人たたずんでいた。


「千鶴さん！」


　どうしてこんなところに千鶴さんが……


　事情は分からないが、近づいて声をかけようとする。


　さくらの時と違って今回は行く手を遮さえぎるモノは存在しない。


　だけど……


「千鶴、さん……？」


　反応がなかった。


　まるで弘司などそこにいないかのように、その透とう明めいな瞳ひとみには何も映していなかった。


　しかもそれだけではなく──


「……っ」


　吹雪の中に立ち尽くす千鶴の身体からだは……まるで氷のように冷え切っていた。


　身を切る様な底冷えで、およそ体温というものを感じさせない身体。


　それはまるで今の霊れい鳥ちようお姉ねえさんの今の心の内を表しているかのようで──


「ち、千鶴さん！」


　弘ひろ司しは思わずその身体からだを揺すっていた。


　触ふれている箇所を通して肌はだを刺さすような冷気が伝わってくる。


　それは弘司の身体をも冷たく凍こごえさせようとしていたけれど……それでも何度も何度も呼びかけながらその身体を揺すった。


「千ち鶴づるさん！　しっかりしてください！」


「……」


「どうしちゃったんですか、千鶴さん！」


　名前を呼び続ける。


　触ふれる手が、身体が冷たさで感覚がなくなるのを感じながらも呼びかけ続ける。


　やがてそれが功こうを奏したのか、


「……私は……いらない子なんです……」


「え？」


　ぽつりと、声が聞こえた。


「私はいらない子……だれからも必要とされなくて、だれからも愛してもらえなくて……」


　それが目の前の霊れい鳥ちようお姉ねえさんから発せられているものだと気付くのに、少しばかり時間を要した。


　だってその声が……いつもの明るく朗らかな千鶴からは想像もつかないほど暗く沈んだものだったから。


「……私はがんばったんです……みんなが不安にならないように、みんなに心配をかけないように、一生懸けん命めい……でも結局、それはムダだった……」


「……」


「……だれも私のことを分かってくれなかった……両親ですら私のことをいらないと言いました……邪じや魔まで、目め障ざわりだと……私ががんばっていたことになんて何の意味もなかった……私は一人です……だれも私のことを顧かえりみてなんてくれないんです……」


　絞しぼり出すような声でそう言ってくる。


「千鶴さん……」


　どうして千鶴がそんなことを言うのか弘司には分からない。


　そもそも何だってここで両親の話が出てくるのかもよくは分からない。


　でも一つだけ言えることがあった。


　それは、


「──そんな、はずない」


「……」


「千鶴さんのお父とうさんとお母かあさんがそんなことを言うはずがない」


「……え……？」


　と、そこで初めて千ち鶴づるが反応を見せた。


　雪が降り積もり白くなった長い髪かみを揺らして、力なく顔を弘ひろ司しの方へと向けてくる。


「……千鶴さんの両親のことを僕は知らない。会ったこともないし、千鶴さんや真まな鶴づるちゃんたちから話で聞いただけでどういう人なのかは分からない。だけど……」


　事業失敗によるゴタゴタで今は行方ゆくえ不明だという千鶴の両親。


　その経緯いきさつや詳くわしい事情は知らないけれど……でも千鶴のことをいらないだなんて、そんなひどいことを言うとは思えない。


　確たる根こん拠きよがあるわけじゃないとはいえ、そんなのは千鶴を見ていれば分かる。千鶴やその妹である真鶴たちを見ていれば分かる。そんなことを娘むすめに言うような両親で、彼女たちがあんな風に明るく真まっ直すぐに育つはずがないのだから。


「だからそんなのは何かの間違いです。絶対に、そんなことない」


「で、ですが……」


　なおも力ない声を出す千鶴に、


「それに僕は……千鶴さんの笑顔に救われてる」


「え……」


「どんな時だって明るく笑ってくれている千鶴さんに、いつだってみんなのことを気き遣づかってくれる千鶴さんに、どれだけ助けられていたか分からない……」


　いつでも笑顔だった霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


　その温かな微笑ほほえみは弘司にとって何よりの助けだった。


「だから僕は千鶴さんがいらない子だなんてこれっぽっちも思わない。だれにも愛されていないなんて、そんなことがあるわけがない。だって少なくとも僕は、僕たちは千鶴さんのことをこんなにも必要としているんだから──」


「ひ、弘司さま……」


「僕は千鶴さんに傍そばにいてほしいと思ってる。必要な存在だと思ってるし、その笑顔が、その、好きなんです。だからだれにも必要とされていないなんて悲しいこと……言わないでほしい」


　真っ正面から千鶴の顔を見つめてそう伝える。


　それは今まで口に出したことはなかったけど、弘司の正直な気持ちでもあった。


「あ……」


　その言葉に千鶴は僅わずかに肩かたを震ふるわせて、


「わ、私……だれかにそう言っていただくのを待っていたのかもしれません～。私は一人じゃないって、必要としてくれるだれかがいるんだって……」


「千鶴さん……」


　涙なみだを浮かべる霊長お姉さん。


　その瞳ひとみに少しずつ感情の光が戻っていき、流氷のように冷え切っていた身体からだにも熱が戻ってくる。


「弘ひろ司しさま～、わ、私、私～……」


「分かってます。大だい丈じよう夫ぶですから」


「う、ううっ……うう……」


　弘司の腕うでの中で声を上げて泣く千ち鶴づる。


　それはいつだって本当の気持ちを笑顔の裏うらに隠かくしていたこの人が見せた、初めての弱い面だったのかもしれない。


（千鶴さんも……普通の人だったんだ）


　改めてそんなことを思う。


　だけどそれは当然である。


　だれだって心に弱い部分はあって、どんな時でも強くあり続けられる人なんているはずがない。


　今さらながらに、そのことが分かったような気がした。


　その時だった。


　～～～！


「!?」


　三度意識に白い光がまとわりついてきた。


　さっきと同じような、意識を直接どこかへ引っ張り込むような強いチカラ。


「こ、これって……」


　目まいのような強い吸引力を感じて、


　弘司の意識は光に包まれたのだった。
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「あ、あれ。ここは……？」


　気が付けば、周りの景色けしきは元の遊園地のものに戻っていた。


　崩くずれ落ちた観かん覧らん車しやが瓦が礫れきの山を作っていて、辺りには黒い霧きりのようなものが立ちこめる、夕ゆう凪なぎファンタスティックパラダイスランド。


　頭を振りながら身体からだを起こそうとすると、


「ヒ、ヒロっ！」


　と、いきなりネコミミをへたらせたネコマタ娘むすめの顔が飛び込んできた。


「美み亜あ……僕はいったい……？」


「し、心配したんだよっ!?　さくらとチヅルにさわったと思ったら、そのままヒロ、気を失っちゃって……」


「え……」


「ゆすってもたたいても全然起きなくて、それで、それで……」


　泣きそうな顔でそう腕うでにきゅっとしがみついてくる。


　そうだ、自分は確かさくらと千ち鶴づるの黒い糸に触ふれて──


「!?　そ、そうだ、さくらと千鶴さんは……」


　どうなったのだろうか。


　無事に元の状態に戻すことはできたのか、そして黒い糸は……？


　慌あわてて身を起こして周囲を確認すると、


　そこには、


「心配……かけたの」


「ご迷めい惑わくをおかけしてしまい面めん目ぼくありません～」


「さ、さくら、千鶴さん！」


　少しバツが悪そうに弘ひろ司しの方を見る神様幼よう女じよと霊れい鳥ちようお姉ねえさんの姿すがたがあった。


　さっきまでの感情の抜け落ちた人形のような表情ではない、いつも通りのツインテールでにっこり笑顔な二人である。


「ふ、二人とも、元に戻って……」


「すまなかった。まさかあのような醜しゆう態たいを晒さらしてしまうとは……」


「ご主人様である弘司さまに歯を立ててしまうなど、鶴つる女め失格です～。もう何と申し開きをすればいいか～……」


「そんなこと……」


　首を振ってそう言い返す。


　二人が元に戻ってくれたのならもう他ほかに言うことなんてない。


　そんな弘司に、


「……これも全すべて弘司のおかげじゃ。お主ぬしの言葉が、その温かい心が……『妃きさき』に支配されていた儂わしらの精神を解き放ってくれたのじゃ」


「え？」


「弘司さま、私たちの心の中へと入ってきてくださいましたよね～？　だれかのモノをお入れするのは初めてで、少し緊張してしまいましたが～」


　二人がそれぞれそう言ってきた。


「閉ざされた座ざ敷しき牢ろうの中で聞いた弘司の呼びかけ……あれがきっかけとなって、閉じていた心の檻おりを開くことができたのじゃ」


「私の手を握にぎって弘司さまが言ってくださったお言葉……あれが冷たく凍り付いた私の心を溶とかしてくれたのです～」


「それって……」


　あの二つの世界での一連のやり取り……


　とすると、やっぱりあれは夢とか幻まぼろしとかじゃなくて……二人の心の中の世界での出来事であったらしい。


「全すべてに対して心を閉ざす必要はない……人は皆儂わしをモノ扱いするわけではない……そのことを、弘ひろ司しが教えてくれた」


「私は一人じゃない……私のことを必要としてくれている人たちがいる……そのお言葉が何よりも嬉うれしくて～……」


　そこで二人揃そろって真ま面じ目めな顔になって、


「ありがとうな、弘司」


「ありがとうございました、弘司さま～」


　深々と頭を下げてくる。


「あ、う、ううん、どういたしまして……」


　慌あわてて頭を下げ返す。


　改めてこんな風にお礼を言われるのは少しばかり恥ずかしかったけれど……弘司の言葉で少しは二人のわだかまりというか心の引っかかりがなくなってくれたのなら、弘司にとってはこの上なく嬉しいことだった。


「──さて、ここからは仕し置おきの時間じゃ」


　と、さくらが腕うでまくりをして言った。


「よくも儂らを惑まどわしてくれたの！　神を侮ぶ辱じよくした報い……安くはないぞ」


「この借りはきっちり返させてもらいますから～」


　二人してシャルロットの方へと向き直る。


「あ、二人とも、攻こう撃げきしたらもしかしたらまた反はん撃げきがくるかも……」


「大だい丈じよう夫ぶじゃ。もはやあのような下らない術には惑わされぬ」


「弘司さまのお言葉があれば、私はもう無む敵てきです～」


　そう言って再度二人は左右の首の高さまで舞い上がった。


　それに反応してついさっきと同じように二つの首はそれぞれその巨大な口を開け黒い光の渦うずを放とうとしてくる。


　だけど、


「ふん、きかぬわ、そんなもの」


「むだむだむだです～」


　さくらと千鶴はそれを一いつ瞬しゆんのもとに弾はじき飛ばした。


　力が増しているのか、まったく動じていない様子だった。


　そして首に向かって手をかざすと、


「今度こそおしまいじゃ！　──受けてみよ、儂わしの最大出力！」


「じ・えんどですね～」


　蒼あおい炎ほのおと白い光の玉とを放った。


　今まで最大級の大きさのそれらは一直線に首に向かって飛んでいき、


　ドゴンッ!!


　そのまま真正面から直ちよく撃げきした。


　空気を揺らす衝しよう撃げきとともに、左右の首から目の光が消えていく。そして二本の首はそのままぼんやりと陽炎かげろうのように揺らめいたかと思うと、最初から何もなかったかのように消滅していった。


「はあ……はあ……やったか……」


「ふう、ちょっと疲れてしまいましたが～……残りは真ん中の太いのだけですね～」


　さくらと千ち鶴づるがそう声を漏もらす。


　今の一いち撃げき（×二）で、中央の首を覆おおっていた障しよう壁へきがなくなっているのが弘ひろ司しにも感じ取ることができた。


「──だって。行こう、ヒロ！」


「あ、う、うん」


「──しっかりつかまってて、ヒロ！」


　そう言うと美み亜あは弘司の腕うでをきゅっと摑つかんで、そのまま地面を蹴けった。


　一気に本体の首の高さまで跳とび上がる。


「さ～、やっちゃうよ～、くらえ、ス～パ～ネコネコパンチ──」


　ネコミミをぴんとたててネコシッポ（三本）をはためかせた美亜が腕をぐるぐると回してそのまま本体に向かってパンチをしようとして、


「!?」


　ふと──気が付いた。


　目の前にある中央の首。


　その首の周辺に……蠢うごめくような黒い波動が発生していることに。


「み、美亜！」


「えっ？」


「首が──っ！」


　弘司の声に美亜の動きが一いつ瞬しゆん止まる。


　その束つかの間ま、


　ヒュンッ。


　そんな空気を切るような音とともに、美亜の真横を黒い波動が通り抜けていった。


「え、今のって……？」


　ぽかんとした顔になる美み亜あ。


　遅れて背後で爆ばく発はつ音おんが響ひびき渡る。


「え……？」


「あ……」


　見れば通り過ぎた黒い波動が到達した先では……建造物がなくなっていた。


　壊れたとか吹き飛ばされたとかではなく、その空間自体がすっぽりと消滅していた。


「にゃ、にゃに、これって……」


「あ……」


　あまりの惨さん状じようにしばし呆ぼう然ぜんとなる。


　もしも今のが美亜に直ちよく撃げきしていたら……


　そんな弘ひろ司したちをあざ笑うかのように、本体の首がもぞりと動いた。


　まるでこちらの反応をジッと窺うかがっているかのようである。


「な、なにこれ……こわいよ……」


「こ、こんなの見たことありません～……」


「この凄すさまじい妖よう気き……まさか……」


「こ、これって……」


　とっさに脳裏に浮かんだ可能性。


　弘司はそれを……口にした。


「まさか……もう『妃きさき』が覚かく醒せいして……」
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　──時は来た。


　暗くら闇やみの中で、『妃きさき』はそうつぶやいた。


　自らの意識と記き憶おくとがこの世界に再び顕けん現げんしてからおよそ数刻。


　シャルロットの意識は精神の奥底で深い眠ねむりに就つき、自分から覚めることはない。


　もはやこの身体からだは自分のものだ。


「……」


　十年の時を超えて、ようやく取り戻した身体。


　自らの望みを叶かなえるための大切な身体。


『妃』は大きく吠ほえた。


　左右の首はチカラを失ってしまったようだが、そんなものはどうだっていい。


　あれらはしょせんただのチカラの媒ばい介かい。


　本体に充分なチカラが戻った以上、あんなものは用無しだ。


　必要なのはこの身体のみ。


　自らの自由に動かすことができ、思うがままに触ふれることができる四し肢しだけあればいい。


「…………」


　長らく味わっていなかった自由を全身に感じながらゆっくりと息を吐つく。


　ともかく、準備は整った。


　まずは手始めに掃そう除じだ。


　弘ひろ司しに鬱うつ陶とうしくまとわりつく猫ねこをはじめとしたゴミどもに、いまだ我らの眷けん属ぞくに抵抗し続ける愚おろか者どもに、真に覚かく醒せいした自分のチカラを見せてやろう。


　それこそが『妃』としての自分の最初の役割だ。


　そしてそれが済んだらいよいよ自らの本ほん懐かい──


　自らの真の望みを叶えるために、この十年全すべての弘司を真にこの手に入れるため、そのための最良の手段を行おう。


　その時に、『妃』としての望みも自らの望みも完全なものになる。


「……」


　来るべき時に心を奮ふるわせて、


『妃』は自らの全身にみなぎる瘴しよう気きをさらに集中させたのだった。
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　目の前で、『妃きさき』が大きく吠ほえていた。


　地面を揺らし空気を引き裂さくような咆ほう吼こう。


　聞いているだけで、全身が震ふるえて心の底から本能的な恐怖がこみ上げてくる。


「これが……『妃』……」


　今までのシャルロットとは大きく異なった威圧感と存在感に、思わずその場に座り込んでしまう。


　隣となりでは美み亜あたちも、


「にゃ、にゃ……こわいよ……」


「あ、あらあら～……」


「まさかこれほどとは……」


　吠え猛たける巨体を見上げながらメッタに見せない弱気な声を上げている。


「さ、さくら、これってやっぱり……」


「う、うむ、間違いない、『妃』が覚かく醒せいしたのじゃ……」


「あの全身から溢あふれ出る瘴しよう気きと精気……普通の量ではありません～。おそらくは発情期の馬並みかと～」


「やな感じ……だよ……」


「……」


　どうやら本当に『妃』が覚醒してしまったのは間違いないらしい。


　シャルロットの失われた記き憶おくの発現にして魔まの支配者である『妃』。


　それが今目の前で狂ったように吠え猛っている。


「こ、こんなの……」


　どうすればいいのだろうか。


　今までの状態だって相手をするのがいっぱいいっぱいだったのに、さらに威圧感と存在感とを増したこんなほとんど宇う宙ちゆう怪かい獣じゆうみたいなのを相手に何をすれば……


　眼前で屹きつ立りつする『妃』を前に暗あん澹たんたる気持ちでいると、


　ゴアアアアアアアアア!!


「！」


　と、そこで『妃』が一際大きく吠えた。


　同時に『妃』を中心として、何やら空間が歪ゆがむほどのチカラが集まっていくのが見える。


「あ、あれって……」


「にゃ、にゃんかまずいよ、これ！」


「あらあら～、これはまさか～」


「む、いかん！　ネコ、弘ひろ司しを護まもれ！」


　さくらが叫んだ次の瞬しゆん間かん、


　ゴウッ！


『妃きさき』の周りに収しゆう束そくしていたチカラが解放された。


　小さな嵐のごとく拡散するチカラの塊かたまり。


　先ほど美み亜あの横を通り過ぎていった黒い光の帯──それを何倍も強力にしたようなものが放たれた。それも一つではなく……七つ。


　純粋なチカラの塊であるそれらは放射状に周囲に発射されていき、そのまま遊園地内の各所に落下した。


　ゴゴゴゴゴゴッ!!


「うわっ!?」


「にゃ、にゃあっ」


「あ、あらあら～」


「ぬおっ!?」


　一帯にすさまじい轟ごう音おんとほとんど地じ震しんのような揺れが響ひびき渡った。


　地面がグラグラと揺れ、大気がビリビリと震ふるえる。


　あまりの衝しよう撃げきに弘司は地面に投げ出され、一いつ瞬しゆんだけ意識が飛んだ。


「い、今のは……」


　黒光が落下する寸前に覆おおい被かぶさるようにしてかばってくれた美亜を抱だき起こしながら身体からだを起こす。


　そのまま頭を振りつつ周りを見て、


「え……」


　そのまま言葉を失った。


　というよりも発すべき言葉がなかった。


　周囲にあった光景。


　遊園地（夕ゆう凪なぎファンタスティックパラダイスランド：資本金一億円）のおよそ八割が……瓦礫も何もない更地と化していた。





　　　◇





　それが起こったのは突然だった。


「だから～、あれはやっぱりチーターよん。あの柄がらはどう見ても私が持ってる豹ひよう柄のキャミとは違うもの～」


「……あなたもたいがいしつこいですね。どこからどう見たってあれは豹ひようです」


「でもねん──ん？」


　妖よう怪かいの群れ相手に奮ふん戦せんしながらも相変わらず管理人さんと瑞みず葉はとが敵てきのリーダー格は豹かチーターかについて論議していた最中。


　ゴウッ！


　突如響ひびき渡ったそんな音。


　次の瞬しゆん間かん、上空を七つの黒い光が横切るのをその場にいた五人は見た。


　そして、


　ゴゴゴゴゴゴッ!!


「あらんっ？」


「……っ」


「これはっ……？」


「きゃ、きゃあっ」


「な、何ですの!?」


「ハハハ、これは大地までもが僕らの愛を祝福して……のおっ!?」


　直後に響き渡った物凄すさまじいまでの衝しよう撃げき音おん。


「あ……」


「なっ……」


「こ、これは……」


「ひどい……」


　みんな一様に言葉を失う。


　レストハウスの周辺が無事だったのはあの豹型の魔ま物ものがいたからなのかそれとも単にラッキーだったからなのかは不明だったけれど……それ以外はひどい有様だった。


「あいた～……やられちゃったわね……。外にまで被害がいってないのは不幸中の幸いってやつかしらん」


「『妃きさき』自身が張った結けつ界かいが外への拡散を阻そ害がいしたようですね。しかしこれがもし外に向けて直接放たれていたら……」


「……この夕ゆう凪なぎ市は、いえ人の世はただでは済みません」


　管理人さん、瑞葉、絢あやが深刻な顔でそう言い合う。


　その傍かたわらで、


「こ、これをシャルロットがやったの？　こんな、めちゃくちゃな……」


　ひどくショックを受けた表情になる奈な々なに、


「よく分かりませんがこれは白しら瀬せさんの家のイヌの仕し業わざなんですの？　まったく、ペットの管理もきちんとできないようでは飼かい主ぬし失格ですわね。責任をきちんととってもらわないと……って、ちょ、ちょっと待ってください！　い、今のでまた周りの損害がひどいことに……。こ、こんな見る影もない姿すがたになってしまって、リース料金はいったいどうすればいいんですの……」


　沙さ耶や香かが別の意味でショックを受けた顔になっていた。


「おまけに今の黒い光、ただの衝しよう撃げき波はじゃないわね～。攻こう撃げきされた場所が空間ごとっていうか時空ごと切り取られてる……あれって……」


「ええ、おそらくは時空自体に干かん渉しようするチカラ……まさかあのような術を使えたなんて……」


　管理人さんの言葉に瑞みず葉はが答える。


「……でさ、瑞葉」


「はい」


「私の視力が急激に低下したんじゃなければ、なんかさらにチカラが膨ふくれ上がってるように見えるんだけど気のせいかしら」


「……朝陽あさひさんの目が老眼であると信じたいところですが、残念ながらそうではないみたいですね」


「……やっぱり。ってことは～」


「ええ……考えたくはありませんが」


　そこで瑞葉は渋じゆう面めんになって、


「『妃きさき』へのチカラの収しゆう束そくは終わっていない、いやそれどころかますます活発になっている……。すなわち今のは充じゆう塡てんの過程で漏もれ出たチカラの欠片かけら、いわば露つゆ払はらいのようなもの……次に来るものこそ、が真の『大だい崩ほう壊かい』だと言っていいでしょう」


「……そういう、ことよねん」


　顔を見合わせて互いにそう重い息を吐はく。


　そのやり取りに、


「！　そんな、それでは当の『妃』の足下にいるお兄にい様たちは……!?」


　絢あやが顔を蒼そう白はくにする。


「私たちにはどうしようもないわ。何とかうまくやり過ごしてくれることを祈いのるしかないわねん……」


「……そ、そんな……お、お兄様…………」





　　　◇





「…………」


　言葉がなかった。


　もはやうち捨てられた案か山か子しみたいに呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くすしかなかった。


『妃きさき』の起こした『大だい崩ほう壊かい』の片へん鱗りん。


　それがまさかここまでのものだったなんて、完全に予想外だった。


　今の攻こう撃げき（？）はこの夕ゆう凪なぎファンタスティックパラダイスランド（資本金一億円）の中のみに留まっていたけれど、もしもこれが外に向けて発射されたら一体どんなことになってしまうのか……


　しかも、


「ね、ねえ、なんか黒い光がさらにおっきくなってる気がするんだけど……」


「あらあら～、興奮しているのでしょうか～」


「むう……」


　どうも『妃』の攻撃は今ので終わりではないようだった。


　七つの光の帯おびをまき散らしたその後も、さらに引き続いて本体の首の周りに黒い光が集まってきている。


　ドーム状に蠢うごめく不気味な黒光。


　その大きさと膨ぼう張ちよう具合は……これまでのものの比ではない。


　これが示すことはすなわち──


「今よりも、もっと大きいのが……来る……？」


　それ以外に考えられない。


　考えただけで冷や汗が出る思いだった。


　そんなものが発動されたらこの辺りは……


　そんなことをシャルロットにさせるわけにはいかない。


　取り返しの付かない事態が生じる前に、何としてでも止めなければならない。


「美み亜あ、千ち鶴づるさん、さくら……」


　三人に向かって呼びかける。


「みんな……僕にチカラを貸してほしい。次にシャルロットがまたあれを撃うつ前に、何とか止めたいと思う。あの本体の首を何とかして、シャルロットを元に戻したいと思う。そのために、力を……貸してほしいんだ」


　気持ちはあっても弘ひろ司し単体では何のチカラもない。


　ネコマタ娘むすめと霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼よう女じよ。


　シャルロットを、『妃』を止めるためには、この三人（正確には一匹ぴきと一羽わと一ひと柱はしら）のチカラが絶対に必要だった。


　そんな弘司の言葉に、


「なに言ってるの、ヒロ」


「え？」


「そんなお願いなんてしなくてい～んだよ。お嫁よめさんだもんっ、ヒロに頼まれたら何だってやるに決まってるじゃん！」


「弘ひろ司しさまはただチカラを貸せとおっしゃってくれればいいんですよ～。私はそれに従うのみです～。それが侍じ女じよの役割ですから～」


「儂わしのチカラは夫たるお主ぬしに使われるためにあるのじゃ。そのために遠えん慮りよなどいらぬ」


　口々にそう言う。


「みんな……」


「それにあのイヌコロには色々と教えてやらねばならぬからの。何としてでも引っ張り戻してこねば」


「ええ～、鶴つる女め式の教育的指導を施してさしあげましょう～」


「うんっ、おしおきだよ、おしおき」


　そんなちょっと物ぶつ騒そうなことを口にする三人。


　だけどその言葉の裏にはシャルロットに対する気き遣づかいも込められているのが分かって、弘司には少しだけ嬉うれしかった。


「それじゃさくせん開始だよねっ！　ここはやっぱりわたしとヒロがど～んと突とつ撃げきしてさくらとチヅルはうしろからえんごしゃげきする感じかな～。い～よね？」


　美み亜あの言葉に、


「──うむ、そうじゃな」


「ここは美亜さんにお任せいたしますね～」


「え……？」


　うなずくさくらと千ち鶴づる。


　その反応に美亜が目を丸くする。


「え、あの、わたしで……いいの？」


　あっさりと承認されたことが、逆に拍ひよう子し抜けな様子です。


　するとさくらと千鶴は小さく息を吐はいて、


「ふん、悔くやしいが、今の儂らにはもうほとんどチカラが残っていない」


「先ほどまでの戦闘で精力の九割ほどを使い果たしてしまったのです～」


　少しばかり消しよう耗もうしたような顔でそう言った。


　その言葉の通り、さくらと千鶴の二人はかなり疲ひ弊へいしている様子だった。


　いかに普通ではないチカラを持つ二人とはいえ、一度操られて心を支配された上にそれぞれ単独で二本の首を消滅させまでしたのだから、それはムリもないことだと言えた。


「ゆえに不本意なことこの上ないが……この場のトリは一人元気なネコに託たくそう。この際やむを得まい」


「美亜さん、なぜだか最近ムダに妖よう力りよくの基礎蓄積量だけはありますからね～。まさにネコに高級バイオ燃料です～」


「え……」


　美み亜あがきょとんとした顔になる。


「勘かん違ちがいするなよ。別にお主ぬしに見せ場を譲ゆずったわけではない。ただ、最も現状で合理的な方法に従っただけじゃ」


「ちょっとおつむの足りないネコさんの手でも借りたいというやつですね～」


「さくら、チヅル……」


　二人はそう言うと、


「行け、弘ひろ司し、ネコ！　後方支援は儂わしらに任せて、あのイヌコロにぎゃふんと言わせてくるがいい！」


「後はお願いいたしますね～！」


「あ、う、うん！　行こう、ヒロ！」


「うん、分かった！」


　美亜の声にそううなずき返して、


　同時にさっきのように美亜が弘司の腕うでを握にぎって飛び出し、


　一いつ瞬しゆんにして首の高さまでジャンプアップする。


　まだ『妃きさき』は動きを止めているようだ。


　真の『大だい崩ほう壊かい』の発動に向けてチカラを溜ためている状態。


　ここまでの被害はかなり深刻だけど、それでもまだ今の内に何とかしてシャルロットを元に戻すことができれば、事態は少しはいい方向に転がるはず──


　その弘司の考えは間違っていなかった。


　確かにここで『妃』を止められたなら状況は好転したはずだった。


　だけど、


「いっくよ～、ス～パ～ウルトラグレ～トデリシャスワンダフルネコネコパ～ンチ──」


　美亜のパンチが正面から触ふれようとしたその瞬しゆん間かん。


『妃』の周りに蠢うごめきながら収しゆう束そくしていた黒い光が──ピタリとその動きを止めた。


　同時にその鮮せん血けつのように紅あかい目が弘司たちに向けて大きく見開かれる。


「!?」


　これって、まさか……


　目の前で不気味に脈動する黒い光。


　収束しきったその黒い光は今度は逆に膨ぼう張ちようを始めて、どんどんと放射状に広がっていく。


「ま、まずい……充じゆう塡てんが終わりおったか！」


「あ、あらあら～」


　さくらたちが叫ぶ。


「ヒ、ヒロ、どうしたら!?」


「え、ええと……」


　突然振られても分からない。


　困こん惑わくでマゴつく弘ひろ司したちに、


「ネコ、ここはいったん退ひけ！」


「そこにいるのはまずいです～！」


　さくらと千ち鶴づるが再度叫び声を上げる。


　だがそれは一歩遅く、


　次の瞬しゆん間かん、


　現げん界かいまで膨ぼう張ちようしきった黒い光は、押し寄せる津波のように一気に周囲へと拡散した。


「う、うわあああっ!?」


「にゃ、にゃあっ!?」


　急速に展開されたそれらを避さけるヒマもなく、弘司たちは、一いつ瞬しゆんにしてその黒光の爆ばく発はつに巻き込まれる。


「弘司、ネコ！」


「ひ、弘司さま～！」


　さくらと千鶴の叫びが空しく響ひびく。


　そして黒い光の奔ほん流りゆうが消えた後には何一つ──『妃』の巨体さえも残ってはいなかったのだった。








　　　２




「……ん……」


　聞こえてきたのは、さらさらという川の穏おだやかなせせらぎだった。


　どこか心安らぐ柔やわらかな流水の音。


　辺りには緑に囲まれた川かわ辺べの風景が見えて、頭上では少しだけ西に傾いた太陽から柔らかな光がさんさんと降り注いでいる。


「う……ん……ここは……？」


　軽い目まいのようなものを感じながら顔を上げる。


　隣となりには同じようにうにゃ～と声を上げながらふるふると頭を振っている美み亜あの姿。


「ん～……ヒロ、ここって……？」


「分からない……」


　確か『妃きさき』の放った黒光の拡散に巻き込まれて……


　少なくともさっきまでの夕ゆう凪なぎファンタスティックパラダイスランドでないことだけは確かである。


　またどこかに飛ばされたのだろうか。


「……」


　訝いぶかしみながら周囲に目をやる。


　と、


「……ん？」


　辺りにあるのは見覚えのある景色けしきだった。


　見覚えがあるというか、ほぼ毎日のように見ている光景。


　──ここって……近所にある河原かわら？


　学園へ向かう通学路の一いつ端たんで、およそ半年前に小学生たちにいじめられていた美み亜あを助けた場所の近くでもある。


　だけどどこか様子が違った。


　何か辺りの様子に違和感を覚えるというか……


「……？」


　少しの間考えていて、すぐにそれが何なのか気が付いた。


　周囲の風景。


　それが弘ひろ司しが現在知っているものよりも古いのだ。


　例えばここから少し離れた上流部分にかかっている橋。それは三年前に改装されたものではなくそれ以前にかかっていた木製のものである。その向こうには去年潰つぶれたはずのさおだけ屋が建っていたし、奥にある道路は隣りん地ちに住む小こ金がね山やまさんが自分の私有地だと主張して通行止めにしたはずのものだった。


「これって……」


　一体どういうことなんだろうか？


　隣となりにいる美亜の様子は普通だし、この牧歌的な状況からしてさっきみたいにだれかの心の中の世界とも思えない。だとすると……


　考え込む弘司に、


「？　ねえねえヒロ、あそこにだれかいるよ？」


「え？」


　と、美亜がそんなことを言って指をさした。


「ほら、あの土手の上。……あれ？　何だろ、あの男の子、なんか……」


「？」


「なんかどっかで見た覚えがあるってゆうか……え、ヒロと、同じ匂におい……？」


　美亜が首をかたむけながら指さしていた先。


　そこにいたのは……小学生くらいの子供だった。


　少し急ぎ足で歩みを進めながら、どこかに向かっているようだ。


「！　あれって……」


　思わず声が出る。


　遠目でハッキリとは確認できないけれど、その姿すがたには見覚えがあった。


　だって、


「あれってまさか……昔の、僕……？」





　　　△▽





「ひ、弘ひろ司し！」


「弘司さま～！」


　黒い光の爆ばく発はつが生じた後、


　何もかもが粉々になった観かん覧らん車しや跡あとで、さくらたちは弘司を捜さがしていた。


「な、何じゃこれは……いったい何が起こったというのだ！　なぜ弘司が、イヌコロの姿が消えた……」


「わ、分かりません～。気が付けば何もかもなくなっていて～……」


　眼前にあるのはクレーターのようにえぐれた地面。


　まるでその場にミサイルでも炸さく裂れつしたかのように、かつて観覧車が建っていた場所は砂と土だけの荒れ地になっていた。


「こんな、ほとんど爆ばく撃げきのような……え、ええい、そんなことよりも弘司はどこにいった!?　ど、どこにおるのじゃ……。いるのなら返事くらいはせい！」


　さくらが大声で叫ぶ。


　だがどこからも返事はない。


「まさかとは思いますが、今の爆発に巻き込まれて～……」


「え、縁起でもないことを言うな！　そんなわけがあるまい！」


　自分に言い聞かせるかのようにぶんぶんと首を振る。


「お、落ち着け……そんなことがあるはずがない。仮にもネコもいたわけだし、今のでやられてしまったなどということは……」


「は、はい～」


「そ、それに──」


　そこで顔を上げて、


「そうだ、よく考えてみるのじゃ。さっきの黒い光とともに弘司たちだけでなくあのイヌコロもいなくなりおった……。これにはきっと何か意味があるはず……」


「意味、ですか～？」


「そう、例えば今のあの黒い光の爆ばく発はつは『妃きさき』による転移術で弘ひろ司したちを巻き込んでどこかに移動したという可能性……いやしかし単なる転移術にしては……」


　口元に手を当てながら考え込む。


「……。この感じ……儂わしらの時とは明らかに違うぞ。ネコはどうかは知らんが、少なくともこの世界に存在していれば儂は弘司の存在を感じ取ることができる。それがたとえ『妃』の結けつ界かいの中に隔かく離りされているとしても、大まかな位置くらいは分かる。だがそれがまったく分からないというのは……」


「この世界から弘司さまたちと『妃』が完全に消えた……ということでしょうか？」


　千ち鶴づるが戸と惑まどったようにそう言う。


「うむ……。そしてそのようなことができる転移術として考えられる可能性としては二つじゃ。空間を操作してまったく次元の違う世界へと移動したか、あるいは……」


　そこでさくらは顔を上げて、


「あるいは──時空を歪わい曲きよくさせて、過去か未来に飛んだのか、じゃ」





　　　△▽





　目の前を歩いているのは間違いなく子供の頃の自分だった。


　いかに昔の自分自身の姿すがたであるとはいえ……いや逆に自分自身であるからこそ見間違えることなんてない。


　美み亜あも、


「あ、あれって……ヒロなの？　ちっちゃいけど、おんなじ匂においがする……。え？　え？」


　そう言いながら混乱したように目の前の弘司と子供の頃の弘司──弘司（小）とを見比べていた。


「……」


　一体どういうことなのかさっぱり分からない。


　でも、


「美亜、追いかけてみよう」


「え？」


「あれは……僕なんだ。たぶん十年くらい前の僕……」


　それだけは断言することができた。


　幻まぼろしでも偽にせ者ものでもなく、本物の十年前の自分。


　だとするとここは……過去の世界なのだろうか？


　遊園地を一いつ瞬しゆんにして瓦が礫れきの山にしたりさくらや千ち鶴づるたちを操ったりできるくらいの『妃』だ。たとえさっきのあの攻こう撃げきにより過去の世界に送られたとしても、それほど驚くようなことでもなかった。


「……」


　何にせよひとまずは弘ひろ司し（小）を追わなくては。


　十年前の自分。それはこの状況を進展させるための唯一の手がかりなのだから。


　それにさっきから何だか頭が痛かった。


　何かが頭の中から湧わき上がってきて、飛びだそうとしている感じ。


　これは一体何なんだろう……と走りながら考えていると、





〝──それじゃヒロ、明日あしたもいつものお賽さい銭せん箱のところでね。まってるから〟





「……え？」


　ふいに頭の中にそんな声が浮かんだ。


　とても懐なつかしく、とても耳心地のよい声。


　思わずその場で足が止まる。


「？　ヒロ？」


「……」





〝遅れたらおしおきだからねっ。シッポで叩たたいて、ミミまで毛け繕づくろいさせてやるんだからっ〟





　続いてさらにそんな声も響ひびく。


「美み夜や……ちゃん……？」


「え？」


「そうだ……確かこの日は朝からよく晴れていて……」


「ヒロ……？」


「いつもの場所で、僕は美夜ちゃんと待ち合わせをしていて……」


　ふいに頭の奥から何かが湧き上がってきた。





〝お前……だれ？〟





〝ヒロには手を出させないんだから……と、というかヒロをモノにするのはわたしなの！　お前なんかお呼びじゃないんだからっ！〟





〝あ～、もう……失敗しちゃったわ……。残念だけどちょっとの間だけお別れよ〟





　次々と言葉と映像とが浮かび上がってくる。


　そしてその最後に出て来るのは……美み亜あによく似た、でも美亜ではない少しだけ年上の女の子。


「ヒ、ヒロ、どうしたの？　頭いたいの？」


　美亜が心配そうな顔で見上げてくる。


「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。それより早く追いかけよう」


「で、でも……」


「大丈夫だから」


　頭を振りながら歩を進める。


　おそらくあの弘ひろ司し（小）を追っていけばそこに全すべての答えがあるはずだ。


　弘司（小）が向かっている先。


　それはきっとあの神社に違いない。


　弘司が白いネコと出会って、とても穏おだやかな時を過ごして、そしてシャルロットを拾ったはずの……あの神社。それはもうほとんど確信の域だった。


　そしてその予測を覆くつがえすことなく、


「ここって……神社なの？」


　美亜が小さく声を上げる。


　弘司（小）が辿たどり着いた先はやはりあの神社の境けい内だいだった。


　どこも記き憶おくにあるあの頃のままで、懐なつかしい光景が目に飛び込んでくる。


　古ぼけた感じのお堂やコケが生はえてちょっと緑色になった狛こま犬いぬ、壊こわれかけた境内。


　その中の一角、ちょうど賽さい銭せん箱ばこの真ん前にあたる場所にいたのは……幼い弘司と、そして美亜によく似た女の子。


　二人は楽しそうに笑い合って喋しやべり合っている。


「……」


　あの女の子を弘司は知っている。


　記憶の奥底に石せき碑ひのように刻み込まれている。


　あの女の子は──


「美み夜や……お姉ねえちゃん……？」


　と、隣となりで美亜が驚いたようにそう小さく声を震ふるわせた。


「や、やっぱりそうだよ……あれは美夜お姉ちゃん……え……ど、どうして？　どうしてお姉ちゃんがここにいるの……っ？」








　物陰に隠かくれながら、弘司たちは困こん惑わくしていた。


「ね、ねえヒロ、どう、どうなってるの……？」


「……分からない……」


　とにかく状況を整理してみるしかない。


　現在弘ひろ司したちがいるのは、おそらくは十年前の夕ゆう凪なぎ市──あるいはその記き憶おくにより構成された世界。弘司としてはたぶん前者だと思うけれど、どちらかはハッキリとは判別できない。


　この場にいるのは十年前の弘司と、美み亜あによく似た女の子。


　その女の子は弘司の初恋の相手であり──そして美亜の姉である美み夜や。


「……」


　この状況が表すものはいったい何なのだろう。


　というかそれ以前の疑問がある。


　美亜の姉である美夜の存在。


　どうして弘司は彼女のことを──美夜の存在自体を忘れてしまっていたのか。


　いや弘司だけじゃない。美夜と会っていたはずの（ネコとしてだけれど）奈な々なもこのことを覚えていなかった。それはいったいどういう……


「…………」


　疑問は次から次へとわき水のように湧わいてくる。


　というかそもそも分からないことが多すぎた。きっとさくらや管理人さんだったらこういう時にもっと的確な答えを出すことができるんだろうけど、そういった方面の知識がほとんどない弘司にはそれができない。


　その不自由さに歯がゆい思いをしていると、


「……っ、ヒロ！」


「え？」


　何かに気付いたかのように、美亜がぴくんとネコミミとネコシッポとを震ふるわせた。


「来る……よ！　これって……『妃きさき』の匂におい、なの……？」


「！」


　辺りの空気が変わるのが弘司にも分かった。


　どこか重苦しいというか暗然とした気配。


　賽さい銭せん箱ばこの前で笑い合っていた幼おさない弘司（小）と美夜もそれに気が付いたみたいだった。


「だ、だれっ？」


「ヤな気配……もしかしてとは思うけど、わたしからヒロを奪いにきたんじゃないでしょうねっ？」


　二人揃そろって視線を神社の入り口へと向ける。


　入り口向こうの階段から音もなく姿すがたを現したのは……真っ白な少女だった。


「しゃ、しゃるろっと!?」


　美み亜あが声を上げる。


「しゃるろっと……どうしてあそこに！」


「ま、待って美亜、なんかいつものシャルロットとは……」


「え？」


　鳥居の下で静かにたたずむシャルロット。


　それはさっきまで遊園地で相対していた『妃きさき』じゃないような気がした。まだ幼おさないというか未熟な感じがするというか……
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「……」


　そうか、あれは十年前の『妃』だ……


　何となくだがそう思った。


　十年前の、まだ封印される前の『妃』。


　同時に記き憶おくが頭の奥から染み出してくる。


　そう。


　十年前に美み夜やと知り合っていた時、すでに弘ひろ司しは一度『妃』と遭そう遇ぐうしていたんだ。


　遭遇してそれで……


　そこから先の記憶を何とか掘り起こそうとして、





『──これは出会い。妾わらわと弘ひろ司しとの初めての邂かい逅こうにして、同時に離別ともなった、あの白い猫ねことの忌いむべき出会いだ』





「!?」


　突然背後から声が響ひびいた。


『重なり合った二つの出会い……それらは共に相あい容いれることなく反発し合い……そして妾とネコの闘いになった』


「お前は……」


　振り返る。


　背後に広がる森の中から姿すがたを現したのは……もう一人のシャルロットだった。








「シャルロット……いや、違う」


　全身に冷たい空気を纏まとう白い少女。


　見た目は少し離れた賽さい銭せん箱ばこの前で弘司（小）と美み夜やと対たい峙じしているもう一人のシャルロットと同じだけど雰ふん囲い気きが違う。これは……


「ヒ、ヒロ、あれは……」


「うん、分かってる……」


　これは『妃きさき』だ。


　シャルロットの中から覚かく醒せいした魔ま物ものたちの支配者にして、おそらくは弘司たちをこの過去世界に連れてきた張本人。あの巨大な三本首の獣けものの姿から少女の姿へと戻っているけれど、間違いない。


　警けい戒かいしながら少しだけ後ずさると、


『……やれやれ、まさかお主ぬしたちまで来てしまうとはな……』


「……？」


『──そう用心するな、弘司よ。妾はお主には危害を加えるつもりはない』


「え？」


『妾にとってお主は大切な背せの君だ。危害どころか、傷一つ付けるつもりはない。むしろそのようなモノがいたら妾が手ずから葬ほうむり去ってくれよう』


　どこか優しげともいえる微笑ほほえみを浮かべながらそう言ってくる。


「……」


『妃』が何を言っているのかよく分からなかった。もともと『妃』は弘司を狙ねらって現げん界かいしたんじゃないのか……？


　訝いぶかしむ弘司に、


『──ようやく、妾わらわは戻って来た』


「え？」


　ゆっくりと周りを見渡して、『妃きさき』はぽつりとそうつぶやいた。


『十年の時を経て、長き雌し伏ふくの時を経て、全すべての始まりにして全ての元げん凶きようであるこの因いん縁ねんの時に……』


「因縁の、時……？」


　それは一体どういうことなのか……？


　意味が分からずに言葉を繫つなげないでいると、『妃』は厳おごそかに口を開いた。


『──十年前、妾はこの地に降こう臨りんした。『統ま神と者め』である弘ひろ司し──お主ぬしを娶めとり、契ちぎり、そして子を成すために』


「！」


「こ、こをなすっ？」


　その言葉に美み亜あが著しく反応したが、『妃』は構わずに言葉を続ける。


『現げん界かいしてすぐに妾はお主を捜さがした。捜して町中を彷徨さまよい、歩き続けた。そしてとうとう見つけた。妾はお主を娶るためにお主に近づいた。そして永と久わなる婚こん姻いんの契りを結ぼうとした。だが──』


　そこで憎にく々にくしげに美亜と美み夜やのことを交互に睨にらみ付けた。


『だがそこでネコマタに邪じや魔まをされた。弘司の周りにまとわりついていた白いネコマタ……。やつと妾は闘いになった。だがまだ現界して間がなく大したチカラを持っていなかった妾は、あと一歩のところで……敗れることとなった』


　悔くやしげにそう吐はき捨てる。


　それはつまり……こういうことなんでしょうか。


『妃』はすでに十年前に誕たん生じようしていた。


　そして『統神者』である弘司をその手に入れようとして、その時に美夜と衝しよう突とつした。そのまま闘いになり、美夜が勝利した。


　そこまでは分かった。


　だけどまだ分からないことがある。


　どうしてそこにシャルロット……ただのマルチーズであるはずのシャルロットが関わってくるのか。またその後に美夜はどうしたのか。どうして弘司たちはそのことを覚えていなかったのか。


　すると『妃』は、


『……。……忌いむべき猫ねこの手によりチカラの大半を削そがれた妾はその場は撤てつ退たいするしかなかった。たまたまその場に捨てられていた白い犬……その身体からだに逃げ込むことにより尽きかけた魔ま力りよくを繫つなぐことに成功した。だがその代だい償しようとして……『妃』としての記き憶おくと意識のほとんどを封印され、さらには長い眠ねむりに就つくことになってしまったのだ』


「……」


　じゃあ、その時たまたまその場にいたっていうのがマルチーズのシャルロット……


『……憎にくむべきはあの猫ねこよ。記き憶おくと意識とを司つかさどる能力に長たけた忌いま々いましいネコマタ一族……。我が身体に傷を与え、のみならず記憶と意識にまで大きな損害を与えた。やつに邪じや魔まをされたおかげで妾わらわは眠りを強しいられ、幾いく年ねんもの時を無む駄だにすることになってしまった。……だが猫にも相当の手傷を負わせた。確認してはいないが、無事では済むまいよ』


「……」


　ようやく全ぜん貌ぼうが見えてきた。


　十年前に起こったことの真実。


　同時に記憶がぼんやりと浮かび上がる。


　あの時あの女の子は……美み夜やちゃんは確かに弘ひろ司しのことを護まもってくれた。


　迫ってくる『妃きさき』に必死に抵抗して、そして──





〝あ～、もう……失敗しちゃったわ……。あいつ、ちびっこいくせに手強てごわいんだから……。残念だけどちょっとの間だけお別れよ。そうね……ヒロがもうちょっと大人おとなになるくらいまで。その間にヒロが寂さびしがらないように、ヒロの頭からはわたしについての思い出は隠かくしておくから。他ほかの、ナナたちにも同じように──〟





　それが美夜との最後の記憶。


『妃』と闘って弘司のことを護まもってくれた美夜は、その後にたぶん……


「……美夜お姉ねえちゃんは、あいつとたたかったんだね。ヒロを護るためにたたかって、それできっとケガをして……」


「美み亜あ……」


「そうだったんだ……だからお姉ねえちゃんは戻ってこなかったんだ。うん、それで、今はどこかでケガの治療をしてて……」


「……」


　絞しぼり出すようにそう口にする美み亜あ。


　その必死に涙なみだをこらえるような横顔に、何と言っていいのか分からない。


　弘司は『妃』の方へと向き直って、


「……最後に、一つだけ訊ききたいんだ」


『何だ？　お主ぬしの質問にならば一つと言わずにいくつでも答えよう』


「お前は……『妃』は過去に戻ってまで何がしたいんだ？」


　それが根本的な疑問である。


　すると『妃きさき』は弘ひろ司しの問いに、


『知れたこと。白い猫ねこを──倒すためだ』


「！」


　何のためらいもなく即座にそう答えた。


『あの白い猫により奪われた予定外のこの十年……妾わらわはそれを取り戻さなければならぬ。失われた時間の接収……。ならばその大元を絶つことが最良の手段だろう。時を遡さかのぼり過去に戻り、封じられることなく忌いま々いましき白い猫を倒す。そうすることによりこの十年間の弘司を、過去から現在にわたる全すべての弘司を妾のモノとする。それこそが我が望み。そのために、この過去へと遡る秘術──時の因いん果がをも破壊する『大だい崩ほう壊かい』の発動のために、幾いく年ねんもの間意識の奥で準備を整えていた』


「なっ……」


『十年前の妾ならいざ知らず、今のチカラを取り戻し『妃』として完全に覚かく醒せいした妾ならばあの程度のネコマタなど取るに足らない存在よ。お前たちが付いてきてしまったのは誤算であったが……それは些細ささいな問題。一息のもとにひねり潰つぶしてくれよう』


　その整った顔に邪じや悪あくな笑みを浮かべながらそう言い放つ。


　まさか『妃』の真の目的がそんなところにあったなんて……


『──さあ、話は終わりだ。妾は今からあの白い猫を倒して過去を変える。そしてその後に弘司よ、過去も現在も全すべて妾のものとなったお主ぬしとゆっくり婚こん姻いんの儀ぎをあげるとしよう。それまではそこで大人おとなしく見ているといい』


　白い髪かみの毛をひるがえして美み夜やの方へと向かおうとして、


「！　たおすって、あの美夜お姉ねえちゃんを？　そんなこと……わたしがさせないよ！」


　美み亜あがそれを遮さえぎるようにしてそう叫んだ。


「十年前にお姉ちゃんを傷つけて、それでまた今も同じことをしようとするなんて、そんなこと……許さない！」


『……邪じや魔まをする気か？』


『妃きさき』の声音こわねが低くなる。


「あたりまえだよっ！」


　その問いに、美亜は一歩前に出ることで答えた。


『……いいだろう。お前は後にするつもりだったが、妾の望む歴史変換を邪魔をするというのなら容よう赦しやはしない。もう一匹ぴきの白い猫よ。お前もこの場でいっしょに葬ほうむり去ってくれよう！』


　その目を呪のろわれたルビーのように紅あかく光らせて、


『妃』の身体からだから一段と禍まが々まがしい黒い光が立ち昇り、辺りを真っ黒な世界へと包み込んだのだった。








　　　３




　仕掛けてきたのは『妃きさき』の方からだった。


『下か等とうな猫ねこの分ぶん際ざいで妾わらわに刃は向むかうなど、愚おろかなことだということを教えてやろう』


　暗くら闇やみの中で一部にだけぽっかりと映画館のスクリーンのように十年前の神社の光景が浮かんでいる真っ黒な世界。


　その空間を音もなく滑すべり、『妃』が一いつ瞬しゆんにして目の前まで迫ってくる。


「う、うわっ!?」


「ヒロは下がっててにゃ！」


　弘ひろ司しを護まもるようにして飛び出し、美み亜あがそれに応じた。


「絶対に、やらせないからっ！」


『ふん、猫ごときが……』


　互いにそう言い合って、ガチの対決が始まる。


　構図的にはネコVSイヌ。


　激しい手技や足技が双そう方ほうから繰り出される。


「シャ、シャルロットも肉にく弾だん戦せん派……？」


　以前の行動とその華きや奢しやな外見からしててっきりもっと頭脳派というか遠距離戦派かと思っていました。


「くらえ、ねこまたき～っく！」


『はっ……遅いわ』


　双方から繰り出されるパンチやキックの応おう酬しゆう。


　それらは特別な仕掛けなどない単純な突きや蹴けりなのだけれど、双方のそのスピードは弘司の目ではほとんど追えないほどのものだった。


「ねこまたぱ～んち！」


『ふん、猫ごときが』


　一進一退の攻防。


　そんな中、


『何だ……お前、尾が三つしかないのか』


　そう『妃』がふと気付いたように口した。


「そ、それがどうしたにゃ！」


『ネコマタのチカラは尾の数に比例する……その程度のチカラで妾わらわとやり合おうなど笑しよう止し千せん万ばん。あの忌いま々いましい白猫ですら四本の尾を備えていた。それでも十年前の妾とほとんど互角だったのだぞ。それをたかが三本で……』


　あざ笑うかのように言う。


　ということは……弘ひろ司しは美み夜やと契約を結んでいたということなのだろうか。


　それも四本のシッポということは、今の美み亜あよりももっと、その、いわゆる肉体的接せつ触しよくをやっていたということに……


　と、そこでふいに一つの光景が頭に浮かんだ。





〝それじゃヒロ、おまじないしよっ〟





〝わたしたちはね、将来、け、結けつ婚こんする仲なの。だ、だからこれはその約束っていうか……〟





〝い、いいから、ほら！　少しの間だけ黙だまってなさい！〟





　頰ほおに触ふれた柔やわらかくて甘あまい感かん触しよく。


　その懐なつかしくて甘酸あまずっぱい光景が流れる水のように思い出されてきた。


「……」


　そうか、やっぱり自分は美夜ちゃんと契約を……


　それは子供がした行為で意味はよく分かっていなかったのかもしれないけれど、確かにその、そういった身体的接せつ触しよくを交わしていたのだ。


　思い出した記き憶おくに戸と惑まどい半分面おも映はゆさ半分な微び妙みような気分でいると、


「不利かどうかなんて、やってみなきゃわかんないよっ。わたしには故郷のねこまた道場できたえた〝ねこねこてくにっく〟と〝ねこねこまいんど〟があるんだから！」


『ぬ……』


　そうネコミミとネコシッポとを逆立てて、美亜がラッシュをかける。


「ぱんちぱんちぱんち、きっくきっくき～っく！」


『ちっ……』


　次第に美亜が押し始めてきていた。


　降り注ぐネコパンチやキックの雨が『妃』の身体からだを掠かすめ始めてきている。


「きっくきっくき～っく、ぱんちきっくぱ～んち！」


『むう……っ』


　そしてとうとう、


「うにゃっ！」


『ぐっ……』


　手首の返しが見事なネコパンチが『妃』の胸にクリーンヒットした。


　その衝しよう撃げきにさすがの『妃きさき』も思わずのけぞる。


「どうにゃっ！　これでもわたしが不利だなんていえるっ？」


『ちっ、やはり野や蛮ばんな肉にく弾だん戦せんは猫ねこに分ぶがあるか……』


　打たれた胸に手を当てながら吐はき捨てるようにそう言う。


　だけどその表情にはまだ余よ裕ゆうがうかがえた。


「なによっ、降こう参さんするなら今の内だよ！」


『なかなか面白かったが、戯たわむれはここまでだ。十年経たって自らの身体がどの程度なまったのかを確認しようと思ったが……だがそれはもういい』


「まけおしみいうの？　そうゆうのを〝まけいぬの仰向あおむけ〟っていうんだよ！」


「……」


　それを言うなら負け犬の遠とお吠ぼえです。


　まあそんな突っ込みはともかく、美亜の勢いは弘ひろ司しの目から見ても明らかだった。


『妃』の言葉は気になるものの、このままいけば勢いで押し切れるんじゃないかと思ったところで──


『行ぎよう儀ぎの悪い猫はきちんと躾しつけておかなければなるまい』


「！」


　次の瞬しゆん間かん、


『妃』がかざした手から黒い光の波動が放たれたのだった。








「うにゃっ!?」


　甲かん高だかい声を上げて、美み亜あがその場にへたり込んだ。


「こ、これって……あ、あはははは……」


　そして火が点ついたかのように突然笑い出す。


　まるで身体からだを直接まさぐられているかのような過敏な反応。これは……


『まだ妾わらわが封じられていた時に一度喰らっているだろう。原始的な業わざだが、お前ら下か等とうな生き物にはこの程度がちょうどいい』


「だ、だれが下等にゃ……あ、あはははははははは……」


　大きく笑い声を上げながらその場に崩くずれ落ちる。


　それはあの時と、初めて美亜たちと遭そう遇ぐうし追い詰められたシャルロットが反はん撃げきした時と同じだった。


　執しつ拗ようなまでのくすぐり地じ獄ごく。


　見た目としてはこの上なく地味だけれど、それは要するに空間を超えて美亜を直接攻こう撃げきできるということである。


「こ、これくらい、何てことないもん！」


『ぬ？』


「こ、こんなのぜんぜん平気だよ！　あの時はだめだったけど、シッポが三本になった今なら、これくらいまだ──」


　全身を襲おそうくすぐりに必死に耐えながらなおも前進しようとする美み亜あに、


『ほう、そうか。ならばそれだけではないぞ。こういうのも、ある』


「え？」


『喰らえ』


　そう言って『妃きさき』が手をふるう。


　と、ふいに美亜の周囲の空気が揺らいだ。


　同時に何もない空間から突然いくつもの黒い光の渦うずが出現して、そのまま美亜に襲いかかってくる。


「にゃ、にゃあっ!?」


「美亜！」


　あらゆる方向から何の前触ぶれもなしに現れた黒い渦に、並外れた反射神経を持つ美亜でもどうしようもなかった。


　なすすべもなく全身に直ちよく撃げきを喰らい、その場に力なく倒れる。


　頭や急所は両手で何とかガードしていたみたいだけど、それでも受けた傷は甚じん大だいなようだった。


「……う、うう……」


『ふん、やはり三本尾ではこの程度か』


　倒れ伏した美亜を見て、つまらなそうに『妃』が言う。


『妾わらわは空間と時間を支配することができる。妾とその猫ねことの空間を繫つなげて、直接攻こう撃げきしただけだ』


「空間と、時間……」


　その言葉の意味をかみしめてみる。


　それは……ほとんど無む敵てきってことなんじゃないだろうか。


「ま、まだだよ……まだ、わたしはやれるもん……」


「み、美亜、もう……」


「だいじょぶだよ……わたしはヒロのお嫁よめさんだもん。お姉ねえちゃんの、妹だもん……。こんなのくらいじゃ負けない……」


　絞しぼり出すようにそう声を出す。


　そして再び立ち上がろうとしたところで、


『相変わらず猫は生命力だけはしぶといな。ならば、これでどうだ？』


『妃きさき』が感情のない声でそうつぶやいた。


　再度美み亜あの周りに黒渦うずが現れたかと思うと、さっきを増す勢いで次々と炸さく裂れつした。


　今度は防ぼう御ぎよすらできなかった。


「み、美亜っ!!」


　ネコマタ娘むすめの身体からだが音もなく舞う。


　揺らめきながら宙を漂ただようと、そのまま地面に墜つい落らくした。


「美亜、美亜！」


「う……ひ……ろ……」


　慌あわてて駆かけ寄る。


　かろうじて意識こそはあるものの、その身体はぼろぼろだった。


「こんな……」


　美亜がここまで一方的にやられるなんて……


『妃』のチカラは、もはや圧倒的といえるほどだった。


『忌いま々いましき猫ねこの眷けん属ぞくよ、思い知ったか？』


　こちらに歩み寄りながら『妃』がそう美亜を見下ろす。


『本来ならばとどめを刺さすところだが、弘ひろ司しに免じて今だけは見逃してやる。もともとこの場での妾わらわの目的はお前ではない。あそこの白い猫の方なのだから』


　そう言うと『妃』はくるりと踵きびすを返した。


『弘司よ、待っておれ。今あの忌々しい猫を歴史から抹まつ消しようして、お主ぬしの全すべてを妾のモノとしてみせるから』


　そのまま美み夜やと弘司（小）の方へと歩いていこうとする。


「……」


　このままでは美夜が『妃』に倒されてしまう。


　あんなチカラを持つ今の『妃』相手に十年前の美夜が敵かなうとは思えない。


　それだけじゃなくて、美亜もこの傷のまま放っておいたらきっとただではすまないだろう。


「…………」


　だけど弘司には何もできなかった。


　できるのはただ状況を座して見ることだけである。


　いつもそうだった。


　ただ成り行きに身を任せるだけで、弘司にできることは何もない。


　十年前の美夜の時も、これまで様々な危機に陥おちいった時も、そして今も。


　全部……美亜や千ち鶴づるやさくら、絢あやや管理人さんたちに助けられてきただけだ。


「……」


　──何か、できることはないのか。


　こんな無力な自分にも、この場面でできることは……っ!?


　心の中で虚こ空くうに向かって大声で叫ぶ。


　その時だった。


〝……ろ……〟


「……？」


　何か、声のようなものが聞こえたような気がした。


　か細く小さい、でも確かに何かを訴えかけてくる声。


「今のは……」


　何かの幻聴……じゃないよね？


　耳を澄すましてみると、


〝……ひ……ろ……〟


　また聞こえた。


　今度ははっきりと頭の奥にまで響ひびいた声。


「この声は……」


〝……ひ……ろ……そこ……に……いるの……？〟


「シャル……ロット？」


　シャルロットの声だった。


『妃きさき』ではない、白い少女のシャルロットの方の声。


「シャルロット、そこにいるの!?」


　姿すがたの見えない白い少女に呼びかける。


　すると、


〝……き……て……〟


「え？」


〝……おねがい……ひろなら……だいじょうぶ……だから……わたしのこえ……に……みみを……かたむけて……〟


「!?」


　同時に目の前に白い光が広がる。


「こ、これって……」


　透とう明めいな光に導かれるように、


　弘司の意識は声のする方へと引き寄せられていった。








「ここは……？」


　そこは真っ白な世界だった。


　温かで優しげな光に包まれた、安らかな世界。


〝ここはわたしのせかい……からみあういしきのなかで、まっくらなせかいのなかで、しゃるろっとだけにあたえられたやすらぎとあんそくのくうかん……〟


「！」


　声に反応して振り返る。


　そこには……あの真っ白なシャルロットの姿すがたがあった。


「シャルロット……」


〝いらっしゃい、ひろ……わたしのせかいに……〟


　スカートの裾すそを広げながらぺこりと頭を下げる。


　その小さくてどこかはかなげな様子は、確かにあの弘ひろ司したちが知っているわんこ娘むすめなシャルロットのものだった。


「よ、よかった……無事だったんだ……」


　思わず駆かけ寄る。


　てっきり『妃きさき』の意識に飲み込まれてどうにかなってしまったのかと思っていた。ヘタをしたら消えてしまったのかと……


〝うん、なんとか。しんぱいかけて、ごめんね〟


　弘司の方を見上げながらそう言ってくる。


「いやそれはいいんだけど、でもどうして今まで何も……」


〝それは……〟


「？」


　そう伝えるとシャルロットは少しだけ思い詰めたような表情になって、


〝──そのことなんだけど……わたし……ひろにいわないといけないことがある〟


「僕に？」


　弘司の顔を見ながらそう言った。


〝うん、わたし……ぜんぶ、おもいだしたの。ねむるためにいしきのおくにいちどしずんで、そこでたくさんのきおくにふれて……〟


「思い出した……？」


　って何をだろう。


　首を捻ひねる弘司に、


〝それは……わたしのこと。それと、いまねことたたかってた、『妃』のこと〟


「！」


〝わたしは、『妃』の欠片かけらなの。『妃』がふういんされていたマルチーズの意識と、記き憶おくと意識をふういんされた『妃』の残りの意識が混じり合ってできたもう一つの意識〟


「そ、それって……」


〝そう。わたしはもうひとりの『妃きさき』であり、しゃるろっとでもある。『妃』であって『妃』でない存在……〟


　どこか遠くを見るような目で言う。


　つまりはシャルロットというのはあの時捨てられていたマルチーズと、『妃』の意識の断片が融ゆう合ごうして生まれたもう一つの『妃』の意識ということ……？


　そして今美み亜あと闘っている『妃』は、十年前に美み夜やに封印された意識で、魔まの支配者としてのチカラを純粋に保っている意識……


　要するに『妃』というのは、十年前の純粋な魔まの支配者としての意識と、その時に分かたれたもう一つの無む垢くな意識、そして捨てられていたマルチーズの意識の、三つが混在しているものだということなのか……？


「……」


　こくり、と。


　シャルロットが静かにうなずいた。


〝わたしたちはどれもが『妃』であり、シャルロットであり、マルチーズでもある存在……。ただ今は、原初の『妃』としての意識が肥ひ大だい化かして、暴走してしまっているの。ひろを求めるあまり、寂さびしさのあまり周りが見えなくなった意識が……〟


「え……？」


　それってどういう……？


〝『妃』の心に触ふれてわかったの。『妃』も、ただひろを求めているだけなんだって……。けっきょくは『妃』も、ひろに求められたいだけなの。必要とされて、好きになってもらいたいだけ……。『妃』はずっとひとりだった……その存在がこの世に発生してから、何回も何回もこの世界に生まれることをくりかえしていたけど、でもいつだって彼女はひとりだった。ともに歩ける者を見つけることができなかった。だけど……〟


「……」


〝だけど『妃』は、ようやく見つけることができたの。自分と並び立つことができる唯一の存在……『統ま神と者め』であって、『妃』の支配を受けないただ一つの存在。それがひろなの。……『妃』はさみしいだけなの。さみしくて、ひとりぼっちで、それを埋うめてくれるひろに恋をしているだけ……。今は自分を見失ってるし、その感情のあらわしかたをわかっていないからあんなふうになってるけど……〟


　そこで一度言葉を止めて、


〝わたしもわかるの。わたしのなかの、もうひとつのいしきのだんぺん……マルチーズだったころのいしきが……ひとりのさみしさをしっている。うまれてすぐにすてられて、そのままひろとななにひろわれるまではわたしもひとりだったから……〟


　少しだけ遠い目をしてそう言った。


「シャルロット……」


〝だからひろ、『妃きさき』の目を覚まさせてあげて〟


「え？」


〝今の暴走した『妃』の意識を落ち着かせることができるのは、直接相手の心とチカラと繫つながり合い、その流れに干かん渉しようすることができる『統ま神と者め』だけ……。だから、ねこといっしょにたたかってほしいの。くやしいけど、ひろとあのねこならそれができる。十年前のように、ねこのあのチカラは……唯一『妃』に対抗できるほどの強いものだから〟


「え、だ、だけど……」


　実際として美み亜あは『妃』に歯が立たなかった。


　美亜を除のぞいた弘ひろ司し単体のチカラなど言わずもがなである。


　今の弘司たちが『妃』に対抗するためにはそれこそ十年前の美み夜やと同じくらいかそれ以上のチカラを手にしないと──


「美夜ちゃんと同じ……。……あっ」


　その時ふいに頭に浮かんだことがあった。


　浮かんだというか、思い出したこと。


　それは──


「……契約…………」


　その言葉だった。


　身体的接せつ触しよくを重ねることにより相手のチカラを爆ばく発はつ的にアップさせるもの。


『統神者』である弘司だけが持っている特別なチカラ。


　それをすれば、もしかしたら──


〝……うっ……〟


　と、そこでシャルロットが苦しげな声を上げた。


「シャルロット？」


〝残念だけど……もう、時間みたい……〟


「え？」


　少しだけ顔を歪ゆがめてそう言った。


〝『妃』のいしきが強い今は、このわたしの世界をいじできる時間はあんまり長くないの……『妃』のいしきが何かのひょうしにそれるわずかなじかんにだけ、わたしはこのわたしの世界をかいほうすることができる……〟


　苦しそうに首を振って、


〝お願い、ひろ。『妃』のめをさましてやって……〟


　弘司の顔を見つめながらもう一度言った。


〝わたしもがんばって『妃』のいしきを少しだけ抑おさえる。少しだけ……自由に動けないようにする。その間に……ひろは『妃きさき』を……〟


　少しずつ、シャルロットの声が遠くなっていく。


〝おねがい……ひだいかした『妃』のいしきがすこしでもちいさくなれば……あとはわたしたちのいしきがぜんたいのバランスをとることができる……そうすれば、わたしたちは元のしゃるろっとの状態に戻ることができるから……〟


「……分かったよ、シャルロット」


〝……え……〟


「どこまでやれるかは分からないけど、やれるだけはやってみる」


　美み亜あを助けるために、シャルロットを助けるために、そして今の現状を打開するために、『妃』の暴走を抑おさえ込む。


　それは決して簡単なことではないけれど、きっと弘ひろ司しに与えられた役目だ。そのためのヒントも……今手に入れることができた。


　その言葉にシャルロットは安心したかのように小さくうなずいて、


〝うん……やっぱり……ひろはたよりに……なるね……〟


「シャルロット……」


〝……また……あとであおうね……ひろ……〟


　そうしてシャルロットの声が完全に消えて、


　同時に辺りを覆おおっていた白い世界も消えていく。


「あ……」


　そして気付けば、弘司の意識は真っ黒な世界に戻っていた。








　こちら側では時間はほとんど経過していないようだった。


　辺りはやはり真っ黒なヴェールに覆おおわれたままで、今まさに『妃』が美み夜やの方へと向かって歩き出そうとしているところである。


「……ひ……ろ……」


　腕うでの中には息も絶え絶えの美亜の姿すがた。


　それを見て……決意をする。


「……」


　さっき白い世界の中で思い至ったこと。


　この場で弘司が美亜のためにできる唯一のこと。


　そうそれは──契約。


　弘司の『統ま神と者め』の能力の体現だというそのチカラ。それを実行すれば美亜はチカラを増して、現状も打開できるかもしれない。


「……」


　さっき思い出した美み夜やとの契約の記き憶おくが頭に浮かぶ。


　契約は身体的接せつ触しよくでその段階が進むという。


　まだ美み亜あとはしていない身体的接触のステップ。


　それは──


「…………」


　正直、抵抗がないとは言わない。


　そういうことは、その、初めてであるわけだし、色々と思うところはある。


　でも。


　だけど。


　この場の事態を打開するために、美夜を助けるために、弘ひろ司しを護まもろうとしてぼろぼろになった美亜を助けるためには──もうそれしか、ない。


「…………」


　それにそんな義務感のためだけじゃない。


　弘司の腕うでの中に収まっている美亜。


　いつも明るくお日様みたいに元気いっぱいで悩み事なんて何もないように見えるけれど、でも本当は寂さびしがり屋で……そして、弘司のことを好きだと言ってくれたネコマタ娘むすめ。


　その美亜が相手なら……弘司にはためらう理由はなかった。


「美亜……」


　ネコミミをぺたりとへたらせたその身体からだにそっと手を伸ばす。


　柔やわらかな感かん触しよくを腕に感じながらゆっくりと抱だき起こして、


　そして真まっ直すぐにその顔を見つめてゆっくりと語りかけた。


「──契約」


「……」


「美亜、契約を……進めるよ」


　弘司のその言葉に美亜は一いつ瞬しゆんだけ目を瞬しばたかせたが、


「……うん……ひろなら……いいよ……」


　すぐにこくりとうなずき返してきた。


「……わたしは…………はじめての……相手は……ひろだって、決めてたから……」


　力ない微笑ほほえみで、でも心の底から嬉うれしそうにそう返事をする。


　その美亜の声を確認して、


「美亜……」


「……ひ……ろ……」


「……」


「……」


　そっと……その桜さくら色いろの唇くちびるに、自分のそれを、重ねた。
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　異変が起こったのは直後のことだった。


「えっ……？」


　契約進展のための、その、身体的接せつ触しよくを交わしたまさにすぐ後。


　美み亜あの全身から……溢あふれるほどの光が爆ばく発はつした。


「こ、これって……」


「う、う～ん……」


　ネコミミの先まで光らせながら美亜が身体からだを起こす。


　美亜自身には自覚はないようだったけれど、とりあえず何かが起こっているのは確実だった。


　今までにも何回か身体的接触を重ねてきたけれど、こんなのは初めてである。


「美亜、一体何が……」


「え？　どうかしたの？」


　きょとんとした顔で目をぱちぱちとさせる美亜。


「その、なんかヘンじゃない？　まぶしいとか……」


「ん～ん、別に。あ、でもなんか……すっごくすっきりした気分。生まれ変わった感じっていうか、新しん鮮せんなあぶらぼうず（焼くと燃えるほど脂がたっぷりな稀き少しよう魚ぎよ）を食べた時みたい」


「……」


　いまいち何かがズれているというか、実に即物的な感想です。


「だけど……これならいけるよっ！　もう『妃きさき』なんて目じゃないんだから～！」


　くりんと一回転する。


「え……」


　そこには、


　まばゆいまでの光を発しながら、ゆらゆらと風に揺らめく……五本のシッポがあったのだった。








　　　４




　まるで蝶ちようがサナギから成虫になった時みたいな変化だった。


　それまでの美み亜あとは違う、何かとてつもないまでのエネルギーがその身体からだに満ちあふれているのが弘ひろ司しにも分かる。


「それじゃ……やっちゃうよっ！」


『……なんだと？』


　完全に美亜から注意を外していた『妃』も美亜の異変に気が付いたようだった。


　美み夜やへと向けて進めていた歩みを止めて、弘司たちの方を振り返る。


『それは何だ……？　その猫ねこにあるまじき異常なまでのチカラは……。それではあの時の猫と同格……いやそれ以上の……』


　その顔に浮かんでいたのは驚きの表情だった。


　それまで顔色一つ変えることがなかった魔まの支配者が初めて見せた驚きよう愕がくの顔。


「なにって、らぶらぶぱわ～だよっ！　ヒロとわたしはお婿むこさんとお嫁よめさんだもんっ」


『ちっ……』


　軽く舌した打うちをして『妃』が腕うでを振るう。


　同時にさっきと同じように美亜の周囲の空気が歪ゆがみ、黒い光の渦うずが四し方ほう八はつ方ぽうから出現する。


　だけど、


「そんなの、もうあたんないよっ」


『なにっ……!?』


　そう短く答えて、


　黒い渦が美亜に向けて収しゆう束そくするほんの僅わずかな一いつ瞬しゆんで、美亜はその広こう範はんな包囲網を抜け出していた。


「食べ過ぎたイワシみたいにおそいんだもんっ。とまってみえるってゆうか」


『ぬ、ぬうっ……』


　驚きで身を強ばらせる『妃きさき』。


　その僅わずかなタイミングを、美み亜あは見み逃のがさなかった。


　一いつ足そく飛びで『妃』の懐ふところにまで踏み込むと、


『!?』


「くらえ～、そにっくねこねこぱ～んち！」


　間かん髪はつ入いれずにスナップの効いたパンチを放つ。


『くっ……』


『妃』も避さけようとするものの、それは一いつ瞬しゆん間に合わなかった。


　バゴンっ!!


　美亜のネコパンチが、今度は『妃』の額ひたいにクリーンヒットする。


『があっ……!?』


　肺の奥から声を上げて、『妃』はおよそ十メートルほどの距離を吹き飛んでいった。


　さっきまでのものとは桁けた違いの、目を見張るような威力だった。


「どう？　ざっとこんなもんだにゃ」


「す、すごい……」


　さっきまでとは大違いだった。


　スピード、パワー、どれをとっても『妃』を圧倒している。


　これが五本シッポのネコマタのチカラなのか……


　驚く弘ひろ司しに、


『……おのれぇ……』


「！」


『……おのれおのれ、よくも猫ねこが、あの時のように下か等とうな猫ごときが、妾わらわの顔を殴なぐりおったな！　許さん、許さんぞ！』


『妃』の形ぎよう相そうが変わっていた。


　それまでの白い少女のものではなく、観かん覧らん車しやの中で見た時のように目は鮮せん血けつのごとく真まっ赤かに染まり、その口からは鋭い牙きばが何本も覗のぞいている。頭からは獣けものの耳が突き出て、両手の爪つめはほとんど刃は物もののようにもなっていた。


『貴様の存在などこの世から、いやこの時空から毛一本残らないように抹まつ消しようしてくれる！』


　その言葉とともに『妃』の全身から黒い光が溢あふれ出る。


　同時に『妃』の背後にある景色けしきにピシリとヒビが入り、


　それはそのまま亀き裂れつとなって空間全体に広がっていくと、一気に拡散した。


「こ、これは……」


　それまで目の前にあった真っ黒な世界が粉々になって砕くだけ散る。


　その向こうに広がっているのはまるで宇う宙ちゆうのような空間。


　あちこちで巨大な黒い闇やみが渦うず巻まき、無数の黒い稲いな妻ずまが鳴り響ひびいている。


　いつの間にか弘ひろ司したちが立っているのも、月のような乾いた大地が無限に広がる星の上になっていた。


『座ざ興きようはもう終わりだ……！　ここは過去と現在、現在と未来との狭間はざまにある時間の果て。飲み込まれれば二度と戻れない時間軸じくの墓場……。この虚きよ無むの空間で朽くち果てて、時空の狭間に消えてしまえ！』


　見れば『妃きさき』の姿もさらに変化していた。


　白いシャルロットの身体からだから黒を黒で塗りつぶしたかのような暗い闇が噴ふき出していて、巨大な女性の姿すがたを形作っている。


　背中から巨大な闇色の翼つばさを生はやし、全身から禍まが々まがしいオーラを発するその姿は……まるで闇の女神めがみのようだった。


「ヒロ、これって……」


「う、うん、これはきっと……」


　たぶんこれが『妃』の真の姿だ。


　十年前に美み夜やによって記き憶おくと意識を封印される前の、シャルロットの身体からだの中に逃げ込む前の、本当の『妃』の姿。


　それは威圧感も存在感も、あの三本首の獣けものの時よりも遥はるかに圧倒的だった。


　空間ごと引き裂さいてしまうかのように空気を揺らして、すさまじいばかりのチカラの奔ほん流りゆうが直接肌はだに突き刺ささってくる。


　だけど、それは逆を言えば──


「──あの『妃』を抑おさえ込めば……全すべては解決する」


　シャルロットの言っていた『妃』としての原初の意識。


　まさにそれこそがあの闇やみの女神めがみとしての姿なのだろう。


　シャルロットは、あれを抑え込めば後は自分たちの意識がバランスを取ると言っていた。


　だとすれば弘司たちのやることは。


「──美み亜あ、やろう」


「え？」


「今がチャンスだ。いっしょに『妃』を倒して……シャルロットを元に戻そう」


　美亜の目を見ながらそう呼びかける。


　美亜となら……それが出来る気がした。


　今でもネコミミをかたむけながらうにゃんとこっちを見つめてくる小さな少女。


　いつでも傍そばにいてくれて、弘司を支えてくれたネコマタ娘むすめ。


　この美み亜あとなら、きっと……


　すると美亜も弘ひろ司しを見つめ返してきて、


「うん、そうだねっ！　いっしょにやろ、ヒロ！」


「美亜……」


「ヒロとわたしなら、きっと無む敵てきだよ！　『妃きさき』なんかに負けないんだからっ！」


　そう言って、


　きゅっと手を握にぎってくる。


「なんかチカラが溢あふれてくる感じっていうか……ヒロと繫つないだ手から、チカラが何倍にもなって戻ってきてる」


　つぶやく美亜。


　と、


「？」


「あれ、何だろこれ？」


　その言葉を裏付けるかのようにネコミミとネコシッポとを中心に美亜の全身が今までにない輝きを見せる。


　美亜や美み夜やのネコミミやネコシッポのような真っ白な光。


　そしてその輝きが……繫がれた弘司と美亜の手へと集中した。


　集まり束たばになった光は──やがて直径五メートルほどの巨大な肉球付きネコの手のカタチとなっていた。


「これは……」


　白く輝く巨大なネコの手（肉球付き）。


　そこからは並々ならぬチカラを感じる。これで叩たたけば、おそらく……


「いこう、美亜！」


「うんっ！」


　繫がれた手を握り合い、『妃』へと向かって駆かけ出す。


『少しくらいチカラを増したところで猫ねこごときに何ができる……！　弘司のチカラを得たことくらいでいい気になるな！　お前を時空の塵ちりにした後でゆっくりと歴史改かい竄ざんを行いそれらの過去を全すべてなかったことにしてくれる……しょせん貴様ごときはただの下か等とう生物──』


　その黒い翼つばさを大きくはばたかせようとしたその時、


『ぐ……これは……』


　何かに気付いたかのような反応とともに、『妃』の動きが少しだけ鈍にぶった。


『おのれ……シャルロット……この期ごに及んで何をするつもりだ……』


　そのまま苦く悶もんの声を上げて動きを止める。


　どうやらシャルロットが力を振り絞しぼって中から『妃』の動きを抑おさえ込んでいるらしい。


『く……い、犬めが……こ、小こ賢ざかしい真ま似ねを……』


「今だよ、ヒロ！」


「うん！」


『お、おのれ……く、来るな……！』


　動きを封じられながらも『妃きさき』は黒光を放ったりと最後の抵抗をしてきたが、光の肉球はそれらの全すべてを難なく弾はじいた。


　そしてとうとう『妃』の真ん前にまで辿たどり着き──


「これでおわりだよっ！」


「シャルロットは……返してもらう！」


『ば、馬鹿な……妾わらわが猫ねこなんぞに二度も、そんなワケの分からないものに、この『妃』が……っ!?』


　顔を歪ゆがめて咆ほう吼こうを上げる『妃』の顔面に、


　ばちこ～ん！　と、


　光り輝く巨大ネコの手（肉球付き）が炸さく裂れつした。








　辺り一面に闇やみが舞い散っていた。


『妃』の身体からだから広がっていた闇の大部分がネコの手の光と相そう殺さいして、辺りの空間に拡散して消滅していく。


　全すべてを覆おおい尽くすかのように広げられていた翼つばさはもはやそのカタチを保てずに崩くずれていき、幾いく片へんもの羽は根ねの欠片かけらとなって宙ちゆうを舞っている。


　現出した時とは逆回しのような映像。


　残された闇は小さく渦うず巻まきながら収しゆう束そくしていき……急速に白い少女の身体へと吸い込まれていく。


　残ったのは、地面に倒れ伏す白い少女の姿すがた。


「や、やった……の？」


「わ、分からない……」


　でも一面を覆おおっていた重苦しい感じの闇は消えたし、残った小さな身体からも前のような禍まが々まがしさが消えているような気がする。きっとうまくいったと……思いたい。


　と、


「……ん……」


「！」


　そんな弘ひろ司したちの前で、倒れ伏していた白い少女が身体を起こした。


　ゆっくりと頭を持ち上げてごしごしと両手で目をこする。


「……」


「……」


　はたしてこれは『妃きさき』なのかシャルロットなのか……


　息を呑のむ弘ひろ司したちに向かって、


「……おはよう、ひろ……」


　少し照れくさそうにそう口にしながら、少女はにっこりと微笑ほほえんだ。


　その表情は、無む邪じや気きでイノセントなわんこ娘むすめのものだった。


「シャルロット……なの？」


　問いかけた弘司のその声に、


「うん、そう。でもわたしはしゃるろっとだけど、しゃるろっとだけじゃない。『妃』のいしきのいちぶとちからとをけいしょうした、にゅ～しゃるろっと、だよ。……いえい」


　そう言ってブイサインを突き出してきたのだった。
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「シャルロット！」


「ただいま……ひろ」


　身体からだごと預けるようにしてきゅっと抱だきついてくる。


　シャルロットが意識を支配されてから一日も経たっていないのに、何だかものすごく久しぶりのような気がした。


「……ねこにも、めいわくかけた。あやまっとく」


「ん～ん、よかったにゃ」


　首を振る美み亜あ。


「でもかりはつくりたくない。こんどこうちめいさんのかつおぶしをあげるからそれでちゃらね」


「え、かつおぶし？　わ～、うんうん、それならいいよ……って、な、なんかばかにしてない？」


「しらない。ねこにはたべものをあたえておけばいいって、ちんまいしんれいがいってた」


「む、む～、さくら、またそうゆうことを～……」


　不満そうな声を出しながら口をとがらせる。


　やっていることは言い争いだけど、それはどこか安心できて心が和なごむ光景だった。


　だがそんな喜びを分かち合うのも束つかの間、


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ!!


「!?」


　ふいに轟ごう音おんと震しん動どうが辺りにはしった。


「これは……!?」


「あ……まずい、かも……」


「シャルロット？」


「このくうかんをいじしていた『妃きさき』のいしきがよわくなっちゃったから、くうかんがもとのじくうのはざまにもどろうとしてふあんていになってきてるの」


「それって……」


　ものすごくイヤな予感がするんですが。


「うん。もうすぐ、ここのくうかんはこわれちゃう」


「！」


　いつも通りの口調で物ぶつ騒そうなことをさらりと言いました。


「壊こわれるって……」


「そのまんま。ばらばらになって、じくうのはざまにきえちゃうの。えっと、こっぱみじん？」


「……」


　そんな落ち着いて言っている場合じゃないような……


「ど、どうしたら……」


「だいじょうぶだよ。ここにくるまでに『妃』がつかったでいりぐちがある。そこをとおれば、もとのゆうえんちにもどれるはずだから」


「そ、そうなんだ」


　いちおう逃げ道があることに安心するものの、


「あ、でも、それってどこに……」


「えっと……」


　ちょこんと首をひねりつつシャルロットが指し示した先は、「あそこ……」


「!?」


　それはここから五百メートルくらい離れた少し丘のようになった場所だった。


「な、何であんな遠いところに……」


「たぶん、ねことのせんとうででぐちがこわれないように『妃』がとおめにせっちしたんだとおもう。えっと、きくばり？」


「そ、それはそうだけど……」


　まともに走っていってもそれなりに時間がかかりそうな距離です。


「いそがないとまずいかも。ちなみにここがくずれるのにはあとさんふんくらい」


「！」


　それは本当にかなーりまずい状況なんじゃないでしょうか。


「い、急ごう、美み亜あ、シャルロット！」


「うんっ」


「わかった」


　二人の（正確には二匹ひきの）手を握にぎって走り出す。


　崩くずれかけた空間ではあちこちが歪ゆがんでいたりひび割れていたりしていた。


「ひろ、きをつけて」


「え？」


「あしもと、あぶないから」


　シャルロットがそう注意を促うながす。


　と、


　ゴゴゴ……！


　その言葉とともに足下の地面の一部が崩れて、そのまま闇やみの渦うず巻まく空間へとパージされた。岩はそのまま粉々になって時空の彼方かなたへと消えていく。


　見れば弘ひろ司したちの周りだけでなく、あちこちで同じような崩ほう壊かいが発生していた。


「ちゅういして。あれにまきこまれたら、いちころ。いまのわたしのちからじゃたすけだせないから」


「う、うん……」


　それはもう見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんというか……


「わ、分かった。でも僕だけじゃなくてシャルロットも美み亜あも気を付けて」


「うん、わかってる」


「わたしはだいじょぶだよっ」


　そう確認し合って、


　三人で足下やその周りに注意しながら進んでいく。


　空間と地面の崩壊は進む先々でも多量に発生していて、なかなか出口までの最短距離を進むことが難しかったものの、


「にゃっ、ねこねこじゃ～んぷ！」


「ひろのいくみちはわたしがじゃまさせない」


　その都つ度ど美み亜あとシャルロットがフォローしてくれて何とか乗り越えることができた。


　そして、


「よし、もう出口は目の前だ。ここまで来れば──」


　ようやくシャルロットの言う出口が十メートルほど先に見えてきた。


　小さな扉とびらのようにも見える真っ暗な穴。


　ここを抜ければ無事に脱出できる──そう思いながら足を踏み出そうとして、


　まさにその時だった。


　ゴゴゴゴゴゴゴ！


「っ!?」


　周囲を一ひと際きわ大きな震しん動どうがはしった。


　思わずその場で立ち止まってしまうような激しい揺れ。


　そして、


「ヒロ、危ないっ！」


「え？」


　どん！　と、


　ふいにそんな声とともに背中を押された。


　反動で、弘ひろ司しは前のめりに地面に倒れこむ。


「い、いたた……な、何が……？」


　起こったんだ……？


　頭を振りながら身体からだを起こすとそこには、


「え、み、美み亜あ!?」


　崩くずれ落ちてゆっくりと落下していく岩と……その上に倒れ込む美亜の姿があった。


「よかった、ヒロは無事だったねっ」


　そんなことを言いながら笑みを浮かべる。


「え、な、何で、どうして……」


「えっとね、今の揺れでちょうどヒロの足下の岩が崩れちゃったんだよ。それでヒロを助けようと思ったら、自分が落ちちゃったみたい」


「え、そ、そんな……」


「でもよかった。ヒロまで落ちちゃったらどうしようかと思ったよ～」


「よ、よかったじゃなくて！　それより早く上がって……」


　こんなことをしている内にも岩はどんどんと離れていき、時空の狭間はざまへと流れていく。早くしないとこのままじゃ……


　だけど美亜は、


「ん～とね……それ、むりなんだ～」


「え？」


「えへへ、今ので足、くじいちゃったみたい。立てなくて」


「なっ……」


　一いつ瞬しゆん言葉を失う。


　それって、つまり……


「うん、ちょっと戻るのはむずかしいかな」


「そ、そんな……」


　それじゃあ、美亜はこのまま……


　一いつ瞬しゆん浮かんだ想像にブンブンと頭を振って、


「そんなことないって！　手を伸ばせば届くかもしれない！　だから──」


　離れていくネコマタ娘むすめに向けて必死に手を伸ばす。


　だけどその呼びかけに美み亜あはふるふると首を振って、


「わたしはいいの。ヒロが助かればそれで満足ってゆうか、わたし的には百点満点。ネコマタ法でもお婿むこさんは何よりも大事にするよ～にって書いてあるし、お嫁よめさんとしてのめんもくやくじょって感じかな」


「な……」


「だいじょぶだよ！　もしかしたら他ほかの出口があるかもしれないし、ねこまたはとってもラッキ～な妖よう怪かいだから。こういう時でもきっと何とかなるって！」


「そ、そんな……」


　何とかなるって、そんなあるかも分からない可能性だなんて……


「ひろ、もうじかんがない。はやくでないと……」


　シャルロットがそう言ってくる。


「わ、分かってるよ。でも美亜を置いてなんて……」


　行けるはずがない！


　流されていく美亜を前に首を振る弘ひろ司しに、


「わたしは平気だから、行って、ヒロ」


　美亜が穏おだやかな声でそう言った。


「で、でも……！」


「ほら、早くしないと出口がなくなっちゃうよ！」


「……」


　なおも諦あきらめられない弘司に、


「──ひろ、いくよ」


　シャルロットがぐいぐいと袖そでを引っ張ってきた。


「シャルロット、だから僕は──」


「ねこといっしょにのこるなんてせんたくしは、ひろにはない。ここでひろまでまにあわなかったらもともこもない。ねこのきもちをむだにするつもりなの？」


「そ、それは……」


「いまひろにできることは、いっこくもはやくここからだっしゅつすること。──だから」


「あ……」


　グイッ！


　そう言うとシャルロットは半ば強引に弘司を出口へと引っ張った。


　それとほぼ同時に、


　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……


　耳に残るそんな音とともに、弘ひろ司しの目の前で美み亜あを乗せた岩は時空の狭間はざまへとゆっくりと流されていった。


「み、美亜ー!!」


[image: ]


　弘司の声が空むなしく暗くら闇やみに木霊こだまする。


「またね……ヒロ」


　それはいつか聞いた美み夜やと同じ言葉。


　美亜は……最後まで笑顔だった。
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「お、おお弘司！　戻ってきたのじゃな！」


「ご、ご無事だったのですね、弘司さま～！」


　観かん覧らん車しや跡あと地ち（更地）に突然現れた黒い穴から出てきた弘司の姿を見て、さくらと千ち鶴づるがそう声を上げた。


「な、何をしておったのじゃ！　いきなりイヌコロとともにどこかへ消えてしまいおって……」


「と、とっても心配しました～！　弘ひろ司しさまがいない間、胸が潰つぶれる思いで～」


　その目に涙なみだを浮かべながら駆かけ寄り腕うでをぎゅっと握にぎってくる。


「……」


「じゃが何であれ無事ならよかった。おお、どうやら『妃きさき』も消えてイヌコロも元に戻ったようじゃな。これで仕置きができるというもの……む、ネコの阿あ呆ほがいないようじゃが……」


「そういえばそうですね～。どうしたのですか～？」


「またどこかで寄り道でもしておるのか？　ああ、それよりも今はひとまずあの休きゆう憩けい小屋にまで戻らねば。瑞みず葉はたちが苦戦しておるやもしれぬからな」


「……」


　そのまま管理人さんたちと合流するためにレストハウスへと向かう。


　レストハウスでは、すでに戦闘は終わっていたようだった。


「あ、弘司く～ん、やったのねん」


「『妃』の姿すがたとチカラとが消えるのと同時に、敵てきも沈静化いたしました」


「お兄にい様、ご無事で何よりです！」


「弘司、だいじょうぶだった!?　ケガとかしてないよね？」


　奈な々なたちがそんな言葉とともに弘司の方へと駆かけ寄ってくる。


　さらにはその場にいた豹ひようのような魔ま物ものたちもシャルロットの姿を見るなり、


「コレハマサカ……『妃』がシタガッテイルノカ？」


「ダトシタラワレワレモ……」


「『妃』ガオミトメニナラレタカタハワレワレノアルジデモアリマス」


　などと言い出したかと思うと人型に変身して、


「どうぞ、これからは私たちも貴方あなた様の配下に……」


「何でも言うことを聞きますゆえに」


「よろしくお願いいたします」


　そのまま弘司とシャルロットの前にひざまずいたのだった。


「…………」


「あらん、どうしたの弘司くん？　浮かない顔ね～」


「……お疲れになられましたか？　でしたら今日はもうお休みになられても……」


　黙だまったままの弘司に管理人さんたちがそう言ってくる。


「あ、そういえばお兄様、ネコマタの姿が見えませんね。どうしたのですか？」


「美み亜あちゃん、いっしょじゃないの？　後から来るとか？」


「ふん、おおかたどこかで拾い食いでもしておるのじゃろう。まったく困った阿呆ネコじゃ」


「お魚でも焼いていればその匂においにつられて寄ってくるのではないですか～？」


「……」


　そんなことを言い合うみんな。


　だれもが、美み亜あは後からやって来ると信じている顔である。


「こうなったらもうあの阿あ呆ほのことは放っておいて儂わしらだけで先に帰るか。もう眠ねむたくてたまらん。のう、弘ひろ司し」


「……」


「……弘司？」


　答えない弘司にさくらが怪け訝げんな表情を浮かべる。


　そんなさくらたちに弘司はうつむきながらぎゅっと手を握にぎりしめて、


「…………実は」





　　　△▽◇





　胸の奥に重いものを感じながらも……弘司は事情を話した。


『妃きさき』のこと、美み夜やのこと、シャルロットのこと、そして……美亜のこと。


　その一連の内容に、さくらたちはみんな騒そう然ぜんとなった。


「……あのネコが？　は、そんなまさか、あの殺しても死ななそうな阿呆が……？　冗じよう談だんなのだろう？　儂らをからかうためにそんなこと……」


「どこかその辺りに隠かくれているのではありませんか～？」


「そうです。出て来るのなら今の内ですよ、ネコマタ」


「そ、そうだよ、美亜ちゃんが、まさかそんな……」


　何を言っているんだといった感じでそんなことを言い合うさくらや奈な々なたち。


　だが弘司の表情からすぐにそれが冗じよう談だんやからかいでないことを悟さとったのか、


「そ、そんな……噓うそじゃろう？　あのネコが……。ネコ……あの馬鹿が。いくら事態を収拾しようと自分が無事に帰ってこなければ意味がなかろう……。こ、これだから四し足そく歩行哺ほ乳にゆう類るいは……」


「み、美亜さんが戻ってこないだなんて～……」


「……まさかあのネコマタが、自分を犠ぎ牲せいにしてお兄にい様たちを……？」


「し、信じられないよ！　美亜ちゃん、ちゃんと帰ってくるって、戻ってくるって言ってたのに……っ！」


　口々にそう言い合う。


「…………」


　みんなの言う通りだった。


　だれかの犠牲のもとに手に入れた平へい穏おんになんて意味はない。こんな状態で、喜べるはずがない。


　──これじゃあ、美み夜やちゃんの時と同じだ……


　弘ひろ司しのことを護まもってくれたものの、帰ってこなかったネコマタの姉。


　結局美み亜あまでもが、それと同じ道を辿たどってしまった。


　まさか姉妹そろってこんなことになってしまうなんて……


　さくらたちも目に涙なみだを浮かべて、


「阿あ呆ほが……今ならほしがっていた木彫りの新あら巻まき鮭じやけをくれてやってもいいというのに……」


「そ、そんな、そんなの信じられません～……」


「格好をつけすぎです……そんなことをして、だれが喜ぶというのか……」


「こんなの……ずるいよ……ちゃんと決着を、気持ちの決着を付ける前に、いなくなっちゃうなんて……」


「…………」


　何だかんだ言っても、それだけ美亜の存在はみんなの中で大きくなっていたということなんだろう。


　弘司にとってもそれは何も変わらない……いや、むしろもっと大きなものだった。


　ネコマタ娘むすめとの日々が頭に浮かぶ。


　落ち着きがなくて騒さわがしかったけれど……何よりも、楽しかった日々。


　それがもう戻ってこないだなんて、二度とこの手に摑つかめないものだなんて、信じたくなかった。


「美亜……」


　ギュッと手を握にぎりしめて、


　弘司は胸の中の想いを吐はき出すかのように白み始めた空に向かって大声で叫んだ。


「……美亜！」


「弘司……」


「弘司さま……」


「お兄にい様……」


「弘司……」


「ひろ……」


「美亜ー!!」


　ノドが張り裂さけんばかりに叫ぶ。


　すると、





「──うにゃ、呼んだ？」





「!?」


　聞き慣れた声が返ってきた。


　普通に呼びかけに答えるような、実にあっけらかんとした声。


　同時に……同じく見慣れたネコミミとネコシッポとがぴょこぴょこと見え隠かくれする。


「…………」


　夢とかじゃなかった。


　幻まぼろしでもなかった。


　そこには……瓦が礫れきの陰からこっちに向かってうにゃうにゃと手を振るネコマタ娘むすめがいた。


「み、美み亜あ!?」


「どしたの、ヒロ。そんなおっきな声でわたしのこと呼んで……。あ、もしかしてもうご飯の時間とか？」


　きょとんとした顔でぱたぽたと駆かけ寄ってくる。


「ど、どうしたのって……」


　それは弘ひろ司しの方が言いたいことである。


　あの崩くずれゆく空間に消えていったはずのネコマタ娘が、どうして何ともない顔をしてここでネコシッポ（×五）をぱたぱたとスイングしているのか……


　すると美亜はうにゃんと首をかたむけて、


「あ、うん、なんかね、どうなったのか知らないけど、あの後あの岩が方向を変えてね。そのまま出口の近くまで流されちゃったの。それでいそいで前転しながら出口まで転がっていったら、ぎりぎりで間に合っちゃった、えへ♪」


　さらりとそう言った。


　何を言っているのか、一いつ瞬しゆん分からなかった。


　そんなネコマタ娘に、


「こ、この馬鹿ネコがっ[image: ]」


「ま、まったく人ひと騒さわがせもいいところです～！」


「……これだからこのネコは。一いつ瞬しゆんでも心配した私が愚おろかでした……」


「み、美み亜あちゃん！」


　口々に文句を言いながらもさくらたちが抱だきついていく。


「にゃ!?　ちょ、ちょっと、いたいよ」


「痛くともよかろう！　それくらいは我が慢まんせい！」


「まったくです～。人の気も知らないでこのメスネコが～、ですか～？」


「皆に余計な心労をかけた罰ばつです」


「よかった、美亜ちゃん……」


　そんなことを言い合いながら、


　目をぱちぱちとさせる美亜を、みんなで抱きしめ合ったのだった。




　



[image: ]








　遊園地での一件から、一週間が過ぎた。


『妃きさき』が覚かく醒せいしてシャルロットが意識を統合したあの最も長かった一日。


　美み亜あと二人でチカラを合わせることで何とか事態を収拾させたあの後。


　あの後『妃』によって遊園地の周囲に張られていた結けつ界かいが消えて、木この葉はをはじめとした管理人さんや瑞みず葉はの関係者たちが一いつ斉せいに雪な崩だれ込んできた。遊園地（の残ざん骸がい）は一いつ瞬しゆんにして多くの人で賑にぎわい、一時はかなり騒そう然ぜんとした状態となった。


　弘ひろ司したちも色々と事情を聞かれたり、シャルロットは軽い検査のようなものを受けさせられたり、すっかり見晴らしのよくなった夕ゆう凪なぎファンタスティックパラダイスランドの姿すがたに沙さ耶や香かが絶叫を超えてほとんど真っ白になっていたりと大変だった。


　とはいえその日はそれ以上はあまり拘こう束そくされることはなく、


「あ～、とりあえず今は弘司くんたちはゆっくり休みなさいな～。どうせ詳くわしい事情とか経緯いきさつとかは後でじっくり訊きくことになると思うから～」


「……夕凪荘までは木の葉たちに送らせますので」


「あ、は、はい」


　ということで、その場は解散となったものの、


　翌日からその言葉通り様々な雑事でてんてこまいな毎日だった。


　人間ドックばりの身体検査を受けさせられたりアンケート用紙を書かされたり何やら複雑そうな心理テストのようなものをやらされたりで、


　ほとんど息をつくヒマもなかった。


　で、そんなこんなで瞬またたく間に数日が過ぎ去っていき、


　そして一週間が経たった今になって、ようやくそれまでの日常が戻りつつあるというわけである。


「……ふう」


　夕凪荘二〇二号室（自室）の和室でお茶を飲みながら一息吐つく。


　戻ってきた穏おだやかで温かい日々。


　とはいえそれまでとは変わったことがいくつかあった。


　まずは、


「……ひろ」


「ん？」


「……ひろ、おひざのうえで、ごろごろして、いい？」


　シャルロットの存在だった。


　元『妃』にして、現在もその身にそのチカラと意識の片へん鱗りんとを残す真っ白なわんこ娘むすめ。色々な経緯いきさつを経て、シャルロットも夕ゆう凪なぎ荘そうに住むこととなった。


　元々の飼かい主ぬし（？）である奈な々ながこっちで暮らしていることだし、やはり何だかんだで弘ひろ司しの近くにいた方が色々な意味で安心だし、さらには本人（本犬？）の強い希望もあって、この度奈々の実家から二〇八号室へとお引っ越しということに決まったのだった。色々と問題もあったけれど管理人さんたちもおおむね笑顔で同意してくれた。


　まあそのことはどちらかといえば喜ぶべきことだし、それ自体はさして問題のあることではなかったんだけれど……


「えへへ、ひろのおひざ。ごろごろ、ごろごろ」


「む、イヌコロめ、何をやっておる！　妻つまたる儂わしを差し置いてそんな、その何だ、〝ごろごろ〟をしてよいと思っているのか！」


「あらあら～、この雌めす犬いぬめ～、ですか～？」


　問題はこっちだった。


　これまでの美み亜あ、千ち鶴づる、さくらの言い争いのトライアングルにシャルロットが本格的に加わったこともあって、ただでさえ賑にぎやかだった弘司の周辺がもはや少々物もの騒さわがしいレベルにまで達しているのである。まあでもこれは戻ってきた平へい穏おんの証あかしだと思えば安いもの…………


「……つるとちび、うるさい。おまえらはまどぎわではさみしょうぎでもしてればいいのに」


「だ、だれがチビだ！　お主だって似たようなもんじゃろうが！」


「わたしはまだせいちょうとちゅうなんだもん。なんびゃくねんもいきててそんなちんちくりんなとしまとはちがう」


「な……な……」


「あらあら～、五十歩百歩な争いですね～。というか弘司さま、このお二人は忙しいようなので放っておいていいと思いますよ～。私のおひざの上でごろごろしてください～」


「ツル！　どさくさに紛まぎれて何をやっておる！」


「……ゆだんのならないえろつる」


　…………なの、かな？（微妙）


　とうとう千鶴VSさくらVSシャルロットの三つ巴どもえになった言い争いを見ながらそこはかとなく思う。


　さらにシャルロットがもたらしたものはそれだけではなく、


「……シャルロット様、髪かみの毛が乱れております」


「あ、スカートに皺しわができてしまって……。アイロンをかけないと……」


「我らの主あるじとしていつでもきちんとしていただかなければ」


　シャルロットの周りで世話を焼く三人の女の人。


　夕凪ファンタスティックパラダイスランドでシャルロットと弘司に忠ちゆう誠せいを誓ちかったあの豹ひようの魔ま物ものたちだった。


　それがシャルロットの従者としてそのまま夕ゆう凪なぎ荘そうに住み着く次第になっていた。


　ちなみに部屋はシャルロットの隣となりの二〇九号室である。


　またこれに加え、


「……お兄にい様、何をなさっているのですか？」


「え？」


「……こんな真っ昼間から、部屋のど真ん中で不純な戯たわむれをして……っ」
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「あ、い、いや、これは……」


　絢あやの存在だった。


　オーストリアから急に帰国してきた妹も、なぜかあれからそのまま夕凪荘にいるのである。


　何でもこんな状態の弘ひろ司しを一人にしておけないとかで、絢もしばらくは日本に残ることを決めたらしい。『一生のお願い』を三連発ほどして父親や姉を説得したようだった。


「まったく、品のない人じん外がいたち……。シャルロットまでこんな非常識の化け身しんたちに毒されるなんて言ごん語ご道どう断だんです。……私の目の黒いうちは、あなたたちの好きにはさせませんから」


「な、何じゃと。儂わしをこの品性のないツルやイヌどもといっしょにするな──はくしゅん！」


「あらあら～、私は極めて常識人で～──くちゅん！」


「あや、なんでひろとらぶらぶしちゃいけないの？　あやもすればいいのに──はくちゅん！」


　そんな感じに神様幼よう女じよ、霊れい鳥ちようお姉ねえさん、わんこ娘むすめたちに対人外アレルギーを発生させていて、


　さらには、


「くしょん！」


「はくしょん！」


「くちゅん！」


　シャルロット従者三人衆まで巻き込んで、盛大にくしゃみの大合唱を引き起こしていた。


「……」


　……まあ、ここまででも正直劇的な変化ではある。


　劇的にして鮮せん烈れつ。夕ゆう凪なぎ荘そうの住人も一気に倍近くにまで増えた。


　それはそれで今までとは生活が一変したのは確かなのだけれど……


「…………」


　それ以上に、問題なことがあった。


　それは変化の最後の一つにして弘ひろ司しにとって目下最大の懸けん案あん事項。


　何かというと──


「あ、ど、どうしたの、弘司？」


　と、そこでお茶を飲んでいた奈な々なとふと目が合った。


　十年来の幼おさななじみ。


　奈々は何だか少し顔を赤くするとちょっとだけ顔を逸そらして、


「な、何……？　何か用でも……あ、も、もしかして弘司も黒烏龍ウーロン茶ちや飲みたいとか？」


「え、い、いや、そういうわけじゃなくて」


　たまたま目が合っただけなんだけど……


「……」


「……」


　そのまま沈ちん黙もく。


　何となく気まずかったので逃げるようにして視線を他ほかの方向へと向ける。


　と、今度は反対側にいた美み亜あと目が合った。


　ネコミミと五本のネコシッポをふりふりさせたネコマタ娘むすめ。


「あ、な、なに、ヒロ？」


「え？」


「にゃ、にゃにかな？　あ、ヒロもいっしょにかまんべ～るち～ずが食べたいとか……？」


「あ、べ、別に……」


　だからただたまたま目が合っただけというか……


「そ、そなの？」


「う、うん」


「……」


「……」


　で、こっちでも再び沈ちん黙もく。


「……」


「……」


「……」


　三人の間で流れる沈黙のトライアングル。


　何というか、その空気は今までのものとは明らかに違う……どこかそわそわとした落ち着かないものである。


　──そう、懸けん案あん事項とはこの二人（正確には一人と一匹ぴき）。


　美み亜あと奈な々なの二人だった。


　あの日以来、何となく二人との関係がぎくしゃくしているのである。


　まあ何て言うか美亜とはその、身体的接せつ触しよくの発展段階を交わしたわけであるし……また奈々に至っては、その、面と向かってはっきりと好きだと言われたわけである。


　そんな事情を踏まえた上でこの二人とそれまでと同じように接することができるのかと言われれば、弘司としては首を横に振るしかなかった。


　そしてそれは少なからず奈々と美亜にとっても同じであるようで、


「あ、え、えっと……」


「う、うにゃ……」


　こういったどことなく距離を測りかねる状態が続いているのである。


　これはどうしたもんだろう……と思案していて、


「ね、ねえ弘司、ちょっと……いい？」


「え？」


　奈々の方からそう窺うかがうように言ってきた。


「ちょっと頼みたいことっていうか、お願いがあるんだけど……いいかな」


「あ、え、え～と、わたしからもお願いがあるにゃ」


　それに美亜もそう続く。


「え、な、何？」


　この二人がこんなに改まって何なんだろう。


　少しばかり身構える弘司に、


「明日あしたの日曜日って……空いてるかな？」


「え？」


「だ、だから、明日の日曜日って、何か予定はあるかなって訊きいたの。もしないなら──」


「ちょっとだけわたしたちに付き合ってほし～の。……だめかにゃ？」


　二人揃そろってそんなことを言ってきた。


「わたしたちって……美み亜あと奈な々なに？」


「うん」


「そうにゃ」


　二人で同時に答えてくる。


　それはまあ日曜日はヒマだし出かけることは構わないんだけど……


「僕は大だい丈じよう夫ぶだけど……でも、その、いいの？」


　何というか、現状では色々と問題がある組み合わせである。


　なのでそう訊きいてみるとうなずいて、


「うん、だいじょぶだよ」


「あたしたちで話し合って……決めたことだから」


「そ、そう……」


　だったら弘ひろ司しには異論はないというか。


「分かった。それなら大丈夫だと思う」


「う、うん、サンキュ」


「あ、ありがとにゃ」


　弘司の返事に二人はちょっとだけ顔をうつむかせて、


「じゃあ、明日あしたのお昼くらいに駅前でね。……待ってるから」


「また明日ね……ヒロ」


　そう言ったのだった。








　翌日の日曜日。


　約束通り、弘司は駅前にいた。


　待ち合わせ場所は改札を出てすぐのところで待ち合わせ時間は午後一時。


　同じ夕ゆう凪なぎ荘そうに住んでいるんだから最初からいっしょに行けばいいのではと思ったのだけれど、そこはなぜか奈々と美亜が待ち合わせにこだわったのだった。


「そろそろかな……」


　もう間もなく時間である。


　携帯の時計で時間を確認して周りを見ていると、


「あ、ま、待った、弘司？」


「お、おまたせだにゃ」


　そんな声とともに二人がやって来た。


「あ、ううん、僕も今来たところだから……」


　そう返事をしようとしかけて、


「あ……」


　振り向いたところで言葉が止まってしまった。


「？　ど、どうしたの」


「にゃ、にゃに、ヒロ？」


　弘ひろ司しの視線を受けて恥ずかしそうに目を逸そらす奈な々なと美み亜あ。


　なんか二人とも……いつもと違う感じだった。


　いや別に何かが劇的に違うっていうわけじゃない。


　着ている服が少し大人おとなっぽいような気はするけれど、基本的には普段通りの幼おさななじみとネコマタ娘むすめ。


　ただそれなのに普段よりも女の子らしいというか大人っぽいというか、何だか胸の奥にズギュンとくる感じである。これは何なんでしょうか……？


　これまでにない自分の心の反応に戸と惑まどう弘司に、


「ねえ、ほんとにヘンだって。どうしたのよ？」


「もしかしてどっか具合でもわるいとか？　だいじょぶ？」


「あ、い、いや、何でも……」


　その言葉に弘司は慌あわてて首を振って、


「？」


「??」


「あ、と、とにかく行こうか？」


「うん」


「にゃ」


　三人並んで、商店街の方へと足を向けたのだった。





　　　＊





　そんな弘司たちから二十メートルほど離れたところで、


「む、むう、なぜにネコと奈々と弘司とが……」


「あらあら～、いつの間にこんなことに～」


「ひろとななと……ねこ（最後だけ不ふ機き嫌げん）」


「お兄にい様、私に知らせずに、こんな……」


「わー、奈々、とうとう最終決戦に出ることにしたんだねー。うんうん、いいことだよー」


　そういったことをささやき合う五つの人影があった。


「おのれネコめ、あれほど言っておいたのに抜け駆がけをしおってからに……」


「ええと～、いわゆるドロボウネコですね～」


「ななはともかく、ねこはだめ。ねこがいくくらいなら、わたしがいく」


「というか、どうして奈な々なさんまで……」


「まあ何で美み亜あちゃんもいっしょにいるのかは謎だけどー。んー、細かいことはいっかー」


　さくら、千ち鶴づる、シャルロット、絢あや、佐さ藤とうさんの五人である。


　基本的にはあの日遊園地にいたメンバー。


　ちなみにかなーりどうでもいい話であるが、沙さ耶や香かはその時に破損したリースドレスの弁べん償しよう代金を工面するためにバイトをしていてこの場にはおらず（遊園地の損害は『妃きさき』の帰責性が大きいということで管理人さんたちが何とかすることとなった）、また山やま岡おかもその沙耶香に頼まれもしないのに勝手に付いていったとかで不在だった。


「これからどうするつもりじゃ？　まさか儂わしを差し置いて〝で～と〟とやらをするつもりではあるまいな……」


「あらあら～、密会ですか～」


「……ねこだけなんとかはいじょできないかな……さんまのしおやきでもしかけておとしあなをつくって……」


「……どうしましょう。ここは止めるべきか成り行きを見守るべきか……」


「ほらほらー、みんなこういう時は騒さわいだり邪じや魔ましたり野や暮ぼなことはしないで、物陰からこっそりひっそりと生暖か～く見守るのがマナーだよー」


　それぞれがそれぞれの心の内を口にして、


　そんな感じに弘司たちの後を付けていく──





　だが。


　そんなさくらたちのさらに背後に……一つの影があった。


　頭にあるミミとお尻しりから生えた四本のシッポが特徴的な真っ白なシルエット。


　その人物（？）は少し長めの髪かみを後ろになびかせて、


「ふん……やっと帰ってきたわ。ヒロ、元気にしてるかしら」


　そう楽しげにつぶやいたのだった。





　　　＊





　考えてみれば、この三人だけで街を歩くのは初めだった。


　そもそも弘司はあまりこういった賑にぎやかなところにはあまり足を運んだことはなかったし、他ほかには何だかんだで千鶴やさくらがいっしょにいることが多かったのである。


　こういうのも、なんか新しん鮮せんだなーと、


　そんなことを思いながら街を歩いていく。


「ほらほらヒロ、パフェがあるよ！」


「ん？　あ、本当だ」


「い～な～、おいしそ～だな～。季節限定の〝どりあんぱふぇ〟だって」


「どうせだからちょっと寄ってこっか。あたしもお腹なか空いちゃったし。いいよね、弘ひろ司し？」


「あ、うん。構わないよ」


　で、三人で喫きつ茶さ店に入って微び妙みような色合いをしたドリアンパフェを食べたり、


「あ、かわいい服……これとか美み亜あちゃんに似合いそう」


「え、そかな？　わたしそういうのはよく分かんないにゃ……」


「絶対似合うって！　ちょっとひらひらな感じがマッチしてるっていうか。ね、弘司もそう思うでしょ？」


「あ、うん」


　洋服屋に引きずり込まれて軽く一時間ほど待たされたり、


「わー、見てよ弘司、このマンドリルのヌイグルミ、かわいくない？」


「え、そう……？」


「うん、頰ほおの肉付きがすっごくいい感じ♪　美亜ちゃんもそう思うよね？」


「ん、ん～、これはどうだろ……」


　適当にその辺のお店をウインドウショッピングしたりした。


「ん～、やっぱヒロといっしょだと何をしてもたのし～な～」


「そうだね。あたしもそう思うよ」


　二人揃そろってそんなことを言ってくる。


「え、そう？」


「うん、胸がすっごくわくわくだよっ」


「いっしょにいるだけで、何だか落ち着くっていうか……」


「そ、そっか、ありがとう」


　そう言ってもらえるのは嬉うれしかったけれど、どこか恥ずかしいような気もするというか……


　で、まあそんなことを話しながらさらに色々と回っていき、


　気付けば冬の空はもう日が傾きかけていた。


「もうこんな時間か……」


　携帯を見ると時刻はもうすぐ五時になろうとしていた。


　夕ゆう凪なぎ荘そうでの夕食時間は六時半から七時の間くらいからが通常だったから、そろそろ帰路に着かないとまずそうである。


「それじゃそろそろ帰ろうか。あんまり遅くなるとみんなも心配するだろうし」


　そう言って来た道を戻ろうとして、


「あ、うん──」


「？」


　と、奈な々ながその場で立ち止まっていた。


　見ればその隣となりで何やら美み亜あももじもじとしている。


　？　どうかしたんだろうか？


　不思議に思い首を捻ひねる弘ひろ司しに、


「──あのさ、もう一ヶ所だけ行きたいところがあるんだ」


「え？」


　奈々が少しだけ遠えん慮りよがちにそう言った。


「最後にちょっとだけ行きたいところ。ここからそんなに遠くないからさ」


「ヒロがだいじょぶだったら、ちょっとだけ付き合ってほしいの」


「う、うん、別に大だい丈じよう夫ぶだけど……」


　でもどこに行こうっていうんだろう。


　疑問に思いながらも、奈々と美亜の後を付いていく。


　そして辿たどり着いた場所。


「ここって……」


　そこは……美亜と初めて出会った、子供の頃によく奈々といっしょに遊んだ、あの河川かせん敷じきだった。








　辺りは不思議な静けさに包まれていた。


　まるでそこだけ空間を切り取ったかのような静せい寂じやくに覆おおわれていて、音と言えば脇わきを流れる川のせせらぎしか聞こえてこない。


「……」


「……」


　美亜も奈々も無言だった。


　それまでの賑にぎやかさがウソのように、二人とも沈ちん黙もくしてしまっている。


　その雰ふん囲い気きに圧倒というか流されてしまって、弘司も何となく口が開けない。


「……」


「……」


　どれくらいそんな状態でいただろう。


　やがて奈々がおもむろに口を開いた。


「──ねえ、弘司。この間あたしたちが言ったこと……覚えてる？」


「え？」


「この前の遊園地……あたしがメリーゴーランドの前で」


「わたしが観かん覧らん車しやの中で」


　そこで二人は声を揃そろえて、





『それぞれが──言ったこと』





　真まっ直すぐな目をして、そう言った。


「……」


　それは……覚えていないはずがない。


　一週間前の遊園地で、二人が気持ちを伝えてきてくれたこと。


　それは今でも、ハッキリと弘ひろ司しの頭の中に残っている。


「今日弘司にここまで来てもらったのは……もう一回、ちゃんとあたしたちの気持ちを伝えたかったから」


「ナナと二人で話し合って……そうしようって、きめたの。二人とも、悔いをのこさないためにって」


「え……」


　二人でそう言ってくる。


　その表情は真剣そのもので……思わず息を呑のんでしまうほどのものだった。


「だから聞いて、弘司」


「わたしたちの、いまの気持ち」


　そう言うと二人は同時に一歩前に出て、


「あたしは──」


「わたし──」


　真っ直ぐに弘司の目を見ると、


「あたしは──弘司が好き」


「わたし──ヒロのことが大好きだよっ」


　そう言って身を乗り出しかけて──





「──ちょ、ちょっと待てい！　何をお主ぬしらだけで先走っておる！」





　そんな声が遮さえぎった。


「妻つまたる儂わしを差し置いてそのようなことをやるなど百五十年早いわ！」


「いけません～、弘司さまに愛の言葉を伝えるのは私が最初なのですから～」


「ななはいいけど、ねこはだめ！」


「お、お兄にい様！　や、やっぱりだめです、まだそういったことは早すぎます！　というかそれなら私だって……っ！」


「あ、ちょ、ちょっとみんなー、邪じや魔ましちゃだめだってー」


　草むらから飛び出してきたのはよく見慣れた顔たち。


　当然のごとくここまで尾行してきたさくら、千ち鶴づる、シャルロット、絢あや、佐さ藤とうさんです。


　さくらたちは我われ先さきにと声を張り上げながら割って入ってこようとして、





『──待ちなさい！　ヒロと結婚するのはわたしだって、十年前から決まってるんだからっ！』





　それよりも早く割り込んできた声があった。


「!?」


　それは弘ひろ司しにとっては実に十年ぶりに聞く懐なつかしい声。


　そこに立っていたのは──


「！　何じゃと、ネコがもう一匹ぴき……!?」


「あ、あらあら～」


「……おまえは……っ」


「え？　だ、だれなのですか？」


「み、美み亜あちゃんがもう一人……っていう割には、ちょっと大人おとなびてるような……」


　さくらたちが呆ぼう然ぜんと言葉を失う中、


　弘司と美亜が同時に口にする。


「み、美み夜や、ちゃん……？」「お姉ねえ……ちゃん……？」


「!?」


　その言葉に他ほかの六人がざわめく。


「久しぶりね、ヒロ。会えなくて寂さびしかったわよ。元気にしてたかしら？」


「あ、え？　う、うん……」


「そっか、それならよかった」


　そこで人影はくるりと横を向いて、


「で、何で美亜がこんなところにいるの？　それにこのやかましい連中はなに？　ていうか何でわたしに断りもなくヒロにまとわりついてるのよ？」


　そう言いながら一同をじろりと睨にらみ付けた。


　それは十年前にお星様になった…………はずだったネコマタ娘むすめ（姉）だった。


「ど、どうして美夜ちゃんが……」


　思わずそう口にすると、


「どうしてって、おかしなこと言うわね。約束したでしょ、ヒロと結婚するのはわたしだって。だからその約束を果たすために戻ってきたのよ。十年前のあの時だって、ヒロがもうちょっと大人おとなになるまでの間だけお別れだって言ったでしょ」


「そ、それはそうだけど……」


　あれは言葉のアヤだと思っていたというか……


「で、でもお姉ねえちゃん、『妃きさき』にやられちゃったんじゃなかったの……？」


　美み亜あがおずおずと手を上げる。


　それはだれもが疑問に思っていた問い。


　すると美み夜やは、


「やられた？　は？　だれがよ。あんなちびっこいのなんかにわたしがやられるわけないでしょ。それはちょ～っとダメージを受けちゃって、魔ま力りよくがうまく使えなくなってネコから人型に戻れなくなったりはしたわよ。そんな姿すがたをヒロに見せるわけにはいかないから、それを治すまでの間はずっと伊い豆ずで湯とう治じしてたんだけど、それが思いのほか快適でね。帰ってくるのが遅くなっちゃったのよ」


「……」


「……」


「……」


「……」


「……」


「……」


「……」


　その台詞せりふに一同が完全に沈ちん黙もくする。


　いやそれは美夜ちゃんが無事だったことは嬉うれしい限りなんだけれど……


「とにかく、そういうこと。分かったらさっさとヒロから離れなさい。ヒロはわたしのなんだからね。美亜や奈な々なが相手だからってそれは変わんないわよ」


「え、ちょ、ちょっと待ってよお姉ちゃん！」


「そ、そうだよ。いきなり横から出てきてそんなこと言われても、あ、あたしたちにも都合があるっていうか……」


「都合なんて知らないわ。ヒロはわたしのもので、わたしはヒロのものなんだから。ていうか、やっとヒロに再会できたんだもん。まずは好きなだけ甘あまえさせてあげる。ほら、ごろごろ～」


「な、ちょっと待て！　お主ぬし何をやっておる！」


「あらあら～、意味が分かりませんね～」


　さくらと千ち鶴づるが即座に反応して、


「ねこはだめ。……っていうか、そっちのねこはもっとだめ！」


「も、もうワケが分かりません……で、でもとにかく、お兄にい様はあなたたちには渡しませんから！」


　シャルロットと絢あやもそう言って割り込んでくる。


「は？　何言ってるのよ！　だからヒロはわたしと結婚するんだって言ってるでしょ！」


「そんなネコとの間の口約束など無効じゃ！　いいからそこをどけ！」


「そこは私の場所ですよ～。弘ひろ司しさまもきっと私の胸の中が一番落ち着かれるはずです～」


「……ねこはどっちもどいて。いうこときかないんなら、じつりょくこうしにでるんだから」


「というかだれもかれも皆ひとまずお兄にい様から離れなさい！　話はそこからです！」


「お姉ねえちゃんが相手だって、これだけは譲ゆずれないんだからっ」


「な、何でこんなことになってるの……で、でも、あたしだって……っ！」


　七人（正確には三匹びきと一羽わと一ひと柱はしらと二人）がごちゃごちゃに入り乱れつつトライアングルとトライアングルプラスワンを作り上げて、


「う、うわっ、ちょっとみんな、待って──」


「あーあ、せっかく奈な々ながやる気になったのになー。ていうか奈々も大変だけど、水みな上かみくんも大変だねー」


　それを見た佐さ藤とうさんが、実に他人事ひとごとな口調でそんなことを言っていた。





　──とにかく。


　色々と大変で気苦労は絶えないだろうけど、これからもこういった賑にぎやかというか退屈することのない日常が続いていくことだけは間違いなさそうだった。


　どこまでも温かく、みんなのはにかんだ笑顔に溢あふれていて、いつまでも続いていくような心休まる日常が──
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　あとがき




　こんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。


『はにかみトライアングル』の七巻をお届けいたします。





　本書は第二十五話からエピローグまで全すべて書き下ろしとなっております。








　さてさて、前巻から一年ほど間が空いてしまいましたが、無事に第七巻を刊行することができました。


　今巻は前巻から続く遊園地でのお話で、その顚てん末まつと結末です。


　そしてまた本シリーズとしての最終巻となっております。


　最終巻……完結巻です。


　とはいえ何だかまだ実感がありません。


　第一巻を刊行したのが今からおよそ三年半ほど前ですが、それがつい先日のことのように思われます。


　ここまで来られたのも本作に携たずさわってくださった多くの方々、そして応援してくださった読者の皆様の力があってこそだと思っています。


　拙つたない点も多々あったとは思いますが、少しでも楽しんでいただけたのなら著者としては嬉うれしい限りです。








　以下はこの本及びこのシリーズを通してお世話になった方々に感謝の言葉を。


　担当編集の和わ田だ様と三み木き様。お二人の的確なアドバイスにはいつも助けられてきました。これからも色々ご面倒をおかけするとは思いますが、何とぞよろしくお願いいたします。


　イラストのみずき様。毎回かわいらしいイラスト、本当にありがとうございました！　いただいたラフを見るのがいつも執筆中の楽しみでした。


　またデザイナー様や校こう閲えつ様をはじめ、この本が出るにあたり様々な方面でご尽じん力りよくいただいた多くの皆様。本当にありがとうございました。


　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった皆様。


　本当に本当にありがとうございました！


　皆様のおかげで何とか本シリーズを完結させることができました。本当に心から感謝しております。








　それではまたお会いできることを願って──







二〇〇八年八月某ぼう日じつ　五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく


第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。『乃木坂春香の秘密』で電撃文庫デビュー。弁護士を目指すかたわらで執筆活動をスタート。『乃木坂春香』が待望のＴＶアニメ化を果たし、今では何が一番叶えたい夢だったのか不明になってしまったのがはにかみポイント[image: ]！
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みずき


１９７９年、静岡生まれ、可愛いお嫁さんをゲットしてゲーム会社も始めつつ、忙しくも楽しい日々を過ごすけれど、ツインテール少女への深い想いは永遠なのがはにかみポイント[image: ]！




電撃文庫


はにかみトライアングル[image: ]





五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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